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序

首都圏に位置する埼玉県は、人口の増加に伴い県民

の生活圏が拡大し、産業活動が高度化しています。そ

れらに対応するために埼玉県ては、道路の特性に応じ

た体系的な道路綱の整備が行われています。

特に、県道については県内 1時間道路綱構想を目指

した整備とともに、地域間の連携を高めるための整備

が進められています。この県道広木折原線も、その一

環として建設工事が計画されました。

県道広木折原線は芙里町広木から寄居町折原に至る

路線て‘‘、国道254号線と国道140号線を結ぶ道路て‘あり

ます。

道路建設予定地内には複数の遺跡の所在が知られて

おります。これらの埋蔵文化財については協議が重ね

られた結果、当事業団が発掘調査を実施して、その記

録を保存することになりました。今回報告いたします

広木上宿遺跡は、美里町に所在する遺跡て‘あります。

発掘調査の結果、縄文時代や古墳時代から奈良•平

安時代の集落跡、また中匪の寺院関連遺構などが検出

され、土器や石器、鉄製品などが出土しました。

特に、漆箱に伴って発見された金・銀・金銅・銅・

鉄の 5種類の金属て作られた 5基の小型宝塔と 5本の

小型未開敷蓮華は、全国にも類を見ないものて‘‘、平成

7年 3月に埼玉翡［有形文化財に指定されました。

これらの発掘調査の成果は、縄文時代編と古代・中

匪編との 2冊に分けて報告されることになり、平成 8

年度には第 1分冊として「古代・中世編」を報告しま

したが、今回は第2分冊として「縄文時代編」を報告

することになりました。

縄文時代て‘‘は、中期の住居跡がまとまって発見され

たほか、早期・前期の土器や石器が出土し当時の様子

を知る貰重な資料となりました。

本書が、古代・中世編とともに、埋蔵文化財の保護

に関する教育・曹及の資料として、また学術研究の基

礎資料として、広く御活用いただければ幸いと存じま

す。

最後になりましたが、発掘調査から報告書の刊行に

いたるまて‘多大な御協力を賜りました教育局生涯学習

部文化財保護課をはじめ、土木部道路建設課、同本庄

土木事務所、芙里町教育委員会、並びに地元関係者各

位に対しまして厚くお礼申し上げます。

平成 9年 3月

財団法人埼五県埋蔵文化財調査事業団

理事長荒：井 桂



例

1.本書は、児玉郡美里町に所在する広木上宿遺跡の

発掘調査報告書（縄文時代編）てある。

2.遺跡の略号と代表地番及び発掘調査届に対する指

示通知は、以下のとおりてある。

広木上宿遺跡(H_KMZYK) 

児玉郡美里町大字広木字上宿2988番地他

平成 4年 7月10日付け委保第 5の802号

平成5年6月4日付け委保第 5の501号

3. 発掘調査は、県道広木折原線（美里地内）建設事

業に伴う事前調杏てあり、埼玉県教育局生涯学習

部文化財保護課の調整のあと、埼玉県土木部道路

建設課の委託によって、財団法人埼玉県埋蔵文化

財調査事業団が実施した。

4.本事業は、第 1章の紺織により実施した。本事業

のうち発掘調査について、平成 4年度は今井宏、

田中広明、西日正純が担当し、平成 5年度は石坂

俊朗、 山本靖が担当し、平成4年4月1日から平

言

業は上野真由美が担当し、平成 8年4月1日から

平成9年 3月31日まて実施した。

5.遺跡の基準点測鼠と航空写真は、株式会社東京航

業研究所に委託した。縄文土器のカラー写真は小

川忠博氏に委託した。土器胎土分析は第四紀地質

研究所に委託した。

6.発掘調査時の遺構写真撮影は各担当者が行った。

遺物撮影は、大屋道則、上野が行った。

7. 出土品の整理・図版の作成は上野が行い、一部伊

藤浩子が行った。

本文の執筆は、 I-1を埼玉県教育局生涯学習部

文化財保護課が、 それ以外は上野が行った。

8.本書の編集は、上野があたった。

9.本書にかかる資料は平成9年度以降、埼玉県立埋

蔵文化財センターが保管する。

10.本書の作成にあたり美里町教育委員会からご教示、

ご協力を賜った。記して謝意を表します。

成5年12月28日まて実施した。整理報告書作成作



凡例

］．本書の遺跡全測図における X・Yの座標値は、国

土標準平面直角座標第IX系に基づく座標値を示し

ている。また、各遺構図における方位指示は、全

て座標北を示している。

2.遺構図及び実測図の縮尺は、原則として以下のと

おりてある。

遺構図 仕居跡・・1/60 土漿・・1/60

遺物 土器・石器・・・1/3

その他のものに関しては、スケール及び縮尺率等

をその都度表記して示している。

3.全測図等に示す遺構表記の略号は以下のとおりて‘‘

ある。

SJ•••住居跡 SB…掘立柱建物跡

SK…土墟 SD…溝跡 SQ…基壇状遺構

4.挿図中のスクリーントーンは以下のことを示す。

遺構断面図斜線部分 地山

住居跡内網掛け部分 炉跡範囲

土器断面網掛け部分 繊維混人

5.遺構図中に示したドットは、遺物の出土位置及び

接合関係を示し、番号は遺物実測図のそれと一致

する。

6.遺構断面図における水平数値は、海抜高度を示し

ており、単位 mてある。
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I 発掘調査の概要

1.調査にいたるまでの経過

埼玉県は、「環境優先•生活重視」、そして「埼玉の新

しい92（くに）づくり」を基本理念として、豊かな彩

の国づくりを推進するため様々な施策を講じている。

県民の生活環境の保全と道路交通の安全性を重視し

生活圏の拡大への対応、高度化する産業活動の円滑化

などをはかるための道路網の整備はその一環として展

開されている。

県教育局生涯学習部文化財保護課て］よ、こうした開

発事業と文化財の保護について迅速に対応するため、

関係各部局、機関と定期的な調整会議のほか、日頃協

議を重ね調整を図ってきたところて‘ある。

平成 3年度に県土木部道路建設課長から美里町広木

地内に計画された県道広木末野線の建設工事予定地に

おける埋蔵文化財の所在及び取り扱いについて照会が

あった。

工事f定地には周知の埋蔵文化財包蔵地「広木上宿

遺跡」（遺跡 No.56-002)内にあり、現地を踏査した

ところ、丘陵項部を中心として多量の縄文土器、土師

器などの散布が認められ、この時期の遺構が所在する

ことが明らかてあると判断された。このため道路建設

課長あて下記の旨回答した。

1 工事予定地は周知の埋蔵文化財包蔵地「広木上

宿遺跡」が所在する。

2 工事計画上、やむを得ず現状を変更する場合は

文化財保護法の規定の手続きをとり、事前に記

録1紺寺のための発掘調査をすること。

その後の協議て‘‘、工事計画の変更が不可能て‘‘あると

判断されたため、平成4年度に発掘調査を実施すること

となった。

発掘調査については財団法人埼玉県埋蔵文化財調査

事業団、道路建設課、文化財保護課の三者て調整し、

平年4年 4月から12箇月の予定て‘着手することとし、

道路建設課において調査に要する経費が予算措置され

た。

平成 4年度の発掘調査の追行に伴い、遺跡範囲が南

北及び東側に拡大することが明らかになったため、平

成4年12月11日に拡大する範囲を確認し、埋蔵文化財

包蔵地変更増補手続きをとった。美里町教育委員会教

育長あて、埋蔵文化財包蔵地調査カード（変更増補）

を添えてこの旨通知した。調査対象面積の増加に伴い

発掘調査は平成 5年度に継続することとなった。

文化財保護法第57条 3項の規定による埋蔵文化財

発掘通知が平成 4年 5月6日付け道建第51号て知事

から提出され、平成 4年 5月19日付け教文第3-38号て‘‘

発掘調査実施についての通知を行った。文化財保護法

第57条の規定による発掘調査届が財団法人埼玉県埋

蔵文化財調査事業団理事長から平成 4年 3月31日付

け財埋文第956号て‘‘提出された。届出に対し文化庁長

官から平成 4年 7月10日付け委保第 5の802号て指示

通知があった。

平成 5年度の調査については平成 5年4月1日付け

財埋文第12号て発掘調査届が提出され、文化庁長官か

ら平成 5年 6月 8日付け委保第527号て指示通知が

あった。

なお、平成 5年度調査対象地の中て‘‘未買収て‘‘あった

一部の地区の遺構確認調査を平成 6年 7月29日に実

施したが、すてに畑造成のため遺構確認面まて掘削さ

れた状態てあった。

（埼玉県教育局生浬学習部文化財保護課）

第170集広木上宿遺跡より転載
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2。発掘調査愈報告書作成の経過

発掘調査

平成 4年 4月1から平成 5年12月28日まて‘‘実施し、

調査面積は8,600m2てある。

平成 4年度

調査区北半分の5,000m2の調査を行った。

プレハブ設置、器材運搬などの梵掘準備と平行し、

重機による表上除去作業を行った。表土除去作業終了

後順次遺構の調査に着手した。

9月には、金銅製小型宝塔と漆箱が発見され、 11月

28日に現地説明会を開催した。

3月には航空写頁撮影。測贔を実施した。

平成 4年度の調査ては、縄文時代と古墳時代から平

安時代の集落跡と中祉寺院関連遺構を発掘した。

平成 5年度

調査区南半分の3,600m2の調査を行った。

調査は排上置場等の関連から、便宜的に北側から5A

~5D区の 4区に分けて実施した。用地買収の関係から

5D区の調査は行っていない。各区の位置は、 5A区が

43~49グリッド、 5B区が49~59グリッド、 5C区が

60~66グリッド付近てある。

5A区は中祉寺院遺構とf想される方形基壇状の高

まりが存在していたため、人力によって表土を除去し

た。方形基壇状部の調査終了後、下層の集落跡の発掘

に着手し、 8月に航空写真を実施した。

5C区は5A区の集落跡の調査と平行して、重機によ

る表土除去作業を実施した。 5A区の調査終了後、順次

遺構の調査を行った。

5B区の調査は、 5C区の調査終了後、引き続いて実

施した。 12月に5B• 5C区の航空写貞撮影を行い、調

査を終了した。

なお、平成 4• 5年度の未買収地の内100m汀こつい

ては、平成 6年度に埼t県教育委員会が遺構の確認調

査を行った。しかし既に削平されており、遺構・遺物

は検出されなかった。

整理・報告書刊行

平成 7年 4月3日から 2ヵ年度の五十両て‘実施し、平

成 8年 3月31日に第 1分冊を刊行した。第 2分冊は平

成 8年 4月 1日から平成 9年 3月31日にかけて行っ

た。

4月から 6月にかけては、出土遺物の水洗・注記お

よび按合・復元を行った。

7月から 11月には、遺構の図而のトレース・版組と

遺物の実測・トレース、また11月には遺物の版組も並

行して行った。

12月から 1月にかけて、遺物の写貞撮影、原稿執筆・

割付の作成を行った。入稿後校正作業を行い、 3月に

報告書を刊行した。
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3。発掘調査。整理・報告書刊行の組織

主体者財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団 経理課長 関野栄一

(1)発掘調査 主 任 江田和美

平成 4年度 主 事 長瀧美智子

理 事 長 荒井修― 主 事 幅田昭美

副理事長 早川智明 主 事 腰塚雄―

常務理事 調 木旦 部
兼管理部長 倉持悦夫

調査部副部長 夫高橋

理 事
兼調査部長 栗原文蔵 調査第三課長 村田健―

管理部 主任調査員 石坂俊朗

庶務課長 萩原和夫 調 査 員 山 本 」均圭1 

主 木旦 贄 田 、廿‘圭1 

主 事 -架FJ 池 久 (2)整理・報告書刊行

経理課長 関野栄一 平成 8年度

主 任 江田和芙 理 事 長 荒 井 桂

主 事 長瀧美智子 副理事長 富田真也

主 事 幅田昭芙 専務理事 吉川國男

主 事 腰塚雄二 常務理事
兼管理部長 稲葉文夫

調壺部
事理

調査部副部長 梅沢太久夫 兼調査部長 小川良祁

調脊第三課長 鈴木敏昭 管理部

主任調査員 ノ-I 井 r 左 庶務課長 依 田 逗‘未

主任調査員 西日正純 主 オ旦＜ 西 沢信行

調 資 員 田中広明 主 任 長瀧美智子

平成 5年度 主 事 菊 池 久

理 事 長 荒 井 桂 専門調査員

副理事長 富田真也
兼経理課長 関野栄

専務理事 横川好富
主 任 江田和美

常務理事
主 任 幅田昭美

兼管理部長 柴崎光生 主 任 腰塚雄―

理 事 資料部
兼調査部長 中島利治

資料部長 梅沢太久夫

管 理 部
主 幹

庶務課長 萩原和夫 兼資料部副部長 クロ 井 彪

主 木旦 贄 田 清 専兼整門理調第 フー自只ロ

主 事 菊 池 久
一課長 今泉泰之

調 フ旦 ノ昌‘ 上野貞由美

9
J
 



II 遺跡の立地と珊境

広木上宿遺跡は埼玉県児玉郡芙里町大字広木字上宿

に所在し、JR八高線松久駅の西方約2.5kmに位置し

ている。東経約139゚09'20”、北緯約36゚10'08”付近てあ

る。芙里町の地形は南から北に向って、標高

100~150mの丘陵地帯、標高100m以下の低地帯へと

続いている（第 2図）。

山地帯は、秩父山地・上武山地の山脚が北東方向へ

延びている。丘陵地帯は、町の東部を北東方向に諏訪

山・山崎山へと続き、北西部は生野山から浅見山にか

けて延びている。また低地帯は丘陵地帯に囲まれて、

盆地状に形成されている。低地帯には蛇行地形が見ら

れ、この地域が河川の氾濫原てあったことがわかる。

現在、丘陵部には畑地や桑畑が、低地部には水田が広

がっている。

河川は、利根川水系に含まれる小山川、志戸川、天

神川やこれらの支流が、町内を南西から北東方向へと

流れている。これらの河川によって丘陵部が開析され、

丘陵と扇状地が入り組んだ複雑な地形をしている。

町内には数多くの池沼が存在し、その多くは潅漑用

第 1図埼王県の地形図

として人工的に造られたものてある。なかても広木上

宿遺跡の北東約50mにある摩詞池は、伝説から奈良時

代には既にあったものと考えられている。

広木上宿遺跡は上武山地から続く松久丘陵西部の、

「トネ山」と呼ばれる一支丘上に立地している。この支

丘は北側を身馴川（小山川）、南側を志戸川によって開

析され、西から東へと下降しながら廷びる痩せ尾根状

のものてある。

広木上宿遺跡の周辺には、河川によって開析された

丘陵と扇状地が入り組んだ複雑な地形を背景にして、

数多くの遺跡が営まれている。広木上宿遺跡の間辺の

遺跡は、弥生時代以降の遺跡は古代・中匪編において

述べているのて‘‘、ここては先土器時代、縄文時代の遺

跡について述べる。先土器時代・縄文時代の遺跡は、

美里町ては丘陵や台地上やその縁辺部を中心に分布し

ている。美里町の北に広がる低地帯ては遺跡の分布は

少ないが、河川の氾濫て‘形成された沖積土内に埋没し

ていることも考えられる（第 3図）。

先士器時代の遺跡は、芙里町において本格的な発掘

llL‘

―
 

己言言冒冒 □[J 
山地 凹地 丘陵台地 低地 20Km 
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第 2図 美里町周辺の地形図
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例がなく、出土した先土器時代の石器はほとんどが他

の時代の追構の調査中に単独に出上したものてある。

先土器時代の石器が出tした遺跡としては、甘粕山遺

跡群（11 水村他1980)の東山遺跡や如米堂A。B遺

跡、安光寺遺跡（14 増田他1981)、普門寺西山退跡(17

美里町1986)がある。このうち東山遺跡からは表土直

下のソフトローム層から細石刃核、細石jJ、尖頭器、

ナイフ形石器が出土している。周辺の地域ては、本庄

市古川端遺跡(8 柿沼他1978)、岡部町東光寺裏遺跡

(6 中島他1980)、岡部町北坂遺跡(22 増田他1981)

などから先土器時代の石器が出上している。

縄文時代草創期の遺跡は美里町ては、甘粕山遺跡群

(11)の如来堂B・C遺跡からまとまった資料て‘‘はない

が、爪形文上器が出土している。岡部町て‘‘は西谷遺跡

(23 栗原他1961)て出土した爪形文土器、多縄文系土

器が良く知られている。岡部町東光寺裏遺跡 (6) か

らは爪形文土器が出土している。

早期の遺跡としては早期。前期を主体とした甘粕山

遺跡群 (11)が知られる。如米堂 A遺跡ては、撚糸文

系土器の終末期と考えられる無文の土器群が多量に出

土している。他に登所遺跡 (18 美早町1986)からは

沈線文系土器片、白石城遺跡 (19 中村1979)から

条痕文系土器片が出七している。本庄市宥勝寺北浦遺

跡 (5 滝日他1980)からは押型文土器片が出土して

いる。

前期になると美里町ては前期後半の諸磯期を中心に

して、遺跡内の住居跡の検出が増加している。黒浜期

の住居跡は、登所遺跡 (18)て‘、 3軒が発掘されてい

る。羽黒山古墳群（B 長滝1991)からも住居跡が1

軒検出されている。諸磯期になると、多数の住居跡が

発掘されている。登所遺跡を含めた白石古墳群（C)

ては、諸磯b期を中心として10軒以上の住居跡が検出

巳れている。北貝戸遺跡（15 菅谷他1977)ては諸磯

a期の住居跡が3軒、南志渡川遺跡（12 岡本1982)

ては諸磯a期 1軒、 b期 2軒が調査されている。白石

城遺跡（19)、将門寺西山造跡（17)においても諸磯a.

b期の住居跡を発掘している。諸磯c期の住居跡は検

出されていないが、栗山遺跡（21 岡本他1983)、普門

寺西山遺跡（17)、登所遺跡（18)において、土器片が

出土している。立地は、白石城・登所・西山遺跡など

は丘陵上に北貝戸・南志戸川遺跡て‘は台地の縁辺部に

位置している。美里町て‘‘は諸磯期の遺跡が他の時期に

比べ多く、周辺地域と比べ特徴的て‘‘ある。

中期の遺跡は中葉から後半にかけての時期がほとん

どてある。広木上宿遺跡と同じ丘陵に存在する瓶菱神

社前遺跡（16 中村）ては、阿玉台期の住居跡が1軒発

掘されている。勝坂期、阿五台期の士器を出土する遺跡

としては他に、塚本山古墳群（A)があり、森浦遺跡 (13

岡本他1983)、峯遺跡(20 岡本他1983)、栗山遺跡(21)

ては勝坂期の土墟、住居跡が検出されている。中期後

半の加曽利E期になると、聞辺の地域て‘は台地平坦部

に立地する児玉町の将監塚・古井戸遺跡（石塚1986

宮井1989)がある。数多くの住居跡が検出されてお

り、拠点的な集落と言える。美里町て‘‘は山間部の栗山

遺跡 (21)から加曽利E期の住居跡が2軒発掘されて

いる。美里町ては遺物の散布地は多いが、加曽利E期

の住居跡の発掘例は少ない。広木上宿遺跡て‘‘は、加曽

利E期を中心に住居跡が17軒検出されており、美里町

における拠点的な集落となる可能性もある。他の周辺

の地域ては岡部町水窪遺跡て加曽利E期の住居跡が2

6軒発掘されている。他に岡部町ては大寄遺跡(4 佐

藤1979)から加曽利EIII期の埋甕が検出されている。

後期、晩期になると、遺構の発掘例はないが単独て‘‘

上器がいくつか出土している。後山王遺跡 (24 芙里

町1986)ては称明寺期の浅鉢が表上直下の砂利層から

単独て出土している。また村移遺跡(9 芙野町1986)

ては加曽利B期の完形土器が出土している。甘粕山遺

跡群ては晩期終末の土器片が多鼠に出土している。

- 6 -



第 3図 周辺の遺跡
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III 遺跡の概要

広木上宿遺跡は埼玉県児E郡美里町大字広木字上宿

2988番地他に所在し、JR八高線松久駅の西方2.5km

に位置している。東経約139°09'20”、北緯36゚10'08”付

近てある。

遺跡の範圃は、南北約190m、東西約80mてある。西

から東に張り出す痩せ尾根状の支丘を、南北に横切る

ように所在している。平成 4年4月から平成 5年12月

まて‘‘調査した面積は、約8,600m2てある。調査区は、

遺跡のほぼ中央部を南北方向に縦断する。

調査区の地形は、 40~50グリッド付近から尾根の項

部にあたる。北側は、身馴川（小山川）によって閣析

された低地帯へと下る緩斜面て｀ある。南側も緩斜面を

下り、さらに比高差約 4mの崖を経由して緩やかな傾

斜をもつ平坦面に至る。再び比高差約 lm程の段を経

由して、平坦面が約45mほど続き志戸川に至る。

発掘調査によって発見された遺構は、住居跡88件、

掘立柱建物11棟、基壇状遺構1基、配石遺構1基、土

墟165基、溝跡25条、井戸跡 1基、埋甕 1基、ピット多

数て‘ある。時期は、縄文時代から中・近槻にいたるも

のてある。また石器集中は検出されなかったが、先土

器時代の石器が数点出土している。

縄文時代の遺構は、調査区北半部の緩斜面部の

24~34グリッドの間て発見されている。中期後半を中

心とするものて、住居跡17軒、土壊13基、埋甕 1基を

検出した。住居跡のうち 9軒が24~26グリッド間に、

集中している。遺構は、調査区の南半部には検出され

なかった。調査区のある尾根は、北東方向に高低差を

緩やかにつけながら張り出して行く。住居跡の集中す

る標高110m付近は、尾根の中段付近て現在の状況て‘‘

は高低差のほとんどない平坦な張り出し面になってお

り、縄文時代の中期の遺物が地表面て‘‘多く観察されて

いる。遺構は調査区の南半部には確認されず、また中

期の遺物も北半部以外ては少ないことから、中期の集

落は住居跡の集中する調査区の北半部から東側に広

がっていくものと思われる。遺構から遺物は土器、石

器が多量に出土し、他に土鈴、土製円盤が出土した。

遺構外の縄文時代の遺物は、遺構のある北側の緩斜

面からは縄文時代前期、中期を主体とする土器、石器、

上鈴、上製円盤、挟状耳飾が出土している。遺構が検

出されなかった調査区の南緩斜面からは縄文時代早期、

前期の土器、石器が出土した。特に溝や土墟が複雑に

切り合う調査区の南端に近い62、63グリッド付近の溝

の覆土内から多く出土している。縄文時代の早期、前

期の遺構または包合層が存在していたと考えられる。

古墳時代の遺構は調査区のほぱ全面て‘、奈良•平安

時代の遺構は尾根項部から南緩斜面に発見された。遺

構は住居跡70軒、掘立柱建物跡 3棟、井戸跡 1基が検

出された。遺物は土帥器・須恵器をはじめとして、鉄

器・玉類・土錘・などが出土した。

中世の遺構は尾根項部付近に集中している。小型宝

塔と小型未開敷蓮華を出土した第48号土坑をはじめ

として、基壇状遺構1基、掘立柱建物跡 8棟、溝跡10

条が発見された。遺物は瓦、かわらけ、板碑、古銭な

どが出土した。

尾根頂部から南側の46~60グリッドにかけて、調査

前には基壇状遺構の存在を予想させる、方形土壇状や

階段状の現況が認められた。断面観察による確認調査

の結果ては版築や人為的な土盛りを行なった形跡はな

かった。また中世寺院を区画すると考えられる第15号

溝跡が中央を通る。

近椛の遺構は、土墟墓 8基と貯蔵用施設6基が発見

された。土横墓からは、柄鏡や煙管などの副葬品が出

土した。

ほかの土堀141基、溝跡15条については、時期を確定

する資料が欠けている。

古墳時代以降の遺構と遺物については平成 7年度に

古代・中槻編として報告書が刊行されている。

本報告は、縄文時代編として縄文時代の遺構と遺物

について行なう。
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第 4図
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第 5図遺跡周辺の地形
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N 発見された遺構占冒物
1 先土器時代

第 6図 先土器時代の出土石器
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2 縄文時代

(1)住居跡

第 5号住居跡（第 7図～第10図）

E-24グリッドに位置する。住居跡の西半分が調査区

外て‘、また北半分が第11号溝と攪乱によってこわされ

ているが、残っている住居跡の部分から平面形は円形

と思われる。径は推定 6m程度て‘ヽ 、深さは0.4mて‘あっ

た。炉跡は推定される住居跡の、ほば中央て‘検出され

ている。攪乱によってほとんどがこわされているが、

炉石が残存し焼土が確認された。平面形態は不明て‘あ

る。周溝は部分的に 3重に巡っている。柱穴は、住居

跡と推定される範囲内て‘‘9本が検出されている。主柱

穴は深さからは Pl、P3、P5、P6、P8、P9のいずれ

かが相当すると思われるが全体が不明なため、確定は

てきない。住居跡の中央部の攪乱の深い部分には近現

代の陶器などが混入していた。時期は中期後葉て‘‘ある。

遺物は住居跡南半部の調査区外との境界部分て‘‘、集

中して出土した。 1はキャリパー形の深鉢形土器て‘、

日縁部と頸部の一部が残存している。口縁は 4単位の

広木上宿遺跡から先土器時代の石器は、 2点出土し

た。表採されたものと、縄文時代の住居跡に混入して

いたものて‘‘、出土位置や層位は不明て‘‘ある。他に黒曜

石やチャートの刻片や砕片が出土しているが、いずれ

も縄文時代などの遺構を調査中に検出したものて‘‘、縄

文時代のものと区別はてきなかった。 1はナイフ形石

器て黒曜石製の縦長剥片を用いる。先端は鋭角て‘‘、基

部の左側は両面から剥離調整を行なって、挟りを入れ

ている。長さは4.9cm、幅は1.6cm、厚さは0.5cm、

重さは4.3gてある。表採品てある。 2は良質のチャー

ト製の削器て‘ある。側縁に刃部を作りだすものて、、下

半部を欠損する。長さは1.9cm、幅は2.4cm、厚さは

0.7cm、重さは4.0gてある。縄文時代の住居跡てある

第8号1主居跡内より出土したが、石質や石器の形状か

ら先土器時代の石器とした。

波状日縁と推定され、日縁に沿って一本の隆帯が貼り

付けられ波項部て‘小さく渦を巻く。頸部との境は隆帯

て区画し、間は幅広の二本の隆帯によって S字状に貼

り付けられいる。いずれの隆帯も両側に沈線が引かれ

ている。地文は Lの撚糸文が横から斜め方向に施さ

れ、頸部にも斜め方向に施文されている。 2はキャリ

パー形の深鉢形土器て‘ヽ 、日縁部と頸部の破片て‘‘ある。

日縁には波状部の一部が残されている。割れ日から、

波状部には橋状の把手が施されていたと思われる。隆

帯て‘口縁部と頸部は区画され、間は縦方向の沈線て‘埋

められる。 3は頸部から無文の日縁が外側に開く、深

鉢形土器てある。日縁は一部波状に施されるが、単位

は不明て‘‘ある。口縁の端部は、間に溝をいれて内側と

外側とに口縁が段を持つように加工されている。頸部

に巡っている沈線は、端部が胴部の沈線の懸垂文の上

端部につなげて終了する。そのため 1本目の頸部の沈

線を胴部の懸垂文の上端につなげると、次は 2本日の
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第 7図 第 5号住居跡
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ロー（径 20mm~30mm)多量炭化物粒子少量
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第 8図 第 5号住居跡遺跡分布図・出土遺物（I)
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沈線を 1本目の沈線の上段より引き始めて、 1本目と

は別の胴部の懸垂文の上端につなげる。また次は 3本

目を引き始めるというように施文される。全体の半分

が欠損しているため、全容は不明だが視覚的には 3本

の沈線て憎頁部を区画するように見える。胴部には 2本

1組の懸垂文が垂下する。地文は、縦方向の単節 RL

の縄文が施される。沈線間の地文は粗く磨り消される。

4は深鉢形土器の胴部下半と底部の一部て‘‘ある。一本

の隆帯が垂下しており、両側にはなぞりが入る。地文

はRの撚糸文て‘‘、斜め方向に施文する。 5は無文の浅

鉢形土器て＼胴部と底部の一部が残る。 6は口縁部と

胴部の一部が残る鉢形土器て‘‘ある。口縁の一部に赤彩

の痕跡がわずかに残るが、その範囲は不明て‘‘ある。文

様は日縁から胴部上半部に施され、胴部下半部は無文

てある。地文は横方向の単節 RLて‘‘、その上に沈線が

施される。沈線は連弧状に巡らされると推定される。

沈線は多い部分て‘‘4本が確認されるが、 1本こーとに端

部が渦巻状の沈線て〗止められており、 3の頸部と胴部

の沈線の施文の手法と似ている。

7~11は勝坂系の土器て‘‘ある。 7、8は口縁の波状

部の把手の一部てある。 7は内側の 2本の隆帯上に細

かい刻み日を施す。 8は日縁の端部の内側と外側の両

側の隆帯上に、細かい刻み目を 2条施し聞には 1本の

沈線が施される。外側の横方向の隆帯上には、大きく

刻みが施される。 9、10、11は深鉢形土器の日縁部の

破片てある。 9は厚い隆帯が貼り付けられ隆帯上には

刻みが施される。 10は三角形状の刺突によって渦巻き

状に施文する。 11は風化が激しい。

12~30、33は加曽利 E系の土器て‘‘、キャリパー形の

深鉢土器て‘ある。 12~20、22、23は日縁部の破片て‘‘あ

る。 12は日縁に橋状の把手を付ける。口縁部は端部が

渦を巻く 2本の隆帯を貼り付ける。地文は Rの撚糸文

てある。 13、14は口唇を粘土紐により肥厚させて、間

に沈線を施す。日縁は低い波状になる。 13はL、14は

Rの撚糸文が地文となる。 15は日縁部に 2本隆帯によ

る渦巻き文を施す。日縁は波状となり、波項部には把

手が付いていたと考えられる。地文は横方向の単節

RLの縄文てある。 16は2本隆帯て‘‘口縁部に文様を施

し、間は沈線て‘埋める。 17、18は12~16と比べ日縁部

の屈仙がやや緩やかなものて‘‘、日唇直下の隆帯の上側

はなてられており、沈線は引かれていない。 17は地文

は横方向の単節 RLの縄文て‘、 18は横方向の単節 LR

の縄文てある。 19は波状口縁て、、口唇に沈線を施し波

項部て渦を巻く。日縁部は 2本隆帯て‘‘文様を施すが、

残存部からは孤状なのか、端部が渦を巻くかは不明て‘‘

ある。地文は細かい条線を施す。 20、22、23は隆幣に

よる頸部の区画が残るものて‘、 20は2本の隆帯て‘‘22、

23は1本の隆帯て‘‘区画する。 23の口縁部文様の隆帯

は、上からなて‘‘られて低く偏平なものてある。 21、

24~30は胴部の破片てある。 21、24、25は隆帯による

懸垂文が施されるものて、 21は2本隆帯が蛇行して垂

下し、 24は2本隆帯の端部が渦を巻く。地文は24が L

の撚糸文、 21、25は単節 RLの縄文てある。 26~30は

沈線によって懸垂文が施文されるものて‘‘、 26~28は沈

線が直線的に垂下するものて‘、 27は半裁竹管によって

2本 1組 6本の沈線が垂下している。 29、30は1本の

沈線が蛇行して垂下する。地文は26~28、30は縦方向

の単節 RLの縄文、 29はLの撚糸文てある。 33は頸部

の破片て、頸部と胴部は3本の沈線によって区画され

る。頸部は無文てある。地文は単節 RLの縄文てあ

る。

31、32、34は連弧文系の土器て、 31、32は口縁部の

破片て‘2本沈線て‘‘施文される。地文は31は Lの撚糸

文、 32はRの撚糸文が施文される。 34は3本沈線て渭頁

部を区画するものて‘‘、地文は Rの撚糸文て‘ある。

35~43は地文のみが施される胴部の破片てある。

35~40はLの撚糸文が縦方向に施され、 41は斜め方向

にLの撚糸文が施される。 42、43は地文は単節 RLの

縄文が施される。

44は浅鉢形土器の破片て‘ヽ、日縁部文様帯を持ち地文

には細かい撚りの Lの撚糸文が施される。

45、46は底部の破片て‘45は2本の沈線の懸垂文が垂

下している。地文は縦方向の RLの縄文てある。

47~55は出土した石器て‘ある。 47、48は打製石斧て‘‘

--17 --



第 9図 第 5号住居跡・出土遺物(2)
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第10図 第 5号住居跡・出土遺物(3)
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47は偏平な礫を最小限度の剥離によって、形を作り出

しており、両面に自然面を残す。両側縁の一部は刃潰

しを行なう。刃部は摩耗している。 48は胴部の一部の

みが残存するものて‘‘、表面に大きく自然面を残す。

49、50は小形の軽石製の磨石て‘‘、平坦な磨面が49は1

面、 50は3面確認てきる。 51は磨石てほとんど力濯皮損

しているものて‘、一部分に磨面が残存している。 52~

55は磨面が残るものもあるが、凹部を持つことから凹

石として分類した。 52は表裏面に一個所ずつ［叩部が残

り、右の側面に磨面がある。 53は破損品て‘、残る部分

から裏面には複数の凹部があったと推定される。両面

ともに平坦な部分には靡面が確認てきる。 54は三面に

凹部が残る。 55は表裏而に一個所ずつ凹部を残し、頭

部面には磨面が確認て‘‘きる。遺物は中期後葉を主体と

する。

第 6号住居跡（第 11図～第18図）

E-25、F-25グリッドに位置する。第 6号住居跡の北

側には第 8号住居跡があり、本米は一部重複していた

と考えられるが、第 6号住居跡の北半分は攪乱や不明

遺構によってこわされているため先後関係は確認て‘‘き

なかった。また第 6号住居跡の南の一部は第17号住居

跡と重複している。図上ては第 6号住居跡の周溝が第

17号住居跡の周溝をこわしているように見えるが、第

17号住居跡は第 6号住居跡よりも床面が高くまた第 6

号住居跡発揖後に検出されて発掘しているため第17

号住居跡の周溝が検出て‘‘きなかったものて‘ヽ、先後関係

は確認していない。住居跡の残っている部分から住居

跡の平面形は円形て‘‘あると思われる。径は推定 6m程

度て‘ヽ 、深さは確認面より約0.3mてあった。炉跡は住居

跡の中央よりやや北よりて検出されている。不定形な

ものて‘ヽ、炉石に転用されたものと思われる石皿の破片

と、埋甕杖戸として使用された土器の底部の部分が検出

された。周溝は壁に沿って1重と、内側にもう 1重が検

出されている。柱穴は12本が検出され、主柱穴と考え

られる Pl、P2、P3、P4の一部が内側の揺闘をこわし

て作られていることから、外側に拡張した可能性が考

えられる。内側の周溝には、 P5、P7、P11、P12の柱

穴が伴うと思われる。時期は中期後葉て‘ある。

遺物は土器、石器ともに多鼠に出土している。広木

上宿遺跡て‘‘検出した住居跡のなかて‘‘一番の出土量て‘‘

あったが、復元てきた土器はほとんどなかった。また

第6号住居跡は北側と南側と 2軒の住居跡が切りあっ

ているため、遺物が混入している可能性は高い。 1は

日縁部文様帯がやや内側に傾く小形の深鉢形土器て‘‘、

日縁部と胴部の一部を残存する。日縁部と胴部は隆帯

て区画し、日唇直下にも隆帯を 1本巡らす。日縁部の

文様は 6単位の横方向の隆帯を貼り付けて、端部を渦

巻状にする。隆帯に沿ってやや幅広の沈線を施文する。

端部渦巻き状の隆帯の間は沈線によって 6単位の楕円

形に区画する。日縁部文様幣の上下幅が狭いため、横

長な楕円形となる。隆帯はいずれも薄く偏平なものて‘

ある。胴部は 6単位て‘3本 1組の沈線の懸垂文が直線

的に垂下する。沈線は細く浅く施文するものて、間の

地文は磨り消さない。胴部懸垂文の位置は日縁部の渦

巻き部分からややずれる。地文は日縁部は横方向、胴

部は縦方向の単節 LRの縄文て‘ある。 2は頸部がくび

れ口縁が開くものて‘ヽ、胴部は上半て‘膨らみ下半は細く

くびれて底部に台が付く台付深鉢形土器て‘ある。口唇

部はなてて平坦な面を作り出す。日縁部から底部にか

けて器面全体に縦方向の単節 LRの縄文を地文とし

て施文している。頸部には 2本の沈線を巡らして胴部

と区画し、 2本の沈線の間に上下交互に斜め方向から

深く刺突を加えており、視覚的には波状に隆帯を貼り

付けているように見せている。胴部は頸部区画の沈線

の直下に施文した横方向の沈線と、胴部に直線的に垂

下する懸垂文の沈線をつないて幅広の「l字状に区画

している。 4単位を施文する。 4単位の輻は等分され

ていない。区画した口字の外側には、沈線て‘‘蕨手状の

懸垂文を 4単位施文する。台は脚部分を作り出し、地

面と接する面をやや広い平坦面にして自立てきるよう

にしている。台の底部には粗いけずりの痕が見られる。

表面は半月状に粘土を削って段をつけ、段に沿って沈

線てなぞっている。 2単位の文様が施されている。台

- 20 -



第11図 第 6号住居跡
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第12図 第 6号住居跡・出土遺物(I)
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部分に地文は施文されない。 3はキャリパー形の深鉢

形土器の頸部文様幣から胴部にかけての大形の破片て‘

ある。地文は頸部文様帯をふくめて胴部にかけて斜め

から縦方向に単節 RLの縄文が施文される。頸部と胴

部の区画は 3本の沈線を巡らせ、胴部には懸垂文が施

される。 3本］組の直線的に垂下する沈線と 1本が蛇

行して垂下する沈線が施される。頸部には連弧状に 3

本 1紺の沈線が巡らせてある。いずれも沈線間は磨り

消されていない。 4は胴下半から底部にかけての深鉢

形土器の破片てある。地文は 0段多条の LRの縄文が

縦方向に施文される。胴部には沈線によって 1本の蛇

行する懸垂文と 2本の直線的な懸垂文が交互に施文さ

れる。沈線は深く施文されている。 5は炉跡内に埋め

られていた深鉢形土器の胴部の一部と底部て‘ある。胴

部は 2本 1組の隆帯による懸垂文を底部の直上まて‘‘、

6単位直線的に垂ドさせる。地文は縦方向の単節 RL

の縄文て‘‘ある。 6は深鉢形七器の胴部の破片てある。

2本沈線の懸垂文が3単位か 4単位施文されたあと、

間に 3本沈線の懸垂文などを施文していくと考えられ

る。 2本沈線間には雨だれ状の剌突が左右交互に上か

ら下に施文される。胴上部て‘‘は深くしっかりと剌突が

入るが、胴部の下の方ては刺突てはなく、こ｀く浅く雨

だれ状になて‘‘つけられるように施文される。間に施文

される 3本沈線も、こ｀く浅くなて‘つけられている程度

てある。残っている部分ては、他に蛇行する 1本の沈

線がかすかに見えるがこミく浅いため不明瞭て‘‘ある。そ

のため胴部の文様の単位は不明確てある。地文は縦方

向と斜め方向の Lの撚糸文て‘‘ある。 7は連弧文系の深

鉢形土器の口縁部の破片てある。口唇の直下に 3本の

沈線を巡らす。日縁部には 3本の沈線が連弧状に推定

て‘8単位巡らすと考えられる。地文は条線て‘深くしっ

かりと施文されている。 8は無文の浅鉢形土器て‘‘、日

縁部分の破片てある。 9は無文の鉢または浅鉢形土器

の底部て‘ある。 10は無文の浅鉢形上器の底部の破片て‘‘

ある。 10は内側にかすかに赤彩らしい赤色の痕罹かが見

られるが確定はてきない。

11~20は勝坂系の土器てある。 11~15は口縁部の破

片て‘‘、 11は隆帯上に綾杉状に刻みを入れ、隆帯の一部

は橋状に盛り上げて貼り付ける。橋状部分の上には渦

を巻くように沈線を 2本入れ、沈線の間には刻みを入

れる。 12は2本の降幣が端部て‘‘厚みを持って渦を巻く

ものて‘‘、隆帯上には刻みをいれる。厚みを持った隆帯

の側面には隆帯に合わせて沈線が渦を巻き、他は縦方

向に刻みを入れる。胎土には多贔の黒色の長石を混入

する。 13は沈線て‘三角に区画された内側に沿って爪形

文が施される。降帯上には刻みが施文される。 14は上

に刻みを入れた隆帯て‘区画し、縦方向の沈線を隆幣の

下方に施し隆帯の上方には沈線て区画をし内側を爪形

文を施文する。爪形文には C字状の爪形文を縁取る。

15は波状になる日縁部の一部て‘ヽ、沈線と内側に爪形文

がみられる。 16~20は頸部から胴部の破片て‘ある。 16

は横方向の薄い隆帯上には綾杉状に刻みを施す。降帯

によって区画された内側には沈線を施文ずる。 17は縦

方向の沈線を施文し、沈線間の一部に綾杉状に爪形文

を施文する。 11、16、17は同一個体て‘‘はないが、白色

の小石が多羅に入る胎土や色調が同じて‘‘ある。 18は隆

帯によって区画し、間を沈線や爪形文を施文して埋め

るものてある。 19は輻広の隆帯上に刻みを入れる。胴

部の地文は斜め横方向の単節 RLの縄文てある。 20は

縦方向の隆幣に沿って両側に半裁竹管による沈線を施

文する。沈線の外側には横位置の爪形文を施文し、さ

らに波状の沈線を沿わして施文している。器面は縦方

向にみがきに近く丁寧に調整されている。

21~45は加曽利 E系のキャリパー形の深鉢形土器

て‘‘ある。 21~33は日縁部の破片て‘ある。 21、22は隆幣

て区圃された口縁部を 2本隆帯を貼り付けるものて‘‘、

隆帯の端部は渦を巻くものと思われる。地文は縦方向

の Lの撚糸文を施文する。 21、22ともに按合はしない

が胎土、色調ともに同じて同一個体の可能性がある。

23は波状または橋状把手をもつと推定される口縁部の

破片てある。日縁部は隆帯によって区画され、間を縦

方向の沈線を施文する。 24は口縁部に沈線て渦巻き文

を施文する。胎＿tに小石や 5mm大の絹雲母片岩片を

混入する。 25~27は隆帯て‘区画された口縁部文様帯の

- 23 -
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第14図 第 6号住居跡・出土遺物（3)
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第15図 第 6号住居跡。出土遺物(4)
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渦巻く部分が残っているものて‘‘、いずれも 1本隆僻て‘‘

施文されて降幣には沈線を沿わせている。 27の隆帯は

低く偏平になる。地文は25は横方向の単節 RLの縄

文、 26は横方向の単節 LRの縄文てある。 28は日縁部

を1本降喘て‘‘楕円形に区画するものて‘ヽ 、降帯貼り付け

後］―寧になて‘‘つけてから隆帯に沿って沈線を施文して

いる。地文は横方向の単節 RLの縄文て‘‘ある。 29は2

本の隆帯が連弧状に口縁部を巡るものて、口唇直下の

横方向の隆帯の下に貼り付けられた小突起状に突出す

る渦巻き文と弧の項部がつながるものて‘ある。胴部に

は沈線による懸垂文が施文されている。渦巻きの突起

のドから 3本の沈線が直線的に垂ドし、間に 1本の蛇

行沈線が垂―ドする。地文は縦方向に条線が器面全体に

施文される。 30は1本は剥落しているが2本の隆幣が

連弧状に日縁部を巡り、頸部に区画ずる隆帯が1本巡

る。地文は縦方向に RLの縄文が日縁から頸部にかけ

て施文される。 31は日縁部は沈線によって渦巻き文が

連続して施文されていたと推定される。頸部は降帯に

よって区画される。区画した隆帯より胴部にかけて、

半裁竹管による沈線の懸乖文が直線的に垂下する。沈

線は半裁竹管によって 3回重複して引かれる。地文は

縦方向の単節 RLの縄文が施文され、頸部無文帯に相

当した部分の地文は磨り消されている。 32、33は口縁

部文様帯の破片て‘‘32は2本隆帯を貼り付けて施文し

ている。地文は Lの撚糸文を横方向らに施文する。 33

は隆帯と沈線によって施文するものてある。 34~38は

頸部から胴部にかけての破片て‘‘いずれも沈線によって

頸部と胴部が区圃される。 34は横方向に 3本の沈線を

2段巡らせ間を 3本の縦方向の沈線によって結ぶ。地

文は Lの撚糸文を施文する。 35の地文は縦方向の単節

LRの縄文が施文される。 36は蛇行する沈線の懸垂文

が胴部に残る。地文は 0段多条の RLの縄文が斜め方

向に施文される。 37は頸部て‘3本沈線によって区画

し、胴部は区画した沈線に一部重ねて沈線の懸垂文を

施す。懸垂文は逆 U字状に垂下する沈線と蛇行する沈

線を施す。地文は縦方向の単節 RLの縄文て‘ヽ 、沈線間

は磨り消さない。 38は半裁竹管を用いる 2本 1組の細

27 

い沈線が、極浅く施文される。胴部の懸乖文は蛇行す

るものと直線的に垂ドするものがある。地文は単節

RLの縄文が縦方向に施文されるが、一部なてによっ

て磨り消されている。 39~45は胴部の破片てある。

39~43は隆幣によって胴部に懸垂文が施文されるも

のて‘、いずれも 2本 1組の隆帯が直線的に垂下する。

隆帯に沿って沈線を施すのは39のみて‘他は隆帯の貼

り付け後両側をなて‘つけている。地文は39~4]はLの

撚糸文を縦方向に施文する。 42、43の地文は条線て‘‘、

いずれも極浅く施文されている。 42は密に細かく施文

し43は粗く施文している。 44、45は胴部の懸垂文が沈

線によって施文されるものて‘、 44は蛇行するしっかり

と施文された沈線が垂―ドしている。 45は底部に近い胴

部の破片て‘‘1本の沈線が直線的に垂下している。地文

は44、45ともに縦方向の単節 RLの縄文てある。

46~59は連弧文系の土器てある。 46~55は口縁部の

破片てある。 46~48、50は日唇直下に 2本の沈線を巡

らせ、その間を上下交互の刺突によって波状に作りだ

しているが、 47、48は細い隆帯を貼り付けてから刺突

を行なっている。 50はさらに 3本目の沈線を巡らせて

いる。 46、48は口縁部を 3本沈線て連弧状に施文す

る。 47は連続して波状にゆるやかに施文していく。 50

は弧の項部が残っている。地文は46は縦方向に条線を

施文する。 47、50は縦方向の Lの撚糸文を施文する。

48は縦方向に単節 LRの縄文を施文ずる。 49は半裁竹

管によって 2本 1組の沈線を施文する。地文は縦方向

の単節 RLの縄文てある。 51は口唇直下に沈線を巡ら

さないものて‘‘、 2本の沈線を連弧状に口縁部に施文す

る。地文は風化のため摩滅していて不明瞭だが、縦方

向の Rの撚糸文を施文している。 52は3本の沈線に

よって口縁部に連弧状に施文するものて、弧の底部に

ロ唇直下に巡らしている沈線から縦方向に 2本の沈線

を引きその間を左右交互の剌突によって、波状に作り

出す。地文は Lの撚糸文を縦方向に施文ずる。 53は日

唇直下に 3本の沈線を巡らす。地文は Lの撚糸文を施

文する。 54は口縁部に連弧状に施された沈線が4本あ

るものて、地文は縦方向の条線てある。 55は頸部の区
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画に隆帯を貼り付け上下に沈線を巡らして 2本Hの降

帯には上下交互に剌突を入れて波状に作り出す。地文

は縦方向の Lの撚糸文を施す。 56~59は頸部から胴部

の破片てある。 56、57は頸部の区固が残るものて‘‘、 56

は隆幣に沿って沈線を巡らせ上下交互に剌突して波状

に作り出している。 57は上下の刺突を 2段行なうもの

て、波状に 2段作り出される。胴部は連弧状に施文さ

れた沈線に沿って破損している。 56、57の地文は条線

て‘‘、 57は沈線状に施文される。 58、59は胴部の沈線に

よる沈線の連弧文の一部が残る。 59は連弧部分に縦方

向の沈線が垂下する。地文は58は条線、 59はLの撚糸

文を施文する。

60~97は曽利系の深鉢形土器て‘ある。 60~62は日唇

直下を横方向に区画し、その直下より胴部文様が施文

される。 60は口唇直下の隆帯の上下に沈線を巡らせ、

上下交互に剌突を行なって隆帯を波状に作り出す。端

部が渦巻く蕨手状の沈線を垂下して施文する。 61はロ

唇直下に 2本の沈線を巡らせ、その間を上下の交互刺

突て‘波状に作り出す。胴部は横方向の沈線と直線的に

垂下する沈線が枠状につながる間に蕨手状の沈線を垂

下させる。 61、62の地文は縦方向の単節 RLとLRの

縄文を交互に施文して矢羽状に作り出す。 63、64は直

線的に立つ日縁部文様幣からくびれを持たずに胴部か

ら底部にいたる土器て‘ある。 63は小形の土器て‘幅広の

隆帯を貼り付けその上に沈線によって文様を施文する。

地文は条線て‘‘ある。 64は口縁部を隆幣と沈線によって

施文し、胴部は 2本隆幣の懸垂文を直接的に垂下させ

る。地文は縦方向の単節 RLの縄文て‘‘ある。 65~69は

胴上部の破片て60~62と同様な胴部の文様を持つも

のて‘‘ある。 65、69は隆帯に沿って沈線が枠状に引か

れ、隆帯上に蕨手状に沈線を施文する。枠状に囲まれ

た沈線内には65は横方向に沈線を施文し、 69は縦方向

の単節 LRとRLの縄文を交互に施文し、矢羽状に作

り出している。 66は蕨手状の懸垂文を沈線て‘‘胴部に垂

下させる。地文は縦方向の単節 RLの縄文てある。 67

は無文の口縁部を持つと推定される。頸部は 2本沈線

間に隆帯を貼り付け、その上下に交互刺突を施して波

状に作り出す。胴部は横と縦の沈線を枠状に結び枠と

枠の間には渦巻き状の沈線の施文が残存する。枠内に

は両端が渦巻＜ s字状に沈線を施文し「S」のまわりを

さらに沈線て‘囲む。地文は Lの撚糸文が縦方向に施文

される。 68は縦方向の2本隆帯を胴部に貼り付ける。 2

本のうち 1本の上端には隆帯て‘渦巻きが付けられる。

隆帯に沿って沈線が引かれ、枠状に作り出している。

地文は縦方向の単節 RLの縄文を施文する。 70~97は

胴部の破片てある。 70、71は地文に綾杉状に沈線を施

文するものて‘‘、 70は沈線て‘‘直線的な懸垂文と蛇行する

懸垂文を施文する。 71は隆帯によって胴部に懸垂文を

施文する。 72~78は胴部を隆幣によって大形の渦巻文

や懸垂文を施文する土器の胴部破片てある。 72、73、

76は接合はしないが同一個体て‘ある。いずれも隆幣に

沿って沈線が施され文様を区画していく。区圃した内

側には形に合わせて地文として短沈線が施文される。

79、80も大形の渦巻文を隆帯によって胴部に施文した

ものと考えられる。地文は縦方向の単節 RLの縄文て‘

ある。 81~90はいずれも地文を縦方向の単節 RLと

LRの縄文を交互に施して羽状にしているものてある。

胴部には隆帯によって懸垂文が施される。直線的に垂

ドする懸垂文は 2本、蛇行する懸垂文は 1本の隆帯て‘‘

交互に施文する。 83~85、90はなて‘‘により隆閣の断面

形が三角形状になる。他はすべて隆帯の両側に沿って

沈線を施している。 86、88は同一個体と考えられる。

91~94は沈線によって胴部に大形の渦巻文や懸垂文

が施されるものてある。地文はいずれも縦方向の単節

RLの縄文て‘‘ある。 95~97は地文を縦方向の単節 RL

とLRの縄文を交互に施して矢羽状にするものて、沈

線による懸垂文が施される。直線的な懸垂文と蛇行懸

垂文を交互に施文すると考えられる。 95、96の沈線は

極浅く施されている。

98~105は浅鉢形土器て‘‘ある。 98は弧状に貼り付け

られた隆帯上に沈線を施す。 99は内外面ともによくみ

がきがかけられるものて‘ヽ、肩は綾をつけて「く」の字

状に張り出す。肩部には両端部が渦巻く沈線などの文

様が施文される。 100、101、105は日縁部は無文て‘‘口縁
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第17図 第 6号住居跡・出土遺物(6)
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第18図 第 6号住居跡・出土遺物(7)
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部と肩部の区両には二本の沈線を巡らせて間に隆幣を

貼り付け、上下交互に剌突して波状に作り出す。 102は

2段波状に作り出す。 100と101の肩部には沈線て区画

して文様が施されると考えられる。地文は斜め縦方向

にRLの縄文を施文する。 105の肩部は隆帯によって

施文され、間に縦方向の沈線を施文する。 102から 104

は屈曲した肩部から胴部にかけての破片て‘、いずれも

胴部は無文てある。 2本隆帯によって文様が施文され、

肩部の隆帯状には刻みを入れる。地文は横方向の単節

LRの縄文てある。 103は隆帯によって肩部を区画し、

隆帯の縁に円形の刺突を人れる。区画内には地文の単

節 RLの縄文を縦方向に施文し、渦巻きなどを沈線に

よって施文する。隆帯状には縦方向と横方向に単節

RL縄文を施文する。 106~108は地文のみが施文され

ている鉢形上器て｀ある。 106は単節 RLの縄文を斜め

縦方向に施文する。日縁部は横方向に磨り消される。

107の地文は条線て、、日唇部は横方向になてられる。 108

は斜め横方向に単節 LRの縄文を施文する。 109~111

は底部の破片て□110と111の底面には網代痕が残存し

ていた。 110の地文は単節 RLの縦方向の縄文て‘‘、 109

の地文は Rの撚糸文てある。

112は土製円盤て‘ある。土器の無文部の破片を使用

しており、周縁は良く摩耗している。縦2.7cm、横3.

1cm、厚さ 1.1cm、重さ 9.lgてある。

113~141は出土した石器てある。打製石斧が大半を

占める。 113は石鏃て裏面に大きく主要剥離面を残し、

側縁から調整を施して形を作っている。基部には縦方

向に擦痕が観察された。 114は石錘て‘‘、半分を欠損す

る。 115は全体を丁寧に磨いているため磨製石斧とし

たが刃は鋭く作り出していない。刃部先端は鼓打痕な

ど摩滅しているため、敲石として使用されていた可能

性もある。

116~132は打製石斧て‘‘ある。ほとんどの側縁部は刃

潰し状に摩滅している。 116と117は側縁が直線的なも

のて‘、いわゆる短冊形て‘ある。 116、117ともに表面に自

然面を残す。

118~122、124、127、129~131は刃部に最大幅があ

るいわゆる撥形てある。刃部は131以外は丸みをおび

る。 118~122、131は裏面に大きく一次剥離面を残し、

側面から第二次剖離と調整剥離を加えて形を作り出す。

131は刃部を欠損する。 124は両面に自然面を残すもの

て調整は刃部にはほとんど加えず、基部の形を作り出

すための剥離調整のみおこなっている。偏平な自然礫

を利用したものと思われる。 127は刃部を欠損する。側

縁は浅く挟りが入る。 129、130は基部を欠損する。 130

の刃部は直線的て‘ある。

123、125、126は刃部が左右どちらかに偏るものてあ

る。 123は刃部と基部に自然面を残すものて＼刃部は裏

面から剥離を施し表面からは加えない。 125は基部先

端を欠損する。側縁の中央部は浅く挟りが入る。 126の

左側縁は破損後も使用されている。基部先端を欠損す

る。 128は刃部を欠損後に剥離調整を行った痕跡があ

るが、再利用されたかは不明てある。

133、134は掻器て‘‘ある。表面に大きく自然面を残

す。 133の基部は両面より剖離調整を加えて形を整え

ている。刃部は第一次剥離面側からのみ剥離調整を行

なう。 134は剥片の索材をそのまま利用して、自然面側

の側縁から剥離調整を加えて形を整える。

135、136は磨石て‘ヽ 、表裏 2面が磨面として使用され

ているものて中央には敲打による浅い凹みがある。

135は偏平な礫を利用したものてある。 136の磨面は表

面が滑らかになっておりよく使用されたことがわかる。

居］縁は敲打痕がほば全周しており、敲石としても使用

している可能性がある。

137~139は石皿の破片てある。 137と138は炉跡内よ

り検出されたものて‘ヽ、炉石として転用されたものと思

われる。 137は被熱のため石質がもろくなっている。表

面に使用面が残る。 138は裏面側は被熱のため変色し

ており、器面も荒れている。表面には使用面がよく残

る。 139は表面は使用のため摩滅する。裏面には凹みが

複数残っている。 140、141は凹石てある。 140は凹みが

表面に複数残るものてある。 141は表裏面に 2個所ず

つ凹みが残るものて、側縁部には敲打痕が認められる。

遺物の主体となる時期は中期後葉てある。

--32 -
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第20図 第 8号住居跡遺跡分布図・出土遺物(I)
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第 8号住居跡（第19図～第24図）

F-24グリッドに位置する。攪乱と平安時代の第 7号

住居跡によって住居跡の半分がこわされている。住居

跡の北半分は削平されており覆土は確認てきなかった。

覆上は南側の一部分て確認てきたのみてある。南側の

一部は第 6号住居跡と重複すると考えられるが確認て‘‘

きなかった。検出された柱穴の位置から住屈跡乎血形

は隅丸方形と推定される。長径は推定 6m深さは確認

てきた部分て‘0.2mてあった。t軸は N-22°-Wてあ

る。炉跡は中央やや北よりて検出された。炉の形状は

石岡埋甕炉てある。固溝は検出されなかった。柱穴は

12本検出した。住届跡の形に沿って柱がめぐる多柱穴

の住居跡てあると考えられる。時期は中期後葉てある。

遺物は覆上の残っていた南乎部より多凪に検出され

た。 1、2はキャリパー形の深鉢形土器の日縁部の破片

て、口縁部は隆僻によって渦巻文と楕円区画文が連結

して巡るものと推定てきる。 1、2ともに隆帯の両側は

幅広の沈線が深く施文されている。胴部に 1は3本沈

線、 2は2本沈線の直線的な懸乖文が垂下する。沈線

間は麿り消される。地文は 1、2とも胴部は縦方向の単

節 LRの縄文を施文する。 2の口縁部は横方向の単節

RLの縄文が施文される。 3は口縁部には連弧状に 2

本隆帯を貼り付け、弧の項部に渦巻状の隆帯を貼り付

けて小突起状につくりだす。日縁部の降帯の内側は沈

線によって区両し、中に縦方向の沈線を施す。胴部は

弧の項部と底部から 2本沈線の懸垂文が施文される。

地文は懸垂文の間に短沈線を綾杉状に施文する。 4は

胴下半を欠損する炉跡に埋設されていた土器てある。

連弧文系の土器て丁l唇直下は 2本の沈線を巡らせる。

口縁部には 3本沈線て連弧状に弧が 7単位巡っている。

弧の 3本日の沈線は『廿］をつながず胴部の懸乖文と連結

している。胴部懸唾文は弧の底部の位置に 3本の沈線

が施文される。弧の項部の位置からは蛇行懸垂文が 1

木沈線て施文される。胴部の懸垂文は浅くなてるよう

に施文されており、明瞭てはない。地文は細かい縦方

向の条線てある。 5は約半分が残る深鉢形上器てある。

口縁部は 4単位のゆるやかな波状になると推定される。

波状1-1縁に合わせるように口縁部には降帯が弧状に貼

り付けられる。日縁の波頂部には降帯と連結して輪の

形に隆幣を貼り付ける。降帯の内側は沈線によってや

や弧状の怜円形に区旧され、区画内は横方向に沈線を

施したあとて‘‘縦方向に短沈線を施文する。胴部には波

項部の位置からは沈線の蛇行懸垂文が垂下し、波底部

の位置は隆帯直ドから 3本の沈線を直線的に垂下させ

る。胴部懸乖文の施文後に胴部のくびれ部分には区回

するように 2本の沈線を横方向に巡らす。 3本沈線の

懸垂文と交差する部分て‘‘は端部を巻く沈線を施文する

が欠損のため、形状は明確て‘‘はない。地文は細い条線

て縦方向と斜め方向に不規則に重なりあって施文され

る。 6は小形の深鉢形七器て‘‘約半分が残る。悩趾には

地文のみが縦方向に条線が施文される。日唇部は横方

向になてて、胴下半から底部にかけては―「寧にみがい

て脳面を調整している。底面もみがきによって平らに

作り出している。 7は上鈴の破片てある。当初はミニ

チュア土器の可能性も考えたが端部の文様の途切れが

全周することから、上部が判落したものと考えられ、

本来は上面部分を板状の帖上て閉じた土鈴てあると考

えられる。内部は空洞て‘土王ゃ小石が人っていたと思

われる。器面の文様は沈線て施文される。下l介iは渦巻

状に施文する。側面は渦巻や S字状の文様を連続して

全周に施文されている。

8、9は日縁部を欠捐する大形の深鉢形土料て‘‘、胎

土に多量の小石を混人しているのが器面て‘‘観察てきる。

8は胴部に隆幣による懸垂文が 4単位施文される。 3

単位は 1本隆帯て‘‘、残り 1単位は 3本隆盟が垂ドして

いる。また 2個所に 1本の沈線による懸垂文が施文さ

れている部分がある。隆帯は貼り付け後簡単に両側を

なて‘つけるのみて‘‘、部分的に降帯の判落が見られる。

地文は懸垂文の施文後に由だれ状の短沈線が綾杉状に

施文される。施文は雑て‘‘均一—てはない。底部には網代

痕がみらねる。 9は胴部に 8単位の 1本降帯の懸垂文

が施文される。隆帯に沿って細い沈線が施文されるが、

隆帯の貼り付け位置の印につけられだ可能性も考えら

れる。隆帯は貼り付け後に両側を相くなてるのみて、
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部分的に剖落する。地文は隆帯貼り付け後に 8つに区

画された個所に条線が施文される。条線は右下がりの

斜方向て‘‘6区画内を施文し、 1区画は左下がりの斜方

向、残り 1区画は両方向の条線を綾杉状に施文してい

る。 10は深鉢形上器の胴下半から底部てある。胴部は

条線による地文の施文後に直線的に垂下する隆帯の懸

垂文を施文する。懸垂文は 2本隆帯と 1本隆帯とを交

互に施文するが 1個所1本隆帯となる個所に、 2本隆

帯を貼り付けている。単位は10単位てある。隆帯は両

側からよくなて‘‘つける。底部には網代康が観察された。

11~14は浅鉢形土器て‘ある。 11は日縁下を屈曲させて

肩部を作り出し、肩部から胴部も大きく屈曲し屈曲部

には降幣を三角形状に盛り上げて貼り付ける。肩部の

文様は隆帯によって渦巻文と惰円区画文を施文する。

隆帯には沈線が沿って施文されており、端部が渦巻く。

楕円区画内は縦方向の沈線によって埋められる。肩部

以外は無文て‘ある。 12~14は鉢に近い形状て‘、いずれも

無文てある。 12は垂直に立つ口縁部から大きく屈曲す

る。内面は丁寧にみがいている。外面は粗いけずり状

の整形痕が残る。 13は小形のものて‘ヽ、外面は斜め方向

に整形した痕跡が残る。内面は横方向にみがきを行な

う。 14は丁寧にみがきを行い器面が光沢を持つ。内外

面ともにn縁部から胴上部は横方向にみがきを行い、

胴下半は斜方向にみがきを行なう。

15~47は加曽利 E系のキャリパー形の深鉢形土器

てある。 15~20、23、28~30、47は他とくらべて古い

様相を持つ。 15~27、47は日縁部から頸部にかけての

破片て‘‘、 15は波状口縁に把手が付くものてある。 16は

2本隆帯て＇、日縁部を施文し、頸部無文帯を持つ。地文

は縦方向の Rの撚糸文てある。 17は隆帯によって渦巻

と楕円区画が施文されるものて、、頸部無文幣を持つ。

楕円区画内は施文されない。 18、19は2本隆帯て‘‘口縁

部を施文するものて、地文は18は横方向の単節 LRの

縄文、 19は横方向の単節 RLの縄文て‘‘ある。 20は口唇

下に隆帯が1本巡るものて‘ヽ、地文は横方向の単節 RL

の縄文が施される。 23は日縁部と頸部無文部の破片て‘‘

隆帯による渦巻が残る。 47は楕円区画内を縦方向の沈

線て埋める。 21、22、24、26は隆帯と沈線によって日

縁部に渦巻や楕円区画を施文するものて‘ヽ、日唇下を巡

る沈線などは施文されない。 21は地文は斜め横方向の

単節 LRの縄文を施文する。 22の地文は横方向の単節

LRの縄文を施文する。 24は日縁部は隆帯と沈線て‘三

角形に近い小区画に分け、区画内は縦方向に結節沈線

を施文する。胴部の懸垂文は逆 U字状に施文し、間は

丁寧に磨り消す。地文は日縁部直下は横方向、胴部は

縦方向に単節 RLの縄文を施文する。 25、27は隆帯に

沿って幅広の沈線を施文し日縁部の渦巻文が残る。 25

は胴部は沈線による懸垂文を施し、間隔を開けて施文

された沈線文間は丁寧に磨り消される。地文は25は単

節 RLの縄文、 27は単節 LRの縄文を縦方向に施文す

る。

28~46は頸部から胴部の破片てある。 28は頸部無文

部と胴部を 2本の細い隆帯て‘区画し、胴部には隆帯て‘‘

蛇行懸垂文を施文する。地文は斜め方向の単節 LRの

縄文て‘ある。 29の地文は Lの撚糸文て‘‘、 2本隆帯て慣頁

部を区画する。 30は頸部無文帯に斜め縦方向の単節

RLの縄文を施文する。 31~33は同一個体て‘ヽ 、半裁竹管

による 2本1組の沈線て‘胴部に大形の渦巻文や懸垂文

を施文するものてある。地文は斜めから縦方向に単節

RLの縄文を施文する。 34、35は同一個体て‘‘厚手て大形

の土器て‘ある。文様は 4本沈線てほどこされ胴部の上

半は二段の横方向の沈線が巡り二段間は縦の懸垂文て‘

結ばれるが、胴部の下半の懸垂文にはつながらないよ

うてある。沈線の縦と横の連結部分には34のように渦

巻を持つ懸垂文が施文されると思われる。地文は縦方

向の単節 RLの縄文を施文する。 35は胴部の破片て‘沈

線による懸垂文が残る。地文は縦方向の単節 RLの縄

文を施文する。 37、41は隆幣の懸垂文が胴部に施文さ

れる。 37は隆帯て‘区画された内側に蛇行沈線の懸垂文

が施文されるものて‘ヽ、地文は縦方向の単節 LRの縄文

を施文する。 41の地文は Rの撚糸文てある。 38~40、

42~43、45、46は胴部に沈線て‘懸垂文を施文するもの

て‘‘、 38~40、42は沈線間を磨り消す。地文は38は縦方

向の単節 RLの縄文を施文し、 39は0段多条の LRの
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第23図 第 8号住居跡出土遺物(4)
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第24図 第 8号住居跡出土遺物(5)
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縄文、 40は0段多条の RLの縄文を縦方向に施文す

る。 42は複節 LRLの縄文を縦方向に施文する。 43、

45、46は単節 RLの縄文を縦方向に施文する。 44は単

節の RLとLRの縄文を交互に施文して矢羽状にす

るものて、曽利系てある。

48~69は地文に条線または短沈線をほどこすもの

て、曽利系の土器が含まれる。 48は日縁が直線的に立

ち上がると思われるものて‘‘、 日縁部は隆帯て施文し間

を円形の剌突て‘埋める。地文は斜め方向の条線てある。

49、54は胴部に隆帯て‘懸垂文を施文するものて、 49の

地文は輻広な沈線状に浅く施文し、 54は沈線状にしつ

かりと施文する。 51~53は同一個体て‘‘ 日縁から直線

的に底部に至る器形て‘波1犬日縁に沿って隆帯を施文し、

胴部は日縁の波項部から2本隆帯の懸垂文を施文する。

地文は細かい条線て‘ある。 50、55、56は胴部に沈線て‘‘

懸垂文を施文するものて‘‘地文は細かい条線て‘‘ある。

57~60は地文が短沈線を綾杉状に施文するものて‘、 57

は沈線の懸垂文を施文し、 59、60は隆帯の懸垂文を施

文する。 61~65は地文が条線の胴部の破片てある。

66~69は胴部に隆帯て｀大形の渦巻文と懸垂文を施文

するものて□66~68は隆帯の施文後に短沈線を埋めて

いくものて‘、 69は地文に条線をひいた後隆帯て施文す

るものてある。

70~79は連弧文系の土器て‘ある。 70は地文はなく無

文の土器てあるが、胴に残る沈線が弧状のため連弧文

系とした。頸部の区画は深く引いた2本の沈線間に上下

交互に刺突を加えて波状に作り出す。 71、73は地文は

条線て日唇下には交互剌突によって波状に作り出され

た文様が巡る。 72は2本沈線間を磨り消し文様が深い

波状に施文される。地文は日唇直下は一段横方向に胴

部は縦方向の単節 RLが施文される。 74は地文は Lの

撚糸文て‘ある。 75は沈線間を磨り消すものて地文は縦

方向の RLの縄文て‘‘ある。 79は連弧文の大きく開いた

2本沈線間を磨り消す。地文は条線てある。

82は鉢形土器て‘地文は流水状の条線を施す。 80は逆

U字状に区画された内側に縦方向の単節 RLの縄文

を施文する。 81は波状口縁て‘‘沈線の上に刺突を加えて

いる。地文は条線て‘ある。

83は土製円盤て‘ある。胴部の破片を使用している

が、器面は摩滅しており文様は不明てある。周縁は良

- 40 _ 
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第26図 第 9号住居跡出土遺物(I)
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＜磨られている。平面形はほぼ円形て‘‘長径は2.9cm、

厚さは2.8cm、重さは8.8gてある。

84~90は石器て‘ある。 84は磨製石斧て‘刃部を丁寧に

作り出しており、全体によく研麿されている。基部は

欠損する。 85~89は打製石斧て‘‘完形品はない。 85は刃

部が右に偏る。 86はいわゆる短冊形の打製石斧てあ

る。 89以外は表面に自然I面を残す。 90は磨石て‘‘2面に

磨面が認められた。遺物の主体となる時期は中期後葉

てある。

第 9号住居跡（第25図～第28図）

F-25、26グリッドに位置する。平安時代の住居跡て‘

ある第10号住居跡が北半部に大きく重複する。第 6号

1虞跡と 第17号住居跡が西側に接しており、北側は第

20号1主居跡と接している。 1主届跡の平面形はほぼ円形

て、長径5.8m、短径5.8m、深さ0.2mて‘‘あった。周溝

は峡に沿って 1条が巡り、壁際の周溝がこわす形て‘‘―

部分て‘‘2条検出された。柱穴は17本検出された。主柱

穴は Pl、P4、P5、P11、P13てあると推定される。炉

跡は中央よりやや北よりて‘検出された。後憔の遺構に

よってそのはとんどがこわされている。炉跡の形態は

石圃炉と炉石が縦長の長方形にならんて検出された。

掘りかたもほぼ同じ形て‘検出され、規模は推定て長径

1.2m、短径0.8m、深さ O.lmて‘‘ある。主軸は炉跡など

から N-29°-Wを指す。時期は中期後葉てある。

遺物は完形品や復元てきるものはなかった。 1 ~ 6 

は勝坂系の深鉢形土器て‘‘ある。 1は口縁部に付く円形

の把手部分て‘隆帯上には刻みが細かく施文される。隆

帯の内側は爪形文が細かく隆帯に沿って施文される。

裏側は隆帯が円形に貼り付けられる。 2は降帯て‘‘楕円

に区画され隆帯土には刻みが付けられ、楕円区画内に

は沈線を巡らせ、爪形文を連続して横方向に施文ずる。

3は半裁竹管によって区圃された内側に連続して爪形

文を施文する。 4は頸部の破片て横方向に貼り付けら

れた 1本の隆帯の下に波状に 2本の隆帯を貼り付ける。

横方向の降帯上には幅広な刻みが付けられ、波状の隆

幣上には剌突が加えられる。 5、6はボタン状の小突

起から隆帯が垂下ずる。 5は2本の隆帯が垂下し、突

起上には剌突が加えられ、垂下する降帯上には地文と

同じ斜め方向の単節 RLの縄文が施文される。 6は沈

線文を施す。

7~45は加曽利 E系のキャリパー形の深鉢形土器

てある。 7~23は日縁部から頸部にかけての破片て‘あ

る。 7は橋状把手の付く波状口縁の一部て‘ある。 8~14

は2本隆帯て打縁部に文様を施文するものて‘‘、弧を描

き端部を渦巻くものて‘‘ある。 10は連弧状に隆帯が施文

されるものて、下の隆幣の弧の項部に小突起状に枯土

を貼り付けて渦巻文を施文する。 9~12の地文は Lの

撚糸文を口縁部に横方向に施文する。 10は胴部ては縦

方向に施文する。 13は頸部無文部を持つものて‘ヽ、口縁

部に横方向の単節 RLの縄文を地文として施文する。

14の地文は横方向の単節 LRの縄文てある。 15は1本

隆幣て‘‘楕円形に区画するものて、地文は横方向の単節

RLの縄文を施文する。 16、17は日唇直下を隆帯て‘‘区両

する。 16の地文は斜め方向の単節 RLの縄文て‘‘、 17は

縦方向の単節 LRの縄文てある。 18は口唇下を沈線て‘

区画する。地文は横方向の単節 RLの縄文てある。 19

は波状日縁部て‘、日唇直下の横方向の区圃はされていな

い。沈線の区画内に斜め方向に単節 RLの縄文が施文

される。 18、19は他と比べ時期が新しいものて‘‘ある。

20、21は頸部無文帯を持つものて‘‘、地文は横方向の単

節 RLの縄文を施文する。 22は大形の深鉢形土器のロ

縁部の破片てある。 23は頸部無文幣部分に地文の Lの

撚糸文が磨り残されているものて‘‘口縁部と区画する陥

帯の剥落の痕跡が残る。頸部と胴部は3本沈線によって

区圃する。 24~30は頸部から胴部の破片て‘‘24、26、27

は隆帯て‘頸部と胴部を区画する。地文は斜め方向に

RLの縄文を施文する。 25、28~30は沈線て‘区画する。

25は胴部に 2本の沈線の懸垂文が垂下するものて‘‘、 う

ち1本は端部を折り曲げる。 28は頸部無文帯を持つ。

30は胴部に 1本の沈線による蛇行懸垂文が施文される。

地文は25、28、29は縦方向に単節 RLの縄文を施文ず

る。 30はRの撚糸文を縦方向に施文する。 31~45は胴

部の破片てある。いずれも胴部に沈線て‘懸垂文を施文

--43 -
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第28図 第 9号住居跡出土遺物（3)
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するものて‘‘、隆帯を使用しているものはない。 31~33

は地文が Rの撚糸文て‘胎土や色調から同一個体て‘あ

る可能性が高い。文様は 1本の蛇行懸垂文と 3本の直線

的な懸垂文を施文する。沈線文間は狭く磨り消さない。

34~37は地文が縦方向に単節 RLの縄文が施文され

る。 34~36の沈線文間は磨り消さない。 35は半裁竹管

によって施文される。 38~45は間隔を持って施文され

る2本または 3本沈線の間を磨り消すものて‘38~41

には 1本沈線の蛇行懸垂文の施文がある。地文は38、

42、45は縦方向に単節 LRの縄文が、 40、41、43、44

は縦方向に単節 RLの縄文が施文されるものて‘、39は

無節の Lの縄文が施文される。

46、47は連弧文系の深鉢形土器て‘‘口縁部の破片てあ

る。 46は口唇下に3本の沈線を巡らせ、上2本の沈線間

には上下交互に剌突を加え、沈線文間を波状に作り出

す。連弧状に施文される沈線の弧の項部下には渦巻き

文が施文される。地文は沈線状の太い条線て‘‘ある。 47

は2本の沈線て‘‘口縁部に連弧状に施文するものて‘、地

文は条線て‘ある。

48~54は曽利系の深鉢形土器て‘ある。 48~50は大き

く広がる無文の日縁部を持つものて‘‘、 48は頸部に隆帯

を波状に貼り付ける。 49は頸部の隆帯上に斜め方向に

刺突を加え波状に作り出す。 50は頸部に3本の隆帯を

貼り付け、下の2本の降帯間を上下交互の刺突によって

波状に作り出している。 50の地文は縦方向の条線て‘‘あ

る。 51~54は胴部に降帯によって大形の渦巻文や懸垂

文を貼り付けた後、短沈線を施文して器面を埋めてい

くものてある。 53は隆帯の連結部分に円形の窪みをつ

ける。 37の隆帯上は平らになて‘‘つけられている。

55~63は深鉢形土器の胴部の地文のみが施文され

る破片てある。 55はRの撚糸文が縦方向に施文され

る。 56、57はLの撚糸文が縦方向に施文される。 58は

0段多条の LRの縄文が縦方向に施文される。 59~61

は単節 RLの縄文を縦方向に施文する。 61は底部に近

い破片て‘‘ある。 62、63の地文は条線て‘‘ある。

64、65は浅鉢形土器の破片て‘ある。 64は胴部の屈曲

する部分て日縁部はそのまま直観的に立つものと思わ

--46 

れる。日縁部には細かい撚りの Lの撚糸文が縦方向に

施文される。胴部は無文てある。 65は肩部に文様を施

す浅鉢形土器の破片てある。肩部には隆帯て‘渦巻文と

楕円文を施文するものて‘ヽ、地文は横方向の単節 LRの

縄文てある。

66は深鉢形土器の底部の破片て‘‘ある。胴部には縦方

向の Lの撚糸文を施文する。底部付近は横方伯］のなて‘‘

によって地文を摩り消ず。

67は土製円盤てある。胴部の破片を利用しており器

面には地文の斜方向に施文する単節 RLの縄文が残

る。周縁は打ち欠いて平面をド1形に整えたあと良く磨

られている。長径2.9cm、厚さ 1.0cm、重さ8.8gて‘‘あ

る。

68~72は打製石斧て‘‘平面形は刃部に最大幅を持つ

いわゆる撥形て‘ある。 71以外は表面に自然面を大きく

残す。 68、72は刃部を欠損し、 70は基部を欠損する。

70は側縁に挟りが入るものて‘ある。側縁部はいずれも

刃潰し状に磨滅している。

73は掻器て‘‘表面に自然面を残す縦長の剥片を横方

向に使用している。索材の形を生かし調整は刃部に表

面側より加えているのみてある。

74、75は器面全体が磨かれている棒状の石器てあ

る。 74は両先端に敲打の痕跡があるものて‘ヽ、敲石とし

て利用されていたと考えられる。 75は磨石または砥石

として利用された可能性がある。

76は磨石て‘ヽ 、表裏面の 2面に磨面がある。

77は石皿てある。破損後炉石として転用されたもの

て、器面の一部は被熟により赤く変色している。表面

は使用のため擦り減っている。表面の一部と裏面には

複数の凹部があり、凹石としても使用されていたと考

えられる。

78、79は凹石て‘ある。 78は破損後炉石として転用さ

れたものてある。器面の一部は被熱のため赤く変色す

る。両面とも凹部が複数あるが、表面には磨面があり

石皿としても使用されたと考えられる。 79の裏面は大

きく剥落している。表面には凹穴が複数残されている。

遺物の主体となる時期は中期後葉てある。



第29図 第13号住居跡・出土遺物
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第13号住居跡（第29図）

E-24、25グリッドに位置する。床面まて‘削平されて

おり、炉跡と柱穴の一部が検出てきたのみてある。住

居跡の半分は調査区外て‘ヽ、住居跡内には縄文時代中期

の第71号土墟が重複ずる。南側には第 5号住居跡が、

北側には第 6号住居跡が接している。柱穴ぱ炉跡を中

心に 6本が検出された。住居跡の形は柱穴の位置から

円形てあると椎定され、径は 6m程度と推定される。

炉跡は住居跡の中央付近より検出された。中央に土器

を埋設する埋甕炉てある。掘りかたは円形て‘‘長径0.6

m、短径0.55m、深さは確認面より O.lmてある。土器

は頸部から胴部の一部が正位置に埋設されているが、

炉跡の上部は削平されていることから、使用時は日縁

部まて存在した可能性がある。
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遺物は覆土が削平されているため 1の炉跡の埋設土

器のみて‘ヽ、他は検出されなかった。

1は頸部から胴部の上半部を残存するものて、連弧

文系の深鉢形土器てある。頸部がくびれて口縁部が開

いていく形と考えられる。頸部は 3本の沈線を巡らせ、

その間に刺突を上中下と 3段交互に施文して、 2条の

波状の降帯のように作り出す。残存する胴上部には 3

本の沈線によって 6単位の弧が連弧状に施文される。

弧は左から右方向に施文されており、弧の底部には頸

部より 2本沈線の懸垂文が連結して施文される。 2本

の沈線間には左右交互に刺突が縦方向に施文され、波

状に作り出している。地文は Rの撚糸文が縦方向に施

文される。口縁部にも 3本沈線が連弧状に施文されて

いたと考えられる。時期は中期後葉て‘‘ある。



第14号住居跡（第30図～第33図）

F-26グリッドに位置する。住居跡の西半分は調査区

外のため検出て‘‘きなかった。第20号1打因跡、第74号土

横、第75号土漿と重複している。重複関係は上層断面

からは第14号住居跡が第20号住居跡より新しいが覆

土が同じ暗荼褐色土だったため明確な第14号住居跡

の壁は検出てきなかった。第74号土横は縄文時代のも

のて、土層断面からは第14砕住居跡が古い。第75号土

横は平安時代以降のものて、底が住居跡の確認面にあ

たる浅いものてある。重複や攪乱が激しいため住居跡

の平面形は明確て｀はないが、柱穴の配置などからほぱ

円形てあったと考えられる。規模は調査区境界の土層

断面より、径は5.5m程度て深さは0.4mてある。柱穴

は5本検出された。主柱穴は配置からは Pl、P3、

P4、P5が相当すると推定される。炉跡は検出されな

かった。時期は中期後葉て‘ある。

遺物は少ない範囲内だが土器と石器が多最に出土し

た。第20号住居跡、第74号土堀とはお互いに遺物が混

入している可能性が高い。 1は深鉢形土器の口縁部の

破片てある。口唇部から 2本の隆帯を連弧状に口縁部

に施文するものて、日唇と接する弧の項部ては隆帯の

端部を渦巻状に施文する。口縁部は日唇と隆帯の内側

に沿って沈線て区画し、中を斜め方向に沈線を施文し

て埋める。胴部は隆帯の弧の形に沿って沈線を施文し

弧の項部て‘‘胴部に懸垂させて枠状に区画していく。区

画と区画の間には隆帯の渦巻部とつながる 1本の沈線

が直線的に垂下する。地文は斜め方向に単節 RLの縄

文を施文する。 2は胴部を欠損する深鉢形土器て‘‘ある。

日唇直下に 2本の沈線が巡るが、粗雑な施文のため幅

が一定せず 2本がつながって 1本の沈線になる部分が

ある。頸部の区画も 2本の沈線を巡らせる。同様に粗

雑て‘沈線のつなぎは大きくずれ、沈線間は一定の幅を

もたずに施文されている。日縁部、胴部ともに文様は

なく、地文のみが施文される。地文は 2種類の 0段多

条の RLの縄文を横方向に施文する。部分的に縦方向

にも施文している。 3は無文の浅鉢形土器の日縁部分

てある。大きく開く口縁部から屈曲などをもたず底部

にいたる器形てある。器面が荒れていない円面にはみ、

がき状の丁寧な調整により、光沢が残る。

4 ~ 8は勝坂系の土器て‘‘ある。 4、 5は日縁部の破

片て‘4は隆帯にボタン状の偏平な粘土板をはりつける。

5は日縁部に隆帯を貼り付け、隆帯上には刻みを施す。

隆幣に沿って施文された沈線の外側は爪形文が施文さ

れ、半裁竹管による C字状の刺突が縁取る。 6、7は

円筒形になる深鉢形土器の破片て□6は隆帯の内側に

2重に引かれた沈線内に連続して爪形文を施文する。

8は上部に無文の日縁部を持つものてある。

9~40は加曽利 E系のキャリバー形の深鉢形土器

てある。 9~19は日縁部の破片てある。 9は波状口縁

を持つものて日縁の形にあわせて日縁部には 1本の隆

帯を波状に施文する。口縁の波長部分は上部に平坦面

を持たせる把手状に作り出される。把手の平坦面には

隆帯て禍巻文を貼り付け、日縁部の隆帯につながる。

口唇と隆帯間は沈線によって区画され内側を縦方向の

沈線を施文して埋める。胴部には隆帯の項部より 2本

の沈線による懸垂文が垂下する。間は磨り消す。地文

はRの撚糸文てある。 10~14、18は隆帯によって渦巻

文と楕円区画文を交互に施文するものと考えられる。

惰円区画内には10は縦方向の沈線、 11、18は横方向に

単節 RLの縄文、 12は縦方向の条線、 13は斜め方向に

単節 RLの縄文、 14は斜め方向に短沈線を施文する。

10は口唇直下に沈線が巡り口縁部文様帯と区画し、頸

部には無文帯が残るものて他より古い様相を示す。 11

は頸部に半円状の浅い剌突を巡らせる。刺突の上下は

無文となり、頸部無文帯内に施文された文様と考えら

れる。 18は波状口縁の一部て‘‘隆幣に沿って輻広な沈線

を施文するため、隆帯は微隆起状になる。 15~17は不

定形な横長の楕円区画が複数日縁に施文された口縁部

の破片と推定される。 15、16は同一個体て‘‘区画内は結

節沈線を縦方向に施文する。 17の区画内は下から上の

縦方向に爪形状に細かく施文する。 19は逆 U字状に縦

長に区画される部分の一部が残る日縁だが下部は破損

のため不明て‘ある。区画内は短沈線が綾杉状に入る。

20~22は頸部の区画が残る破片て‘‘ある。 20は隆帯て‘区
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第30図 第14• 20号住居跡・第 14号出土遺物(I)
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画し地文は縦方向の単節 RLの縄文て‘ある。 21は逆弧

状に施文された沈線が残る。地文は条線て‘ある。 22は

沈線て区画し胴部懸垂文の沈線間は磨り消される。地

文は複節 RLRの縄文を縦方向に施文する。 24~40は

胴部の破片てある。 24~31は隆盟によって懸垂文や渦

巻文が施文されるものてある。 24は地文は Rの撚糸

文、 25の地文は縦方向の単節 LRの縄文てある。 26は

2本隆帯て渦巻文を施文したと考えられ、地文は細かい

条線が施文される。 27~31は同一個体の大形の深鉢土

器てあるが、オ妾合はしなかった。間をやや開く 2本の

直線的な懸垂文と、 1本の蛇行する懸垂文が交互に施

文される。隆幣は両側を沈線によって削られ細くなり

綾が鋭くなっている。地文は細い条線が浅く斜めガ向

や縦方向に施文されている。 32~40は沈線て‘懸垂文を

施文するものて‘ある。 32は蛇行懸垂文の一部が残るも

のて地文は単節 RLの縄文が斜め方向に施文される。

33~36は沈線間を摩り消さないものて‘ヽ、地文は斜め方

向や縦方向に条線が施文される。 37~40は胴部懸垂文

の沈線間を暦り消すものてある。地文は37、38は縦方

向の単節 RLの縄文を施文する。 39は縦方向の単節

LRの縄文を施文する。 40は複節の RLRの縄文を縦

方向に施文する。

23、41~50は杵利系の深鉢形土器てある。 23は隆幣

によって胴部に渦巻文を施文するものて＇、、地文は斜め

方向に撚りのゆるい複節 RLRを施文する。 41は日唇

下に巡らせた 2本の沈線の間に円形竹管による剌突を

不規則に加えている。胴部には沈線て‘‘懸垂文を施文ず

る。地文は縦方向の単節 RLの縄文を施文する。 42は

日唇下に 3本の沈線を巡らせ、上2本の沈線間を上下

に剌突を交互に加えて波状に作り出す。日縁はやや波

状になる。 43、44は日縁に 1本の隆帯を連弧状に施文

するものて、弧の項部は口唇につながる。 43は日縁部

の隆帯によって区回された中をさらに沈線て‘区画しそ

の中を縦方向の短沈線て｀埋める。胴部は弧の項部から

1本沈線の懸垂文を垂下する。その両側の沈線は隆帯

に沿って枠状につながると考えられる。 44は日縁部の

降帯の内側を縦方向の短沈線て‘埋める。胴部は弧の項

部から 2本の沈線の懸垂文を施文し、他は斜方向の短

沈線をイ湯規則に施文して塊めている。 45~48は胴部に

降帯て‘懸乖文や渦巻文を施文するものて、間を短沈線

を施文して埋めている。 49、50はやや長めの短沈線を

斜め方向に施文するものて‘‘、 49は胴部に 2本沈線の懸

垂文を施文する。 50は降帯が剖落している。

51~53は連弧文系士器て‘ある。 51の日縁部は沈線に

よって連弧文が施文され、 52は頸部を隆儒て‘区画す

る。 53は頸部を沈線て‘区画し、胴部には波状に近い連

弧文が細かく 2本沈線て‘施文される。地文は51は斜め

方向と縦方向の L、52は縦方向に R、53は斜め方向と

縦方向に Rの撚糸文が施文される。

54~58は胴部に地文のみが残る深鉢形土器の破片

てある。 54は縦ガ向の Lの撚糸文、 55は縦方向の 0段

多条の RLの縄文、 56は縦方向に複節 RLRの縄文、

57は縦方向に単節 RLの縄文が施文される。 58は流水

文状の細かい条線が施文される。

59、60は小形のt器の波状日縁部の破片て‘‘ある。 59

は波状口縁に沿って4本の沈線を日唇直下に施文する。

地文は単節 RLの縄文を縦方向に施文する。 60は薄手

の土器て‘‘内側も丁寧に横方向になてて調整される。日

唇下には 3本の沈線が巡らせ、上2本の沈線状には剌

突が加えられる。胴部には沈線の蛇行懸垂文の一部が

残る。地文は細かい条線てある。

61、62は浅鉢形t器てある。 61は無文て｀赤彩の痕跡

がわずかに見えるが、器面が荒れているため明確て‘‘は

ない。 62は肩部を持つものて‘‘、大きく屈曲する肩部に

は楕円区画内を埋める縦方向の沈線が残る。

63は底部の破片て沈線による懸垂文が施文され地

文は Lの撚糸文が縦方向に施文される。

64~79は出土した石器てある。 64~72は打製石斧て‘‘

ある。 64は基部輻と刃部幅が変わらない短冊形て‘、

65~72は刃部に最大幅がある撥形て‘ある。すべて表面

に自然面を残し、 71は偏平な自然喫の側縁から調整を

加えるのみて両lfIiに大きく自然ri'iiを残す。完形品は65

と71のみて他は一部を欠損ずる。平jJは64のみて他の

残存している})部は丸｝］て‘‘ある。 70、71は側縁にゆる
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第33図 第14号住居跡出土遺物(4)
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第34図 第20号住居跡出土遺物
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やかに挟りを入れる。

73、74は掻器てある。いずれも索材の剥片に刃部の

み簡単な調整を加える。 73は横長の剥片、 74は縦長の

剥片を使用している。

75~77は磨石てある。 75は偏平な円礫を使用してお

り磨面は表裏の 2面て表面の中央付近と側縁の一部に

敲打痕が残る。 76は磨面は表裏の 2面て‘ヽ 、両面の中央

付近と側縁の一部に敲打痕が残る。 77は表裏の 2面に

磨面がある。表面には大きく凹みが残る。裏面には敲

打の痰が残る。

78、79は凹石て‘‘、 79は破損品の一部て‘ある。

出上上器は加骨利 E系が主体を占め、時期は中期後

葉てある。

第20号住居跡（第30図、第34図）

F-26グリッドに位置する。住居跡の北半分は平安時

代の第10号住居跡によってこわされている。また南側

は第14号住居跡と重複している。重複関係は土層断面

から第14号住居跡が新しい。攪乱も受けるため、平面

形は推定だが円形と考えられる。径は不明て深さは覆

土が0.2mて｀あった。柱穴は 4本検出されたが主柱穴

は不明てある。炉跡は検出されなかった。時堪月は中期

中葉から後葉て‘ある。

遺物は狭い範囲のため少なく、完形品や復元てきる

ものはなかった。 1 ~ 9は勝坂系の土器て‘‘いずれも日

縁部の破片てある。 1は2本の隆帯て｀大きく施文される

ものて渦巻状の施文が残る。頸部は隆帯て｀区両され一

部突起状に円形の隆帯を貼り付ける。隆帯上には刻み、

目が施される。地文は縦方向に相．く細い沈線が施文さ

れる。 2は眼鏡状の橋状把手て把手は 3本の粘土紐て‘‘

作り出す。 3は端部が渦巻く隆帯を日縁部に突出して

立体的に貼り付けているものて‘ヽ、日唇部に平坦な面を

三角形状に作り出し降帯を渦巻状に施文する。隆帯上

には刻みを加え、半裁竹管によって縁取る。隆帯の側

面には半裁竹管を縦方向に施文する。 4は日縁部に隆

帯が斜めに円筒状に突出して貼り付けられたものて‘‘、

隆帯の綾は渦巻状に作り出しており刻みを加える。 5

は隆幣によって区両された内側を沈線によって区画し

その間を爪形文を連続して施文する。隆幣上には刻み

を施し、隆器の側而には縦方向の刻みと C字状の刺突

が施文される。 6、7は半裁竹管による沈線て‘区画さ

れた内側を爪形文を連続して施文する。 8は楕円区画

の隆傑の肉側を半裁竹管によって縦方向に施文する。

9は円形のボタン状の突起を頸部に貼り付ける。

10~16は加悼利 E系の深鉢形t器て‘ある。 10、11は日

縁部の破片て‘‘10の地文は斜め方向に複節の LRLの縄

文を施文する。 12~16は胴部の破片てある。 12、13は

降帯て懸垂文を施文する。 12の地文は条線て‘‘ある。 13

は蛇行する隆帯が剥落している痕跡がある。地文は縦

方向の単節の LRとRLの縄文を交互に横方向に施

文して矢羽状に作り出す。 14~16は沈線て懸垂文を施

文するものてある。 14の地文は縦方向の単節 RLの縄

文を施文するものて沈線間は磨り消さず地文が残る。

15は沈線間は磨り消し、地文は縦方向の単節 LRの縄

文を施文する。 16は地文は縦方向の条線て‘ある。

17、18は連弧文系の深鉢形土器てある。 17は頸部に

1本の沈線を巡らせその下に細かく波状に沈線を施文

する。日縁部も波状に施文する可能性がある。地文は

無節の Lの縄文が斜め方向と縦方向に施文される。 18

は頸部を沈線て‘区画し胴部に連弧文の項部が残るもの

て‘‘、地文は縦方向の単節 LRの縄文が施文される。

23~25は浅鉢形土器て‘ある。色調は赤褐色てある。

日縁は内側に折れ内面に綾を持つ。日唇下には横方向

にくばみを巡らし段をつける。 25は波状日縁を持つ。

26~29は出土した石器て‘ある。 26は石匙て｀ある。基

部には袂りをいれて柄を作り出す。挟りには刃潰し状

に細かい判離が残る。 1次判離を大きく残し調整は最

小限てある。 27は磨石てある。磨面は表裏の 2面て` あ

るが、石皿の可能性もある。 28、29は凹石て‘‘ある。 28

は裏面の凹部は浅く敲打の痕が残る。 28は表裏の 2

面、 29は側縁の平坦部に磨面が残る。

出土上器は勝坂系が多く時期は中期中葉から後葉と

考えられる。
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第35図 第 17号住居跡
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第17号住居跡（第35図～第40図）

E-25、F-25グリッドに位置する。住居跡の東側は攪

乱によってこわされていた。北側の一部は第 6号住居

跡と重複する。第 6号1主居跡の確認面と第17号住居跡

の床面の高さに差がなく、また第 6号住居跡を発掘し

た後て‘第17号住居跡が確認されたため、先後関係は遺

構の掘り込みからは不明てある。住居跡の平而形はほ

ぼ円形て‘ヽ 、主軸方向に長径5.5m、短径5.3m、深さは

確認佃より 0.2mて‘あった。主軸方向は N-26°-Wて‘‘

ある。周溝は 1条巡る。柱穴は14本検出された。主柱

穴は深さなどから Pl、P2、P3、P4、P5が相当するも

のと思われる。やや内側には P6、P7、P8、Pll、Pl2

が巡り立て替えなどの可能性も考えられる。炉跡はほ

ば中央て検出された。形態は埋甕炉て‘炉体土器が中央

部分に埋設され、覆上内からは上器が多鼠に検出され

た。人り日部からは埋甕が正位て検出された。時期は

中期後葉て` ある。

遣物は炉跡を中心に出土した。］はキャリパー形の

深鉢形土器てある。日縁部は連弧状に隆帯を 8単位貼

り付け、弧の項部は渦巻をつけて小突起状に張り出す。

日唇直下には 1本沈線を巡らし、隆帯の上側に沿って

施文される沈線は小突起の渦巻内て‘‘止まる。隆帯に

よって区画された口縁部の弧状の区画内は弧の沈線が

日唇下の直線に結びついて区両する Aと、沈線て‘‘完全

に囲む Bの2種が AAABBBABという割り振りて‘‘、

8つに区画ずる。胴部には沈線て‘懸垂文が施文されて

いる。弧の項部の下からは 2本の直線的な懸垂文が施

文され、弧の底部の下からは 1本の蛇行懸垂文が施文

される。地文は口縁部から胴部にかけて条線が施文さ

れ、その後隆帯などの文様が施文されている。 2は埋

甕に使用された深鉢形上器てある。底部は破損する。

日縁部は無文て外側に開く。頸部は 2本の沈線を巡ら

し沈線間には雨だれ状の短沈線を逆ハの字状に施文し

ていく。胴部は器面全体にわたって短沈線を施文する。

文様は小規則て‘‘図の正面ては端部が渦巻く文様の下に

は2本沈線を直線的に垂下させその間に交互に剌突す

る。正面の左側には綾杉状に施文する部分が広がり右

側には稲妻状に縦に短沈線を施文しその間を短沈線て‘‘

不規則に埋めていく部分が広がる。地文は一見条線に

見える細い Rの撚糸文が縦方向と斜め方向から施文

される。 3は頸部からやや内湾して広がる無文の日縁

部を持つ深鉢形土器てある。口縁は 4単位の波状口縁

てある。胴下半を欠損する。頸部の区画は 4本の沈線

を巡らせ、上F交互に剌突を加えて中間の2本の沈線間

を波状に作り出している。胴部は沈線て文様が施文さ

れる。文様は 1つの弧と半分の弧を作り 1単位とし、

弧の端部と項部の 4個所を渦巻状に施文する。そのま

わりを 2本の沈線て‘‘圃み 2個所を懸垂文状に垂下させ

る。単位は 4単位て‘入れ子状に施文し、単位の間には

先がつながる 2本の蛇行懸垂文の一部が残る。地文は

Lの撚糸文が縦方向に施文される。 4は胴部の一部が

残存するものて、無文の日縁部を持つと考えられる。

頸部は沈線て‘ヽ区画し、胴部には 2本沈線の懸垂文が狭

い間隔て‘施文される。胴部と頸部の沈線がつながる部

分があることから、頸部を巡る沈線は端部を胴部の沈

線とつなげて階段状に施文されている可能性がある。

懸垂文間は雨だれ状の短沈線が逆ハの字の綾杉状に施

文される。 5は頸部と日縁部の部分を使用した炉体土

器て‘ある。日縁部は雨だれ状の短沈線を綾杉状に施文

ずる。頸部は 2本沈線て‘区画するが、 2本の沈線をつ

なげるように出発し最後はt]下の沈線をつなげるよう

に上段の沈線を施文し、最初と最後は故意にずらして

連結しない。胴部は逆 U字状の区画が大きく 4単位施

文される。区画の境には渦巻状の沈線が残るが下部は

破損のため不明て‘‘ある。区画内には口縁部と伺様の短

沈線が綾杉状に施文される。 6は日縁部が開いて無文

となると推定される深鉢形土器て‘‘胴上部の半分が残存

する。頸部は隆幣を巡らし隆帯の間に 2本の沈線を施

文し上下交万の刺突を行なって波状に作りだす。胴部

は大形の渦巻文が隆帯によって施文される。隆帯上に

は端部を渦巻く沈線を施文し、 2本隆帯状にする。渦

巻文は横方向に隆帯によって連結するものと思われる。

渦巻文から一部隆帯が突出する部分がある。隆帯の両

側には沈線を施文する。下部の文様は不明てある。地
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第36図 第 17号住居跡出土遺物(I)
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第37図 第17号住居跡出土遺物(2)
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文は Lの撚糸文を縦方向に施文する。 7は胴部の破片

て顎部には沈線の一部が残ふ胴部は3本沈線て連弧文

が施文される。地文は縦方向に単節 RLの縄文が施文

される。一部に地文が消される縦方向のナデがみられ

る。 8は胴上部の破片て、、、頸部には 3本の降帯が巡っ

ているのが残る。胴部は 3本沈線の直線的な懸垂文が

垂下する。地文に縦方向の条線を施し、その上に深い

条線を不規則に弧状に施文する。 9は深鉢形t器て‘底

部から日縁部の一部が残存する。文様は沈線て‘施文す

る。口縁部は L字状に横ガ向に連結していく沈線を施

文すると考えられ、円文を施文する部分がある。胴部

は4の胴部と同様な施文―方法と考えられる。図の正面

は円文か蕨手状の懸垂文になるかは不明て‘‘ある。地文

は日縁部から底部まて縦方向の細かい条線が施文され

る。底部の主編はなての痕が残る。 10は胴上部の一部

のみが残存するものて、 3本沈線の連弧文が施文され

ている。懸垂文は弧の項部の下にのみ施文され2本な

いし 3本の直線的な懸垂文と 1本沈線の蛇行懸垂文が

交互に施文される。地文は細かい条線が縦方向と斜め

方向から施文される。 11は日縁部の一部て‘‘、日唇下に

は深い沈線が上側に施文される隆帯が1本巡ふ頸部は

2本沈線て区画される。地文は日縁部は横方向に単節

LRの縄文が施文される。 12は無文の波状日縁部て‘‘あ

る。 13は日縁部と胴上部を破捐し、地文は縦方向の条

線が深く施文される。沈線などの施文は見られない。

14~20は勝坂系の深鉢形上器て‘ある。 14は口縁部は

無文て胴部は隆帯が渦巻き状に施文される。隆帯のし

に沈線を入れ、一部には刺突状の刻みを施文する。 15

は波状日縁部て‘‘波状部には隆帯を楕円状に貼り付け隆

帯上と降帯の内側は沈線て‘施文する。隆帯の一部に刻

みが入る。 16は隆帯を渦巻状に貼り付け、隆帯上に沈

線を施文する。 17は日縁部て‘2本隆帯を貼り付け文様

を施文する。沈線て‘器面を埋める。 18、19は隆幣て‘‘区

画された胴部文様帯部分て‘‘文様は沈線て‘‘施文されてい

る。 20は隆帯によって区両されるものて、、内側は沈線

を施文し三叉文の一部が残る。

21~34は加曽利 E系のキャリパー形の深鉢形土器

てある。 21~26は日縁から頸部の破片てある。 21は降

帯による LI縁部の渦巻文が残る。 22、23は日縁部に連

弧状に2本隆帯を貼り付けるものて‘、 23は剥落してい

るが弧の項部は渦巻状になる。 22は日唇直下は沈線を

巡らせており隆帯によって区画された内側には斜めに

短沈線を施文する。地文は斜め方l句に Lの撚糸文を施

文する。 23は日唇直ドは1本沈線と降帯を巡らせ、隆帯

の杯J側は沈線て‘区圃する。胴部には沈線による懸垂文

が残る。地文は縦方向の条線てある。 24は日縁部の湾

曲がゆるやかて‘ヽ、頸部には無文帯がある。日縁部は隆

幣によって渦巻文と楕円文を施文すると考えられる。

内側の隆帯に沿って幅広な沈線が深く施文される。隆

帯の口唇側と頸部側には沈線は施文しない。口縁部の

楕円区画内は斜め方向に沈線を施文する。 25は頸部無

文部に磨り残した地文が残る。地文は日縁部は横方向、

胴部は縦方向と斜め方向の単節 RLの縄文てある。 26

は半裁竹管を使用して頸部を区画する。地文は Lの撚

糸文て渭且部無文部にも施文される。 27から34は胴部の

破片て‘ヽ、懸垂文が施文される。隆帯が施文されるのは

27のみて他は沈線の懸垂文を施文する。 27の地文は R

の撚糸文て縦方向に施文する。 28~34は沈線て‘施文す

るものて‘‘28~31、33は直線的な懸乖文と蛇行懸垂文が

残るものて、沈線間は狭く磨り消さない。地文は28、

31、33は縦方向の条線を施文する。 29は縦方向の Rの

撚糸文、 30は縦方向に単節 RLの縄文を施文する。

32、35は間隔を開けて施文した沈線間を磨り消すもの

て、 32の地文は縦方向に複節の LRLの縄文を施文す

る。 35は単節 RLの縄文を縦方向に施文する。 34は底

部に近い胴部の破片て懸垂文が残るが、沈線間は磨り

消さず、簡単なナデが認められる。 53は内面も丁寧に

横方向になて‘‘て調整する小形の土器てある。間隔を狭

く施文した2本沈線の懸垂文が残る。沈線間は丁寧にな

て‘‘られている。地文は撚りの細かい LRの縄文を縦方

向に施文する。

37~47は連弧文系の深鉢形土器て‘‘ある。 37、38は日

縁部が残り、日唇下に 3本の沈線を巡らせる。 37のロ

唇下の 3本目の沈線は弧の底部につながる懸垂状の沈

- 6l -



第39図 第 17号住居跡出土遺物(4)
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第40図 第 17号住居跡出土遺物(5)
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線につながって止まる。地文は37が縦方向の単節 LR

の縄文て‘‘、 38は縦方向の単節 RLの縄文を施文する。

39~45は日縁部から頸部にかけての破片て‘、 2本また

は3本の沈線によって連弧文が施文されている。 39は

連弧文の沈線間の地文を磨り消し、弧の項部からは沈

線が垂下する。 42、45は頸部を3本の沈線て‘区画する。

地文は39は縦方向の条線、 40はLの撚糸文を縦方向に

施文する。 41、44は斜め方向に単節 RLの縄文を施文

する。 42は斜め方向に 0段多条の RLの縄文を施文す

る。 43は無節 Lの縄文を施文する。 45は単節の LRと

RLの縄文を縦方向に矢羽状に交互に施文する。 46、47

は胴上部の破片て‘、 46は頸部の隆帯による区画が残

る。地文は単節 RLの縄文を斜め方向に施文する。 47

は頸部に施文された横方向の沈線の直―ドに細かく波状

に沈線を施文する。地文は Lの撚糸文を縦方向に施文

する。

48~67は曽利系の深鉢形土器てある。 48~52は日縁

部の破片てある。 48は肥厚する波状日縁て丁I縁の直下

から稲妻状の 2本沈線を垂下させる。地文は縦方向の

Rの撚糸文を施文する。 49は開く口縁部から頸部て‘<

びれる部分て‘‘、日縁部には渦巻状に沈線が施文される。

頸部は沈線て‘区回する。 50~52は日縁部から底部まて‘

直線的な器形の土器て‘‘、 50は口縁部の降帯が弧状に施

文されると考えられる。隆帯内は縦方向の沈線を施文

したのち、沈線て隆帯内を区両する。胴部は綾杉状に

短沈線を施文する。 51は日縁部に隆帯て‘‘楕円区圃を施

文する。楕円区囲の連結部分には丸い粘士を突起状に

貼り付け、突起の表面に沈線て‘渦巻文を施文する。楕

円区画内と口唇部分は縦方向の沈線を施文する。胴部

は突起から隆帯を2本垂下させ、地文は綾杉状に短沈線

を施文する。 52は薄手の焼成の良好なものて‘‘口唇下に

3本の沈線を巡らせ、 3本目は胴部の沈線て‘‘施文する懸

垂文とつながり枠状となる。地文は条線を流水状に施

文する。 53~67は頸部から胴部の破片てある。比較的

大形の土器となるものが多い。 63以外は隆帯て‘‘胴部に

渦巻文や懸垂文を施文するものてある。 53は2本隆幣

て大形の渦巻文を施文するものて渭耐部の隆幣の上の沈

- 64 

線部分に剌突の痕が残る。地文は Lの撚糸文を縦方向

に施文する。 54は頸部を区画する隆幣の 1本に上下交

互に刺突を加え、波状に作り出す。地文は条線て‘ある。

55は2本隆帯て直線的に垂下する。両側は沈線て‘‘なぞる

が下半部は浅くなりなて‘‘つけるのみになる。地文は R

の撚糸文を縦方向に施文する。 56は大形の渦巻文を施

文する上器と考えられる。隆帯の両側は沈線が施文さ

れるが、胴下半は浅いなぞりに変わる。地文は縦方向

の Lの撚糸文て` ある。 57は胴下半部て‘2本隆帯の懸垂

文が垂下する。地文は縦方向の Rの撚糸文て‘‘ある。

58、59は同一1個体て‘二本隆帯の直線的な懸垂文と 1本

降帯の蛇行懸垂文が交互に、渦巻文が部分的に施文さ

れる。地文は縦方向の単節の LRとRLの縄文が矢羽

状に施文される。 60は大形の渦巻文の連結部分と考え

られる。地文は複節の RLRの縄文が斜め方向に施文

される。 61、62、64は2本隆帯て‘大形渦巻文を施文する

ものて‘‘ある。 61の地文は細い条線て‘‘、 62は隆帯の施文

後、縦方向の短沈線や綾杉状に雨だに伏の短沈線を埋

めていく。 64は斜め方向に短沈線を施文する。 65は渦

巻文を残すものて‘ヽ、降幣の形にそって短沈線を施文し

ていく。 63は縦方向の沈線が胴部に残る。 66は横方向

の短沈線を隆帯間に施文し、 67は綾杉状に施文する。

68~70は浅鉢形土器て‘ある。 68は波状日縁部て内面

に段を作る。内面の口唇直下に沈線を施文し段の輻が

広くなる波状部て‘渦を巻く。 69、70は器面に赤彩の痕

跡が残る。

71は深鉢形土器の胴部の破片だが、口縁部を欠損後

に擬口縁を作り再利用したものてある。

72~74は底部て‘‘、 74は台付土器の台部分てある。 72

は隆帯、 73は沈線の懸垂文が胴部に施文される。 72、

73とも地文は条線てある。 74は隆帯が台部分に施文さ

れている。

75~92は出土した石器てある。 75、76は石鏃て‘、 75

は側縁が丸みをもって外湾するものて‘ヽ、基部はやや内

湾する。 76は左基部の先端を欠損するものて‘ヽ、側縁は

鋸歯状て‘ある。薄く丁寧な作りてある。

77、78は磨製石斧てある。 77は小形のものて刃部に
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刃こばれ状の痕跡がある。 78は刃部を欠損する。器面

全体に敲打痕が残るものて‘ヽ、磨製石斧の研磨の工程て‘

欠損した未製品とも考えられる。

79~87は打製石斧てある。ほとんどが基部や刃部を

欠損するものてある。 80以外は表面に自然面を残す。

また側縁部の中央付近は刃潰し状に磨滅している。 79

は基部と刃部輻が変わらない短冊形て‘ある。 80~86は

破損品もあるが平面形は刃部が最大幅となる撥形とな

る。 80、81は他と比べ大形のものてある。 83は側縁に

ゆるやかに扶りが入る。 87は基部のみ残存しているも

のて、全体の形状は不明てある。 88、89、92は凹石て‘‘

ある。 88は器面に複数の凹みが残る。 89は表面と側縁

の一部が残存するものてある。 92は表面に深い凹みと

数箇所の浅い凹みがある。裏面の溝状に窪む部分にも

敲打された痕が残る。表面と裏面の平坦部には磨面が

残る。

90は磨石て‘‘ある。表裏面とも良く暦面が残る。表裏

に1個所ずつゆるやかな凹みがある。側縁部には敲打痕

が残る。

9]は砥石て‘ある。薄手の作りて‘‘一部を欠損してい

る。四角形に近い形状て‘ある。

出土した土器は復元した土器を中心に曽利系が多く、

次に連弧文系が多く加曽利 E系は破片てしかないの

が特徴的てある。中心となる時期は中期後葉てあると

考えられる。
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第19号住居跡（第41図、第42図）

G-27グリッドに位置する。覆土と床面の一部が削平

されていたが、柱穴の一部と埋甕が検出されたため住

居跡と判明した。柱穴や埋甕の配置から住居跡の平面

形は円形て規模は径4.5m程度と推定される。柱穴は

5本検出された。いずれも深さは変わらず配置からは

Pl~P4が主柱穴と考えられる。 Plからは第42図 2の

土器が出土した。住居跡の埋甕が検出された。第42図

1の土器が日縁を下にした逆位置に埋設されていた。

削平のため土器もこわされているため埋設当初の形態

は不明てある。残存していた埋甕の掘り方は、長径が

0.55m、短径が0.6m、深さは0.15mてほば円形てあ

る。第41号住居跡の中央やや北よりに地面に被熟した

部分を炉跡の範囲とした。炉跡と確定するならば、主

軸は埋甕と結んて‘‘N-2T-Wてある。

廿寺填月は中期後葉と考えられる。
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遺物は床面まて‘削平されているため覆上の遺物はな

く、埋甕として埋設された士器と柱穴内から出上した

遺物がすべててある。

1は埋甕として埋設された土器て‘ヽ、日縁部と胴じド

の一部のみが残存する深鉢形土器て‘‘ある。日縁部と頸

部に1本ずつ隆帯を巡らす。日唇部の隆帯から上からド

にむかって渦を巻く左巻と右巻の 2種類の渦巻文の隆

傑を 6つ頸部の隆帯と連結して施文する。左巻と右巻

の向かい合う渦巻文の 2つを合わせて一単位として 2

単位を施文する。 3単位めは右巻と左巻の順になるよ

うに順序を入れ替えている。順序が替わることによっ

て、渦巻が向かい合わなくなる。沈線は隆帯の内側に

のみ隆帯にそって施文している。沈線は幅広て‘‘隆帯を

なて‘‘つけるように施文されるため、降帯は下方に傾斜

し綾が突出して断面が三角形状になる。頸部の隆帯の

下側はなて‘‘によって一部地文が磨り消される。胴部に

は日縁部の文様と合わせることなく不規則に、 2本］

組みの沈線の懸垂文を施文する。間隔を開けて施文さ

れた2本沈線の間は磨り消されている。 6単位^ が胴部に

残存しているが、破損のため不明な部分があり、 6単

位以卜の施文が考えられる。地文は無節の Rの撚糸文

を斜め方向に日縁部から胴部まて施文しており、条線

のように見える効果をだしている。胎土には小石が多

量に混入される。 2は住居跡の柱穴p1内より出土し

たものてある。日縁部の一部と胴ビ半部の一部が出土

している深鉢形土器て‘ある。口唇直下には隆幣を巡ら

せる。日縁部は楕円区画状に隆帯を施文し口唇下の隆

帯と連結する。隆幣の端部は 1つおきに、下から上に

巻き込む渦巻文を施文する。惰円区画の単位は 4単位

と推定され、渦巻文は 2単位施文されると考えられる。

隆帯の両側に幅広のなぞりに近い沈線を施文すること

によって、隆帯が両側から削られ細く綾が突出するよ

うになる。沈線は深くなぞりながら施文するために、

何回かにわけて施文され痕跡が器ihiに残っている。胴

部には日縁部と同じ輻広の沈線が懸垂文として施文さ

れている。沈線は直線的て‘‘はなくゆるやかに曲ってい

る。沈線の施文の間隔は狭く、間は粗雑に地文を磨り

消している。地文は日縁部から胴部まて‘‘すべて縦方向

の単節 RLの縄文て‘‘施文している。 1と同様に胎土に

は小石が多鼠に混入していた。

3、 4は日縁部の破片て‘‘、 3は波状口縁部て‘ある。

日縁部は隆帯によって渦巻文と楕円区画文が施文され

ると考えられる。幅広のなぞり状の沈線が隆帯に沿っ

て施文されるため隆帯は微隆起状になる。波項部て‘渦

巻文を施文する。地文は複節 RLRを横方向に施文す

る。 4は深鉢形七器て‘1本沈線を波状に施文する。波状

沈線の波底部の下には丸みを帯びた沈線の先端が残る。

これを蕨手状の懸垂文とすれば、 1本目の沈線が波状

に巡り、波項部にそって逆 U字状の沈線の懸垂文が施

文され、波底部には蕨手文の沈線の懸垂文が施文され

るという構成になる。地文が磨り消されている部分は

ない。地文は 1本日の波状に巡る沈線と口唇部の間の

上部には横方向の単節 RLの縄文が施文される。他は

縦方向の単節 LRの縄文が施文される。

5 ~ 7は深鉢形土器の胴部の破片て‘ある。 5は沈線

による直線的な懸垂文が施文される。やや間隔を開け

て施文された沈線間は磨り消されている。地文は RL

の縄文を縦方向に施文している。 6は5と同一個体て‘‘

ある可能性が高い。胴部の懸垂文は 3本の沈線を施文

していたと考えられる。沈線間は磨り消され、地文は

単節 RLの縄文を縦方向に施文している。 7の地文は

LRの縄文が縦方向に施文されている。

8は浅鉢形七器の波状日縁部の破片てある。内面が

見える大きく日縁が広がる器形と考えられる。内面の

波状日縁部には端部が渦巻になる輻広のなぞり状の沈

線が施文される。外側には本来の口縁部分にそって沈

線が施文され、波項部の部分て下に巻き込んて‘‘いる。

9、10は出土した石器て‘ある。 9は礫器てある。側縁

の一部を欠損する。裏面に大きく自然面を残す。表面

側から剥離調整を行い、刃部を作り出す。 10は磨石て‘‘

ある。麿面は表裏の 2面て、、側縁には一周して敲打の

痕跡が残る。

出土した遺物は施文方法など似通っておりすべて同

時期て‘‘あると考えられる。時期は中期後葉て‘‘ある。
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第43図 第21号住居跡・出土遺物
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第21号住居跡（第43図）

J-33グリッドに位置する。住居跡の西側は調査区外

のため検出てきなかった。南から北方向は段状に深く

削られている。南の一番高い部分が埋甕の出土状況か

ら住居跡の床面に近いと考えられ、他は床面も削平さ

れている。平面形は埋甕と柱穴の配置からはぱ円形と

推定される。規模は径5m程度と考えられる。主軸方向

はN-34'-Wてある。柱穴は住居跡と考えられる範囲

内て‘11本が検出された。主柱穴は深さや位置から Pl、

P4、P7、P10、Pllと考えられる。入り口部には埋甕

が検出され、底部を欠く深鉢形土器が正位置て‘‘埋設さ

れていた。埋甕の掘り方はほぼ円形て長径が0.5m、短

径が0.45m、深さは0.2mて｀ある。埋甕の両側に位置す

るP5、P6は入り口部の施設との関係が考えられる。炉

跡はほば中央て‘‘縦長の隅丸方形状に検出された。上部

を削平されているため形態は不明てあるが、石の破片

が炉跡内より検出されており石囲炉て‘‘あった可能性も

ある。残存していた掘り方部分は長径が0.95m、短径

が0.5m、深さはO.lmてあった。住居跡の時期は中期

後葉て‘ある。

遺物は埋甕として埋設された土器以外は、炉跡や柱

穴の覆土内より数点が検出されたのみてあった。

1は埋甕として埋設された上器て‘ヽ、加曽利 E系の深

鉢形土器て‘ある。底部を欠損する。日縁部は左端部が

渦巻く隆帯を連続して 4単位を施文する。日唇部の渦

巻文とは入れ子状に 3単位を施文し、 4単位目は下か

ら巻き上がる渦巻文が日唇部に連結して単独て‘施文さ

れる。隆帯にそって太い沈線が深くなぞるように施文

され、隆帯の断面が三角形状に綾をつくる。隆帯の胴

部側は一部浅いなて状の調整をするのみてある。胴部

には2本沈線の懸垂文が9単位施文される。地文は隆帯

や沈線の施文後に充填される。胴部懸垂文の一部は地

文施文後に、沈線上をなぞ‘って重なった地文を磨り消

している。地文は日縁部は形に合わせて単節 RLの縄

文を縦や横方向に施文する。胴部は縦方向に単節 RL

の縄文を施文ずる。 2本沈線の間は施文されない。 2

は日縁部の破片て2本隆幣が施文されている。隆帯の

内側に沿って沈線を施文し、中は縦方向に沈線を施文

する。 3は胴部の破片て地文のみが残るものてある。

地文は斜め方向に単節 RLの縄文が施文される。 4は

胴部の破片て縦方向の条線が地文として施文される。

5は条線を細かく刺突しながら施文していくものてゞ、

縦方向と斜め方同の施文が残る。 6は石皿の破片て‘あ

る。表面と側面の一部以外はすべて破損されている。

表面はほば平坦て使用面が残る。遺物は埋甕の埋設土

器が住居跡にともなうと考えられ時期は中期後葉て‘あ

る。

第22号住居跡（第44図•第45図）

K-33、34グリッドに位置する。住居跡東側の一部は

調査区外のため検出て‘きなかった。また北側と西側の

一部は攪乱によってこわされている。住居跡内には平

安時代以降の第18号、第19号、第34号、第35号土墟が

重複している。住居跡は覆土は削平されており、ほぱ

床面が確認面として検出された。周溝は部分的に一条

検出されており、住居跡の壁にそっていたと考えられ

る。周溝や柱穴の配置から平面形はほぼ円形と推定さ

れる。径は 6m程度と考えられる。柱穴は住居跡と考え

られる範囲内て‘15本が検出された。主柱穴は深さや配

置より、 Pl、P3、P6、PlO、P12、P14が想定される

が明確て‘‘はない。炉跡は住居跡のやや北よりて検出さ

れた。平面形は円形てほぼ中央部より炉体上器が検出

された。他に炉跡の中央付近からは礫や土器などが少

量出土した。炉跡の残存していた掘り方は長径が1.05

m、短径が0.9m、深さはO.lmて‘土器が埋設された部

分は土器の径と同じ大きさて掘り込まれ、深さは確認

面から0.2mて‘あった。

住届跡の時期は中期後葉てある。

遺物は炉跡を中心に出上し、それ以外はほとんど検

出されなかった。形を復元てきたのは 1の炉体土器の

みて‘‘あった。

1は炉体土器て‘、日唇部分と胴部下半を欠損する。頸

部から口縁部に開いていく器形の深鉢形土器てあるが、

屈曲はゆるやかてある。頸部は 2本の沈線によって区
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第44図 第22号住居跡
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第45図 第22号住居跡出土遺物
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画し、上下交互に刺突を加え沈線間を波状に作り出し

ている。日縁部、胴部ともに地文のみ施文され他に文

様は施文されない。地文は縦方向と斜め方向に細い条

線が浅く施文される。上器の内面の頸部の上方は器面

の荒れが激しく変色も見られる。

2 ~ 5は加曽利 E系の深鉢形土器てある。 2は日縁

部て‘1本の細い隆帯によって渦巻文と楕円区画文を施

文する。区画内には円形の刺突を点状に施文している。

3、4は胴部に沈線て直線的な懸垂文と蛇行する懸垂

文を施文するものて‘ある。 3は縦方向に単節 RLの縄

文を施文し、 4は縦方向に無節の Lの縄文を施文す

る。 9は胴部に2本沈線の懸垂文を施文する。 2本の間

は磨り消しが施される。地文は縦方向に単節 RLの縄

文を施文する。

6 ~11は曽利系の深鉢形t器て‘‘ある。 6は口縁部が

無文になる土器てある。頸部に 2本の沈線を巡らし沈

線の間は雨だれ状の刺突を逆ハの字状に施文している。

胴部には端部を渦巻く沈線の一部が残る。地文は斜め

方向と縦方向に単節 LRの縄文を施文ずる。 7は頸部

を区画する沈線の一部と胴部の懸垂文の一部が残る破

片てある。胴部には 3本沈線の懸垂文が施文される。

左側の 2本の沈線の間には雨だれ状の刺突を向きを変

えず連続して施す。頸部と胴部の沈線によって四角形

状に区画された内側には角から斜め方向に剌突を施し

ている。地文は斜め方向に単節 LRの縄文を施文す

る。 8~10は隆幣や沈線て施文された懸垂文以外の無

文部を雨だれ状の短沈線て‘綾杉状に施文している。

11~13は地文のみが残存する深鉢形上器の胴部の

破片て` ある。 11はLの撚糸文を縦方向に施文する。 12

は細かい条線が縦方向と斜め方向に施文される。 13は

底部に近い胴部の破片て‘ヽ、炉跡内より出土しているが

炉体土器とは同一個体てはない。地文は縦方向に条線

を施文している。

遺物は出土した範囲内てね噌利系の土器が多いようて‘

ある。 1の炉体土器が住居跡にともない、他の土器片

もほぼ同時期て‘‘中期後葉てある。

第23号住居跡（第46図）

J~32、 33グリッドに位置する。住居跡の西側は調査

区外のため検出されなかった。覆土と床面の一部は削

平されており、炉跡を中心として柱穴が検出された。

柱穴の配置から住居跡の平面形は円形て径は 5m程度

と推定される。柱穴は 6本が検出されたが、細くて浅

し、 P6以外の Pl~P5は、主柱穴になる可能性が高い。

炉跡は推定される住居跡のほぼ中央て検出されている。

上部は削平されているため浅い掘り込みを確認したの
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第46図 第22号住居跡・出土遺物
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みてある。そのため炉跡の形態は不明てあるが、炉跡

肉からは炉体土器がこわされた形て出土した。検出さ

れた炉跡の掘り方は長径が0.92m、短径が0.7m、深さ

はO.lmて‘あった。

出土した少量の遺物のほとんどは炉跡内から出土し

た。 1は炉体土器て‘‘底部を欠損する浅鉢形土器の口縁

部と胴部の一部て‘‘ある。日縁は頸部にむかって外側に

張り出すように、粘七を貼り付ける。胴部は大きく屈

曲して底部に至る。張り出した日縁部には幅広の隆帯

を日唇下に巡らし楕円区画を作り出すように6単位の

輻広の降帯を張り出し部分の先端に向かって垂下させ
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る。区画された楕円区画内は隆帯に沿って幅広のなて‘

が浅く沈線状に施される。地文はなく胴部は無文てあ

る。日縁部のこ｀く一部に赤彩と思われる赤色の痕跡が

観察される。 2は阿玉台系の土器て、日縁部の把手部分

てある。把手の接合部には指頭痕が残る。端部には刻

みが施される。 3~ 7は胴部の破片て‘‘、 3の地文は条

線て‘‘ある。 4~ 6は胴部に隆帯の懸垂文が施文される。

4の地文は縦方向に単節 RLの縄文を施文する。 5は

斜め方向に短沈線を 6は斜め方向に沈線状の条線を施

文する。 7は縦方向に単節 RLの縄文を施文する。

遺物の時期は中期中葉から後葉て‘‘ある。
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第24号住居跡（第47図、第48図）

I-32グリッドに位置する。住居跡の西側は調査区外

のため検出てきなかった。西から東にむかって斜面状

になっている。削平されたため覆土はなく炉跡と柱穴

が検出されたため住居跡と確認された。平面形は柱穴

の配置から隅丸方形の可能性がある。規模はおおよそ

径 5m程度と考えられる。周溝は 2条検出されたが斜

面が落ちる東側ては検出て‘‘きなかった。柱穴は 8本が

検出された。主柱穴は深さと配置から Pl、P5、P6、

P7、P8が相当する。炉跡は柱穴て‘‘かこまれた中央付近

て‘検出された。炉体上器は2個体が正位置て大形の土器

の内側に小形の上器が埋設される形て‘検出された。外

側の炉体土器のまわりは石て囲むものて、炉跡の形態

は石囲埋甕炉てある。炉跡の掘り方は楕円形て‘‘長径

0.85m、短径0.58m、深さ0.18mてある。時期は中期

中葉から後葉て‘‘ある。

遺物は覆上がないため炉体土器以外の遺物は炉跡や

柱穴内を主体として検出された。 1は外側の炉体土器

第47図 第24号住居跡

て‘胴上部から日縁部を使用している。頸部からやや外

反して無文の日縁部が開いていく。頸部は隆帯て区画

される。胴部には1本の隆帯によって方形や櫛形の区画

が施文される。隆帯の両側には沈線が施文される。区

画内には沈線によって渦巻文などが施文される。一部

には剌突も施される。隆僻上には刻みが施される。胴

下半部は欠損するため不明て‘‘ある。 2は内側に埋設さ

れていた炉体上器てある。日縁の一部を破損するのみ

て、ほば完形の土器てある。器形は1月筒状て‘1とくら

べかなり小形の土器てある。日縁部は輻の狭い無文部

て、胴部の中央付近に隆帯を巡らし、間は日縁部から

隆帯を垂下させて櫛形状に区画する。櫛形の区画内に

は環状の隆帯を施文する。区画内や環の内部は沈線て‘‘

渦巻文などを施し、一部は刺突状に施文する。櫛形の

区画の間の三角形状にあいた部分には沈線て‘‘三叉状に

施文する。隆帯上には単節 RLの縄文を縦方向や横方

向に施文する。部分的に刻みを施す。胴下半は無文て‘‘

ある。
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第48図
T 

第24号住居跡出土遺物
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02 
ミ

3~5は勝坂系の深鉢形土器て‘3は無文のやや開く 消す。地文は縦方向に単節 RLの縄文を施文する。

~11 

n縁部てある。沈線による頸部の区画が残る。

文するものて‘‘、隆帯上には剌突を加える。

4は隆

帯によって櫛形に区両された内側に縦方向の沈線を施

5は隆幣の

ド側に爪形文を施文する。降幣の上側には半裁竹管に

よる沈線を施文する。

6 ~ 8は加曽利 E系の深鉢形土器て‘、ある。 6、7は

日縁部て‘‘6は2本隆帯を日唇下に施文する。地文は横

方向の単節 LRの縄文を施文する。 7は隆帯上に単節

LRの縄文を斜め方向に施文する。 8は胴部の破片て‘‘

ある。胴部に2本沈線の懸垂文を施文し、沈線間は磨り

o
 

10cm 
1 :3 

9、10は地文のみの深鉢形t器の破片てある。地文は

9、10とも斜め方向に単節 RLの縄文を施文する。

11、12は出土した石器てある。 11は打製石斧て刃部

を破損する。表面には大きく自然面を残し、裏面には

1次剥離を大きく残す。 2次剥離は側縁から最小限に

施す。 12は柱穴の P7内より出土した靡石てある。被熱

したように変色している。磨面は器面全体に及び、表

裏の中央部は敲打による凹みが残る。

遺物は勝坂終末の土器が炉体土器を始めとして主体

を占める。時期は中期中葉から後葉てある。
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第49図 第26号住居跡・出土遺物
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第50図 第26号住居跡出土遺物
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第26号住居跡（第49図、第50図）

I-31グリッドに位置する。住居跡の西半分は調査区

外ため検出てきなかった。覆土は削平されており確認

面ては柱穴が確認て‘きたのみてあったが、調査区境の

土層断面に住居跡状に掘り込みが検出された。また、

調査区境の覆土内には土器や石器が混入していたこと

から住居跡とした。柱穴が3本検出されたのみて‘‘、周

溝などは検出されなかった。炉跡も調壺区外の西半部

分にあると考えられる。住居跡の範囲は土層断面より

推定して図に示したが形状は不明て‘ある。規模は土層

断面上ては径4.9mて‘掘り込みの深さは0.35mて‘‘あ

る。

遺物は土器の破片と石器が出土しており、破片のう

ち数点は復元実測することがてきた。

1はキャリパー形の深鉢形土器て‘ヽ、ゆるやかな 4単

位の波状口縁となる。日唇直下には 1本の沈線が巡ら

される。日縁部は隆帯によって施文された渦巻文と楕

円区画文がややくずれて連結するものて、幅広ななて‘‘

状の浅い沈線が隆帯に沿って施文される。胴部は沈線

て‘懸垂文が施文され、沈線間は磨り消される。地文は

口縁は横方向、胴部は縦方向の単節 RLの縄文が施文

される。 2は胴部の破片て‘波状に近い蛇行懸垂文が沈

線て‘斜めに胴部に複数施文される。地文は 0段多条の

RLの縄文が斜め方向に施文される。地文は部分的に

磨り消される。 3はキャリパー形の深鉢形土器の日縁

から胴部にかけての破片て‘‘ある。口唇直下は1本の沈線

を巡らす。口唇直下の沈線からぶらさげるように沈線

て‘‘渦巻文を施文する。単位は 6単位と推定される。胴

部は頸部の横方向の沈線と胴部の沈線のと懸垂文とを

つなげて枠状に区画していく。地文は0段多条の RL

の縄文を斜め方向に施文していく。 4は口縁から胴部

の間のくびれがほとんどない連弧文系の深鉢形土器て‘‘

ある。口縁部は基本的には2本沈線て連弧文を粗雑に施

文し沈線の間は磨り消す。3本沈線によって施文される

波状に近い連弧文が胴部のものとすると、間の波状に

とぎれどきれに施文されている沈線は頸部の区画のく

ずれたものと考えられる。胴部の連弧文の波長部から

--77 

は2本または 3本沈線による懸乖文が［伯泉的に垂下す

る。胴部に施文された沈線の間は地文を磨り消す。地

文は縦方向に単節 RLの縄文を丁寧に日縁部から胴

部まて施文する。

5 ~ 8は勝坂系の上器て、日紘部から頸部にかけての

破片てある。 5は大きく湾曲する日縁部は隆帯て‘‘区画

される。降帯にそって半裁竹管による 2本 1組の沈線

が引かれ、区画の内側は沈線間に爪形文を施文する。

隆帯上には刻みを施文する。隆帯区画の外側にあたる

隆帯脇には半裁竹管による C字状の剌突が入る。 6は

渦巻状に施文された降帯上に刻みが施される。 7は円

筒状の土器て‘‘隆帯によって区画された内側を沈線によ

る渦巻文などを施文するものて‘ヽ、隆帯上には刻みが施

文される。 8は頸部から胴部の破片て‘2本降帯によっ

て頸部は区画される。

9 ~24は加柏利 E系の深鉢形士器て‘ある。 9~13は

口縁部の破片てある。 9は大形の土器て日縁部の隆帯

による渦巻文を残す。地文は単節 LRの縄文を横方向

に施文する。 10は日縁部を隆帯て‘ヽ区画して施文するも

のて‘ヽ、円形に隆幣を施文する部分てある。日縁部の区

画内は地文は横方向に単節 LRの縄文を施文する。 11

は隆幣をけずるように輻広の沈線を施文するものて‘‘、

胴部は隆帯に重ねて地文を施文ずる。地文は単節 RL

の縄文を横方向に施文する。 12は波咀：n縁部て丁I唇―F

は沈線を 1本巡らす。日縁部は隆幣によって渦巻文や

楕円区画文を施文するものて、隆幣の両側は沈線が

そって施文する。地文の縦方向に施文される単節 RL

の縄文は区画内に施文される。 13は日唇下に区画はな

いが12と同様隆帯によって渦巻文などが施文される

ものて、区画内には縦方向に施文した単節 RLの縄文

の地文が残る。 14~24は胴部て‘沈線によって直線的ま

たは蛇行の懸垂文が施文されるものてある。 18以外は

沈線間を磨り消すものてある。地文は17、21は0段多

条の RLの縄文を縦方向に施文ずる。 18は単節 Rと無

節 LをL方向に撚り合わした縄文を縦方向に施文す

る。他は縦方向に RLの縄文が施文される。

25~27は連弧文系の深鉢形土器てある。 25は連弧文



から降閣が懸垂する。地文は Rの撚糸文を縦方向に施

文する。 26は連弧文の形が〈ずれているものて‘ヽ、連弧

文からは沈線が懸垂する。地文は斜め方向に RLの縄

文を施文する。 27の地文は細かい条線て‘ある。 28~32

は曽利系の深鉢形土器の頸部から胴部の破片て‘‘ある。

28は胴部に隆帯て渦巻文を施文するものと考えられ、

隆帯の施文の形にそって短沈線を施文していく。

29~32は隆帯または沈線による懸垂文を胴部に施文

しその間に短沈線を斜め方向に施文していくものて‘‘、

31、32は綾和糾犬に施文する部分が残る。

33~36は地文のみが残る深鉢形土器の胴部の破片て‘‘

ある。 33はLの撚糸文を縦方向に施文する。 34は縦方

向に 0段多条の RLの縄文を、 35は縦方向に単節 RL

の縄文を施文する。 36は縦方向の条線を施文する。

37、38、40は浅鉢形土器て‘‘無文の日縁部から屈曲し

て肩部を持つものて‘ヽ、隆帯によって施文される渦巻文

や楕円区画文は肩部に施される。地文は楕円区画内な

どに施される。 37、38は斜め方同に単節 RLの縄文を

施文する。 40は横方向に単節 RLの縄文を施文する。

39ば深鉢形土器の底部付近の破片てある。胴部には

沈線による懸垂文が施文されている。胎土や色調など

から 2と同一個体てある可能性がある。

41は土製円盤て地文が Lの撚糸文が施文される胴部

の破片を使用している。周縁は形を整えた後に摩られ

ている。長さ 3.52cm、輻3.17cm、厚さ1.25cm、重さ

は16.7gてある。

42~46は出土した石器てある。 42~45は打製石斧て‘‘

完形品はない。いずれも風化がいちじるしく残りが悪

い。 42、43は刃部に最大幅のある撥形石器て‘ある。自

然面を表面に残す打製石斧は、 44のみて他の住居跡と

は異なる。

46は偏平な磨石て表裏の 2面が磨面て‘よく使用さ

れている。側縁には敲打の痕跡がある。また磨面にも

中央部などに敲打痕がある。

遺物は加曽利 E系の上器が主体に出土しており、連

弧文系の上器は文様がくずれているものが多い。遺物

から時期は中期後葉てある。

第28号住居跡（第51図）

I-29、30グリッドに属する。東側は調査区外にあた

る。 1主居跡内には攪乱が残る。住居跡の検出面は床面

i九て‘住居跡の範囲は確認てきたが、明確な掘り込み

は検出されなかった。平面形は円形て‘長径は6mて‘‘あ

る。周溝は検出されなかった。柱穴は 9本検出された。

P3、P5、P6、P8は他に比べ深いものだが主柱穴は確

定てきなかった。炉跡は住居跡のやや南側にかたよっ

て検出された。炉跡の形態は地床炉て‘ヽ、掘り方は楕円

形て‘ある。規模は長径0.82m、短径0.64m、深さは

0.14mて‘ある。時期は中期て‘ある。

遺物は覆土がほとんどないため、出土鼠は少なかっ

た。復元てきたのは 1個体のみてあった。

1は炉跡東側の P5、P7の間に上からつぶされたよ

うな形て‘‘床面よりやや上て検出された。底部を欠損す

るものだが、状態は悪く遺物の取り上げ時に細かくく

ずれてしまった。実測は復元てきた部分のみをした。

器形はやや外に開く日縁部から頸部がくびれ、胴上部

が大きく張り出す。口縁部と頸部の区回に隆帯を巡ら

し、口縁部は隆幣によって楕円区画を作り出す。楕円

の下辺の隆帯上には下方から押圧状の刻みを施す。区

画内は楕円形に 2重の幅広の結節沈線を施文する。頸

部には波状沈線を平行に 2列巡らす。胴上部には頸部

と区画する隆幣の下に幅をあけて隆帯を巡らし、胴部

文様帯を作る。文様帯には湾曲する隆帯を貼り付けて

横長な楕円区圃文を作り出す。楕円の上辺の隆帯上に

は不規則に押圧状の刻みを施ず。区画と区画の間の空

いた部分には、隆帯を懸垂させて上下の隆帯聞をつな

げている。楕円区画内に施文はなく、区画に沿ってな

てが加えられるのみてある。胴下半は輪積の痕跡を 1

段残し、輪積の上には連続して指頭圧痕文を施す。

2 ~ 7は勝坂系の深鉢形土器てある。 2~ 4、6、

7は隆帯上に刻みを施す。 2、3は細かい刻みを施す。

2は口縁部の楕円区画内に沈線を施文しその間を爪形

文を細かく連続して施文する。 3は胴部に半裁竹管に

よる縦方向の沈線が残る。 4は隆帯の下に爪形文を施

文する。 4は文様を区画する隆帯の両側に半裁竹管に
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第51図第28号住居跡

/ /---- --一ー¥¥。II 叫

I／ / 

＼ 

I [),J p1 

撹乱

史／ 口》；；/ '  
I O巳

I 
I 

<l.._ I 
ゞ心J ~.I ご

＼ 

I 
＼ 

＼ 
辺'

＼ 

》̀R

＼ 
,――̀ 

＼ ／ ‘ 
‘ 

＼ 
／ 

I 
＼ （／ 撹乱 ／』 ／ 

＼ ／ 
¥、¥-~・J ／ 

＼ ／ 

‘‘‘ --Q/ --- E 

図

o二| 

L1125m A' 

見 112.5m B' 

P4 

旦112.5m 旦＇

巳 P3

゜
呵。

炉跡

ロプ／よ

］ 黒褐色土堅緻 ローム粒子・炭化物少量

2 黄褐色土堅緻口＇ームブロック多量炭化物微量

旦112.3m E' 
炉跡

］ 黒褐色土堅緻炭化物（最大 5mm)少量焼土粒子極微量

2 茶褐色土堅緻炭化物微量

゜
1m 
1,30 

79 --



第52図 第28号住居跡出土遺物(I)
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第53図 第28号住居跡出土遺物(2)
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よる 2本 1組の沈線を施文した内側に爪形文と剌突文

を施文する。 8は阿王台系の深鉢形土器て沈線て施文

する。胎土には金雲母が混入する。

9 ~11は1~8の時期にともなう浅鉢形土器て‘‘ある。

9、10と同一個体て‘‘日唇下には内外面ともなぞりを入

れて段を作り出す。胴部には1列の爪形文を施文する阿

玉台系のものてある。 11は波状日縁て‘‘口唇下になぞり

を入れて段を作り出す。

られる。

口縁部分に赤彩の痕跡が認め

12~27は加曽利 E系の深鉢形土器て‘‘ある。 17~22

は口縁部から頸部の破片て‘ヽ、隆帯によって口縁部に楕

円区画や渦巻を施文ずるものて‘ある。 12は日縁部の隆

帯上に深く沈線を施文する。 13は地文は横方向の単節

RLの縄文を施文する。 15、16は地文に撚糸文を施文す

c--~=-j 49 

□50 

。
10cm 

1 :3 

るものて‘‘、 15は縦方向に Rの撚糸文、 16は横方向に L

の撚糸文を施文する。 16は2本隆帯によって日縁部を

施文する。 17、18は隆幣の両側を輻広の沈線をなぞ‘る

ように施文し、隆帯が細い隆起状になる。 17は波状日

縁て‘‘ある。 17の地文は単節 RLの縄文を横方向に施文

する。 18の地文は口縁部区画内は横方向て他は縦方向

に単節 RLの縄文を施文する。 19は地文として横に近

い斜め方向の単節 LRの縄文を施文する。 20は斜め方

向の単節 RLの縄文を施文する。 21、22の日縁部には

単節 RLの縄文を横方向に施文する。 22の胴部は縦方

向に同じ地文を施文する。 23~27は頸部から胴部の破

片てある。 23は隆帯による頸部の区画が残る。地文は

複節の RLRの縄文を横方向に施文する。 24、25は L

の撚糸文を縦方向に施文するものて、、胴部には隆幣て‘‘
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第54図第83号住居跡

／ン
ト／

撹乱

＼

ノ

＼

／

 

＼
 

＼
 

／

＼

 
/

8

4

¥

 

/

s

J

¥

 

＼
 

ー

＼!

¥

 

ー

I

¥

 
~
 

A._109.0m 」＼’

。 徊。

渦巻文や懸垂文を施文ずる。 26、27は沈線て渦巻文や

懸垂文を施文するものて‘‘、 26の地文は斜め方向の Lの

撚糸文を施文する。 27の地文は細い条線て‘ある。

30は連弧文系の土器て‘‘ある。地文は条線て‘ある。

28、29、31~33は曽利系の土器て‘ある。 28は隆帯の両

側に施文される上下の沈線上に、円形の剌突を交互に

施文する。 29は28と同様に日唇下の沈線に刺突を加え

るものて‘‘、沈線間は波状に作り出される。 28、29は連

弧文系となる可能性もある。 31は頸部に3本沈線を巡

らし、上2本の沈線に交互に剌突を加えて波状に作り

出す。胴部には間を磨り消す沈線の懸垂文を施文する。

地文は単節 LRの縄文を縦方向に施文する。 32は頸部

の区画は隆帯によるものて2本の隆幣の間に波状に隆

帯を施文する。地文は縦方向の単節 RLの縄文を施文

する。 33は胴部に単沈線を綾杉状に施文する。

34~42は地文のみが残る胴部の破片て‘‘ある。地文は L

の撚糸文を34は斜め方向に35は縦方向に施文する。

36、37は単節 RLの縄文を斜め方向に施文する。 38は

LRの縄文を39は無節の Rの縄文を縦方向に施文す

る。 40は撚りの細い Rの撚糸文を斜め方向に施文す

る。 41は流水文状に42は縦方向に条線を地文として施

文する。

43は浅鉢形土器て‘胴部の屈曲部に隆器を貼り付け

て張り出した肩の端部を作り出す。

44は底部の一部て‘‘綱代痕が明瞭に残る。 45は台付土

器の台部分て、台部分には沈線の施文と剖落した隆幣

の痕跡が残る。

46~50は出土した石器て‘すべて磨石類て‘‘ある。

46~49は比較的偏平な自然礫を使用しており、磨面は

表裏面の2面てある。 50は1厚みのある石を使用し、磨面

は表裏面と平坦面を持つ側面の 3面て‘ある。 47~49の

磨面は良く使用されている。すべての磨石の側縁部に

は必ず敲打の痕跡があり、 48、49は特に顕著てあっ

た。 48~50の磨面の一部には敲打による浅い凹みが残

る。 50の裏面の凹みはやや深い。

遺物は中期中葉と中期後葉の土器が混じって出土し

ている。中期後葉の土器も時期がまとまっておらず、

1の復元した土器が住居跡に伴うものと考えると時期

は中期中葉てある。

第83号住居跡（第54図）

G-24グリッドに位置する。住居跡の北側は調査区外

て検出てきなかった。床面も削平されているため住居

跡の堀り込みは確認てきなかった。また攪乱が著しい

場所て‘住居跡のほとんどがこわされ、周溝の一部が検

出されたのみてある。柱穴や炉跡は検出されなかった。

周溝から平面形は円形または、隅丸方形て‘‘あったと推

定される。東側には第84号住居跡が接している。

退物はひどい攪乱のため住居跡に伴うものは検出て‘‘

きなかった。 G-24グリッドからは中期の勝坂式から加

曽利E式の土器が主体的に出土しており、また1主居跡

の周辺は中期後葉の住居跡が集中して出土している。

これらのことから時期は中期中葉から後葉の範囲内て‘

あると考えられる。
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第55図 第84号住居跡・出土遺物(I)
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第84号住居跡（第55図～第58図）

G-24グリッドに位置する。調査区が東方l句に突出し

ている部分てある。調査区の11福が狭いため住居跡の半

分しか検出てきなかった。覆士は削られており住届跡

の掘り込みは確認て‘きなかった。確認面からは揺闘は

検出されなかった。炉跡と柱穴の配置から住居跡の平

面形は円形または隅丸方形と推定される。住屈跡の規

模は長径が5mから 6m程度と考えられる。柱穴は住

届跡の範囲内と推定てきる部分て‘8本を検出した。主

柱穴は深さや位置などから Pl、P2、P8がその一部に

相当すると考えられる。炉跡は住居跡の中央付近から

検出された。掘り方の形状は隅丸方形てある。炉跡の

覆土内からば炉石として使用された可能性のあるli繋が

出土していることから、炉跡の形態は石囲炉の可能性

もある。 R寺期は中期後葉てある。

遺物は覆土がなかったため、炉跡や柱穴を中心とし

て住居跡と推定される範囲内の遺物を取り上げた。住

居跡以外の遺物が混入している可能性は高い。

1は日縁は欠損するが、頸部から開く無文の口縁部

が付くと考えられる小形の深鉢形土器て‘ある。頸部か

ら胴下半の破片てある。頸部には沈線が残るが上部に

隆帯がつく可能性もある。胴部は地文が施文される。

地文は Lの撚糸文を縦方向に施文し、胴部上半は撚糸

文にかさねて縦方向の条線を施文する。 2は浅鉢形土

器て‘‘ある。日唇部はやや外方向に傾いて平坦面をなす。

胴部は丸みを幣びてそのまま底部にいたる。胴上半に

は端部が渦を巻く隆帯を対称的に貼り付けて 1単位と

して、 4単位を貼付すると思われる。隆帯の上には沈

線が施され2本降滞の効果を出す。隆帯の両側には隆

帯に重ねて沈線を施文する。隆幣が剥落した部分には

沈線の一部が残っている。地文は施文されない。赤彩

は日唇の平坦部や内面に痕跡がある。外面は隆幣上の

沈線の隙間に赤彩が良く残っている。

3、4は阿玉台系の上器の日縁部分て‘ある。 3は突

起状の隆帯の上に刺突を加える。同じ施文具て、日唇下

には 2列の連続剌突と一部に結節沈線が施文される。

隆帯の両脇には 2本の平行する波状沈線が施される。

85 

4は日縁部を隆幣によって楕円に区画される。区画内

は隆幣に沿って楕円状に 2重の結節沈線が施文される。

区画の中央には 2本の平行する波状沈線を施文する。

胎土には金雲母が多量に混入される。

5 ~ 7は勝坂系の七器てある。 5は小形の円筒状の

土器てゞ半裁竹管による沈線て区画された中は沈線て‘‘渦

巻文などを施文し、空いてる部分に細かく爪形文を施

文する。 6は日縁の隆帯上に細かい刻みを施す。日縁

部は半裁竹管による沈線が施文され、空いてる部分に

は櫛歯上の施文具て‘剌突を行なう。 7は口縁部の把手

の部分て‘ヽ、把手の項部の平坦面には沈線て‘‘渦巻文が施

文され、把手の外面にも沈線て渦巻文を施文する。

8~28は加杓利 E系のキャリパー形の深鉢形土器

てある。 8~17は日縁部の破片てある。 8、10は口縁部

に2本隆帯を横 S字上に貼付するものてある。地文は

8は日縁部は横方向胴部は縦方向の Lの撚糸文を施

文する。 10は横方向の単節 LRの縄文を施文する。

9、11は日縁部の中央に 2本隆帯を横方向に巡らせ、

部分的に菱形上に隆幣間を広げその中に隆帯て‘‘渦巻文

を貼り付ける。地文は横方向に単節 RLの縄文を施文

する。 12は隆帯によって渦巻文と楕円区両文が施文さ

れる。 13は日縁部に単節 RLの横方向の縄文を施文す

るものてある。 14は平坦面を持つ口唇部て‘、頸部と 2本

降帯て‘区画した日縁部には沈線て‘‘渦巻文や楕円区画文

を施文する。楕円区画内は縦方向の沈線を施文する。

頸部は無文帯を持つ。 15の地文は単節 RLの縄文を縦

方向に施文する。 16は頸部と区画する隆帯が突出して

渦巻文を施文する。 17は大形の土器て‘ヽ 、口縁部て` 隆帯

を波状に施文し波項部には円形の帖士を貼付し、沈線

て‘ヽニ重の輪を施文する。隆帯に沿って沈線が施文され

る。隆帯によって区画された内側は沈線を施文ずる。

18~21は頸部から胴部の破片て‘頸部は隆帯て区画さ

れる。 18の胴上部には3本の沈線が横方向に巡り、頸部

の隆帯と 3本沈線の間が本米は頸部無文帯て‘あったと

考えられる。地文は縦方向と斜め方向に条線が施文さ

れる。 19は日縁部は単節 RLの縄文が横方向に施文さ

れ、頸部からは条線が施文される。頸部は横方向に地



第57図 第84号住居跡出土遺物(3)
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第58図 第84号住居跡出土遺物(4)
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文の条線を粗雑に磨り消すが、一部磨り残す。 20は斜

め方向に Rの撚糸文を施文する。 21は縦方向に Lの

撚糸文を施文する。 22~28は胴部の破片て‘沈線による

懸垂文を施文する。 22はナデ状に沈線が浅く施文され

る。地文は単節 LRの縄文を縦方向に施文する。 23は

縦方向に単節 RLの縄文を施文する。 24は底部に近い

ものて‘‘3本の直線的な懸垂文と 1本の蛇行する懸垂文

が残る。地文は斜め方向に条線が施文される。 25~28

は懸垂文の沈線間を磨り消す。地文はすべて同じて単

節 RLの縄文て縦方向に施文される。 26は磨り消しが

粗雑て‘地文の磨り残しがある。 27、28は直線的な懸垂

文の施文間に蛇行懸垂文を施文する。

29~38は曽利系の深鉢形土器て‘ある。 29は日縁部に

日唇とつなげて隆帯を連弧状に貼付するものて‘ヽ、地文

は単節 RLの縄文を器面全体に不規則に縦方向と横

方向に施文する。 30は弧状の幅広の隆帯上に沈線を施

文する。胴部には短沈線が施文される。 31はやや開く

日縁部に隆帯て渦巻文などを施文するものて‘隆帯の区

画内は沈線を施文する。胴部は垂下する沈線と横に巡

る沈線をつないて枠状に施文する。地文は Rの撚糸文

が縦方向に施文される。 32は口唇部に沿って楕円状の

隆帯を連続して貼付して口縁部とするのて‘ヽ、胴部には

隆帯が懸垂する。地文は斜め方向に Lの撚糸文を施文

する。 33は無文の開く日縁部と頸部の区画に円形状の

刺突を施文する。 34、35は口唇下に 3本の沈線を巡ら

し、上の 2本の沈線に上下交互の剌突を加えて沈線間

を波状に作り出す。地文は34は流水文状の条線、 35は

単節 RLの縄文を縦方向に施文する。 34、35は連弧文

系の土器の日縁部の可能性がある。 36~38は胴部に沈

線や隆帯て大形の渦巻文や懸垂文を施文するものてあ

る。 36の地文は単節 LRの縄文を縦方向に施文する。

37は複節 LRLの縄文を縦方向に施文する。 38は単節

LRの縄文を縦方向に施文する。

39~50は深鉢形土器の胴部の破片て地文のみが残

るものて‘‘ある。 39、42、43は同一個体て‘Rの撚糸文を

縦方向に施文する。 40、41はLの撚糸文を縦方向に施

文する。 44は0段多条の単節 RLの縄文が縦方向に施

文される。 45、46はltJ一個体て撚りのゆるい単節 RL

の縄文が縦方向に施文される。 47、50の地文は細かい

条線て‘47は縦方向や斜め方向に施文し、 50は流水状に

施文される。

48は浅鉢形上器の口縁部て‘‘沈線が重弧文状に施文

される。

49、51、52は底部の破片てある。 49の地文は条線て‘‘

ある。 5]は1本隆幣の懸垂文が4単位施文されている。

地文は磨り消されているらしく不明て‘ある。 52は地文

は斜め方向に単節 LRの縄文が施文される。

53~72は出土した石器てある。 53は磨製石斧の基部

てある。器面には調整のための敲打痕が残る。

54~61は打製石斧てある。 54~56は基部と刃部輻が

変わらない短冊形て‘‘57~59は撥形て‘、ある。 54は斜め方

向に擦痕が入るが麿きの痕跡かは不明てある。 55は刃

部、 56は基部を欠損する。 58、59は側縁部にゆるやか

な挟りが入る。 60は欠損が激しいため形状は不明て‘‘あ

る。 61はいわゆる分銅形の打製石斧て‘ヽ、側縁の挟り部

分は丁寧に歯潰しを施す。 6]は形状や石材から中期よ

りも古い可能性がある。

62は掻器て‘ある。裏面には大きく一次剥離面を残し

刃部には簡単な調整を加える。

63、64は磨石て‘ある。 64は偏平なものて側縁の一部

に敲打痕が残る。

65、66は砥石てある。 65は両面を砥石面として使用

する。側縁の一部には敲打痕が残る。

67は磨面もあるが側縁の敲打痕が顕著てあり敲き具

として利用していることから敲石として分類した。

68、69、71、72は凹石て‘ある。 68、69は麿面も持ち

凹みは一面に一個所ずつてある。 7]は複数凹みが存在

するものて‘72も剥落しているが、複数の凹みが存在し

ていたと考えられる。

70は石皿の破片て、裏面には複数の凹みが残る。

遺物は加曽利 E系と曽利系が多く、その中て時期幅

がある。時期は中期後葉てある。
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第 1表住居跡出土石器一覧表

図版番号 出土地点 器種 長さ (cm) 輻（cm) 厚さ (cm) 重さ(g) 石材 備考

第10図 47 第 5号住居跡 打製石斧 11 60 4 92 1 90 148 39 砂 岩

第10図 48 第 5号住居跡 打製石斧 5.90 4.55 1 70 47.89 砂 岩

第10図 49 第 5号住居跡 磨製石斧 4 45 2 60 2.30 16.85 軽 石

第10図 50 第 5局住居跡 麿製石斧 5 40 4.10 3 60 56 92 軽 石

第10図 51 第 5号住居跡 磨製石斧 9 90 7 40 3.68 349 05 』女'’ 山 岩

第10図 52 第 5号住居跡 凹 石 11 90 12 41 3 30 652 74 絹雲骨片岩

第10図 53 第 5号住居跡 凹 石 10 20 10.80 5 00 491.46 多孔質安山岩

第10図 54 第 5号住居跡 凹 石 11 65 6 60 5 75 674.27 絹雲母片岩 炉跡

第10図 55 第 5号住居跡 凹 石 8 50 12 65 4 95 700 00 絹雲母片岩

第16図113 第 6号住居跨 石 鏃 2.38 1.87 0.48 2.04 砂 9ぃ•旦

第16図114 第 6号住居跡 石 錘 5 12 5 02 0 95 34.95 緑氾片岩

第16図115 第 6号住居跡 磨製石斧 14 20 5.26 3 90 476 00 凝 灰 石！上』

第16図116 第 6号住居跡 打製石斧 12.60 4.70 2.30 149.03 ホルンフェルス

第16図117 第 6号住居跡 打製石斧 11.18 4.98 2.15 134. 78 ホルンフェルス

第16図118 第 6号住居跡 打製石斧 11.30 5.15 2 00 122.05 砂 岩

第16図119 第 6号住居跡 打製石斧 11. 70 5.10 1.80 109.82 砂 •1 9・ロー

第16図120 第 6号住居跡 打製石斧 12 95 6.00 2 10 177.42 砂 右L 

第16図121 第 6号住居跡 打製石斧 12.50 5.10 2.25 90.82 ホルンフェルス

第16図122 第 6号住居跡 打製石斧 11.40 5.00 2.50 166.18 砂 岩

第16図123 第 6号住居跡 打製石斧 12 90 5.20 1 70 149.32 砂 岩

第17図124 第 6号住居跡 打製石斧 10.30 5.20 1. 75 92.86 ホルンフェルス

第17図125 第 6局住居跡 打製石斧 8 48 4.30 2 30 82 88 ホルンフェルス

第17図126 第 6号住居跡 打製石斧 8.40 4.60 2.00 74.14 ホルンフェルス

第17図127 第 6号住居跡 打製石斧 11 50 6.35 2 80 221.75 砂 岩

第17図128 第 6号住居跡 打製石斧 8 20 4 88 2 90 151.07 ホルンフェルス

第17図129 第 6号住居跡 打製石斧 7.50 5.20 2.55 110. 44 砂 岩

第17図130 第 6号住居跡 打製石斧 6 72 6.20 2.10 82.52 砂 右山

第17図131 第 6号住居跡 打製石斧 9.69 4.65 1.50 69.65 砂 宕

第17図132 第 6号住居跡 打製石斧 6.12 3.85 2.40 58.94 砂 石山

第17図133 第 6号住居跡 掻 器 6.41 7.30 2 05 115 53 ホルンフェルス

第17図134 第 6号住居跡 掻 器 6.13 7 98 1. 90 90.54 ホルンフェルス 炉跡

第17図135 第 6砕住居跡 磨 石 14.10 9.30 2.80 509.45 緑泥片岩

第17図136 第 6号住居跡 磨 石 9 00 7.05 4.35 417.59 安 山 岩

第18図137 第 6号住居跡 石 皿 16.80 24.25 8.10 4150.00 閃 緑 岩 炉跡

第18図138 第 6号住居跡 石 皿 19 05 18.70 8.13 2693.52 安 山 “ 臼． 炉跡

第18図139 第 6号住居跡 石 皿 12.75 11 91 5.65 862.70 多孔質安山岩

第18図140 第 6号住居跡 凹 石 21.60 13.80 6.60 2119. 70 絹雲母片岩

第18図141 第 6号住居跡 凹 石 21.20 8.50 3 19 790 08 絹雲母片宕

第24図 84 第8号住居跡 麿製石斧 11.68 4.17 3.45 221.79 凝 灰 石山~ 

第24図 85 第 8号住居跡 打製石斧 11.30 5.10 2.40 172 10 砂 岩

第24図 86 第 8号住居跡 打製石斧 8.80 4 25 1 70 93.61 砂 岩

第24図 87 第 8号住居跡 打製石斧 6.32 4.50 1.35 42 39 ホルンフェルス

第24図 88 第 8号住居跡 打製石斧 7.18 4.58 2 10 82 08 砂 岩

第24図 89 第 8号住居跡 打製石斧 7 10 5 22 1.87 58 02 ホルンフェルス

第24図 90 第 8号住届跡 磨 石 5.95 5.25 3 30 100 28 多孔質安山岩

第27図 68 第 9号住居跡 打製石斧 13.35 4 50 2 20 156.21 砂 岩

第27図 69 第 9号住居跡 打製石斧 11.58 5.35 2 30 144 76 砂 岩

第27図 70 第 9号住居跡 打製石斧 8 45 5.55 1 57 78 80 砂 岩

第27図 71 第 9号住居跡 打製石斧 8.90 4 42 1. 70 82.99 ホルンフェルス 床直

第27図 72 第 9 号•住居跡 打製石斧 7 62 4.58 1 50 66 85 砂 岩

第27図 73 第 9号住居跡 掻 器 6 93 3 92 1. 51 36.41 ホルンフェルス 床直

第27図 74 第 9号住居跡 古阿」 石 11.15 3 05 2.32 120.28 ホルンフェルス 床直

第27図 75 第 9号住居跡 磨 石 12.70 2 95 1 30 68 87 絹雲母片岩

第28図 76 第 9号住居跡 磨 石 21 60 11. 45 4.60 1092.13 多孔質安山岩 床直

第28図 77 第 9号住居跡 石 皿 39.00 14 20 3420.00 点紋緑泥片岩 炉跡

第28図 78 第 9号住居跡 凹 石 38 15 23 50 11.10 9880.00 絹雲母片岩 炉跡
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図版番号 出上地点 器種 長さ (cm) 輻（cm) 厚さ (cm) 重さ(g) 石材 備考

第28図 79 第9り住屈跡 凹 石 33.90 16 55 4 70 3076.58 絹雲母片岩 床直

第32図 64 第14号1i居跡 打製石斧 9 80 3.70 2.10 89 32 砂 巴凸

第32図 65 第14号1中居跡 打製石斧 13.08 5.47 2 20 156 00 砂 岩

第32図 66 第14号住居跡 打製石斧 9.20 5.28 2.25 131 26 砂 岩

第32図 67 第14号住届跡 打製石斧 6 78 4 90 2.02 73.44 砂 岩

第32図 68 第14号住居跡 打製石斧 8 10 4.38 2.10 87.87 砂 岩

第32図 69 第14り住届跡 打製石斧 7. 72 3.95 2 45 80 59 砂 岩

第33図 70 第14号住居跡 打製石斧 12 30 5 35 1.65 141.85 点紋緑泥片岩

第33lxl71 第14号什居跡 打製石斧 10.13 4.60 1 75 91.37 砂 岩

第33図 72 第14号住店跡 打製石斧 7.50 5.82 2 55 129.31 砂 岩

第33図 73 第14号住居跡 掻 器 4 90 7 00 1 20 43 30 ホルンフェルス

第33図 74 第14号住居跡 掻 器 4.82 9.00 1 58 68.99 頁 岩

第33図 75 第14号住屈跡 麿 石 10.25 5.99 1 80 146.95 絹雲母片岩

第33図 76 第14号住居跡 磨 石 8 80 6 70 4.80 421. 90 安 山 岩

第33図 77 第14号住居跡 磨 石 13.50 6.95 3.30 406.10 多孔質安山岩

第33図 78 第14号住届跡 凹 石 13.85 6.85 3 90 297.61 絹雲母片岩

第33図 79 第14局住居跡 石 皿 21 00 9 60 2.15 441. 77 絹雲母片岩

第34図 26 第20号住居跡 掻 器 8.51 6.00 1.25 52.02 粘 板 岩

第34図 27 第20号住居跡 磨 石 16.40 15.35 4.40 1504.36 絹雲母片岩

第34図 28 第20号仕居跡 凹 石 10 90 9 20 2.60 356.12 点紋緑泥片岩

第34図 29 第20号住居跳 凹 石 9 60 7.30 3.21 276.24 絹雲母片岩

第39図 75 第17り住居跡 石 鏃 1.38 1.03 0 41 0.38 黒 曜 石

第39図 76 第17局仕居跡 石 鏃 2 77 2 72 0.38 1 12 黒 曜 石

第39図 77 第17号住居跡 磨製石斧 8.20 3.60 1.38 73 91 凝 灰 心！」」

第39図 78 第17号住居跡 麿製石斧 13.20 4.38 3 20 236 01 ホルンフェルス

第39図 79 第17号1主居跡 打製石斧 11.03 4.30 2.70 140 89 砂 岩

第39図 80 第17号住居跡 打製石斧 14.10 6.91 2 95 277.67 ホルンフェルス

第39図 81 第17号住居跡 打製石斧 15.28 5.10 2 75 251.63 ホルンフェルス

第39図 82 第17号住居跡 打製石斧 9.78 5.25 1. 70 76 91 砂 仁！勺．

第4()図 83 第17号住居跡 打製石斧 7.55 4.58 1.60 58.27 砂 岩

第40図 84 第17号住居跡 打製石斧 6.13 4.43 1.85 57.55 ホルンフェルス

第40図 85 第17号住居跡 打製石斧 5.42 4.20 2 05 49 77 砂 石9口

第40図 86 第17砕住居跡 打製石斧 5.70 4 30 1 42 46.19 砂 岩

第40図 87 第17号什居跡 喫 器 5.61 7.43 2.65 92.59 硬質砂岩

第40図 88 第17号住届跡 石 皿 12.85 12 00 5 50 792 35 絹雲母片岩

第40図 89 第17号什居跡 凹 石 8.90 9.15 3.00 292.55 絹雲母片岩

第40図 90 第17号住居跡 磨 石 8.80 7.30 4 45 384.14 安 山 石LLI 

第40図 91 第17砕住居跡 砥 石 8.00 9 42 1 60 112. 92 砂 岩

第40図 92 第17号住居跡 磨 石 22 30 8.25 4.50 1333.59 点紋結晶片岩

第42図 9 第19号住居跡 礫 器 10.10 11.10 4.40 518.63 砂 岩

第42図 10 第19号住居跡 磨 石 10 90 7 90 4.10 523 07 安 山 岩 床直上

第43図 6 第21号住居跡 石 皿 17 90 9.50 2.60 580.92 緑泥片岩

第48図 11 第24号住居跡 打製石斧 8.25 4 50 1. 20 61.67 砂 岩

第48図 12 第24号住居跡 打製石斧 8.70 5.90 5 50 350 93 安 山 石山~ P7 
第50図 42 第26号住居跡 打製石斧 13 51 5 07 2 75 138.25 砂 岩

第50図 43 第26号^1中居跡 打製石斧 10 45 4.86 2.15 108 63 ホルンフェルス

第50図 44 第26号住届跡 打製石斧 7.16 4.10 1 50 65 81 点紋緑泥片岩

第50図 45 第26号住居跡 打製石斧 7 28 4.10 1, 8 5 65 73 ホルンフェルス

第50図 46 第26号住居跡 磨 石 11 60 8 30 3 50 486 63 閃 緑 石山~ 

第53図 46 第28号住居跡 磨 石 11 40 5.22 1.80 163 92 安 山 岩・

第53図 47 第28号住居跡 暦 石 8 10 6.95 3 40 270 01 安 山 岩

第53図 48 第28号住居跡 磨 石 10.12 8 50 3.11 412.80 安 山 岩

第53図 49 第28号住居跡 磨 石 12.50 6 75 3 55 448.98 安 山 岩

第53図 50 第28号住居跡 磨 石 11 30 7.50 6 70 829 87 安 山 岩

第57図 53 第84号仕居跡 磨製石斧 6.86 3.69 2.22 95.08 凝 灰 岩

第57図 54 第84号住居跡 打製石斧 12.02 3.90 1. 65 104.28 凝 灰 右LL』

第57図 55 第84号住居跡 打製石斧 9.91 4 43 1 80 79.92 ホルンフェルス

第57図 56 第84号住居跡 打製石斧 8.40 4.93 2 27 113 14 砂 岩
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図版番号 出上地点 器種 長さ (cm) 幅(cm) 厚さ (cm) 重さ(g) 石材 備考

第57図 57 第84号住居跡 打製石斧 10 20 4 78 1 50 100. 93 結 晶片岩

第57図 58 第84号仕届跡 打製石斧 10.11 5.50 1 95 112. 94 砂 岩

第57図 59 第84号住居跡 打製石斧 8 00 5.51 1 70 94 29 砂 岩

第57図 60 第84号住居跡 打製石斧 3.90 9,00 1 15 41 22 ホルンフェルス

第57図 61 第84号住居跡 打製石斧 6.88 12 20 2.70 239.37 ホルンフェルス

第57図 62 第84号仕居跡 掻 9在’"ト• 10.08 11 40 3 00 319.52 頁 右山

第57図 63 第84号住居跡 窮 石 5 30 6 80 4 25 178.11 安 山 岩

第57図 64 第84号住居跡 磨 石 12 90 7.18 1 42 198.59 点紋緑泥片岩

第57図 65 第84砂住居跡 砥 石 9 80 8 06 1 45 142 93 砂 岩

第57図 66 第84峙住店跡 砥 石 4.53 7 95 2 60 99.88 砂
ぃ,_,, 

第58図 67 第84号仕居跡 古阿Jc 石 12.02 5.80 3.52 363.28 ホルンフェルス

第58図 68 第84り^ 住届跡 凹 「 14 10 7 85 2.80 348 84 絹雲 母片 岩

第58図 69 第84号住肛跡 凹 石 9 07 4 50 3.62 244.07 点紋緑泥片岩

第58図 70 第84号仕居跡 石 llil 14.15 15.23 6.40 1770 79 点紋緑泥片岩

第58図 71 第84号住居跡 凹 石 24.40 8 05 3.80 951 12 絹霙母片岩 炉跡

第58図 72 第84号住居餅 凹 石 32.40 11 75 7.45 3670.00 絹雲母片岩
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第 2表住居跡柱穴深度表

第5号住居跡

ピット番号 P1 (m) P2 (m) P3 (m) P4 (m) P5 (m) P6 (m) P7 (m) P8(m) pg (m) 
床 面 109. 79 109. 77 109.80 109. 74 109. 76 109.94 109. 71 109. 35 109. 32 

ピット底面 109.03 109. 61 109. 27 109. 53 109. 22 109. 22 109. 46 108. 92 108. 91 

第6号住居跡

ピット番号 P1 (m) P2 (m) P3 (m) P4 (m) P5(rn) P6 (m) P7 (m) P8 (m) pg (m) P10 (m) 

床 面 110. 69 110. 76 110. 75 110. 62 110. 64 110. 69 110. 72 110. 71 110. 79 110. 79 

ピット底面 110. 15 110.12 110. 22 110. 47 110. 41 110. 46 110. 07 110. 58 110. 62 110.43 

ピット番号 P11 (m) P12 (m) 

床 面 110. 75 110. 75 

ピット底面 110. 36 110. 38 

第8号住居跡

ピット番号 P1 (m) P2 (m) P3 (m) P4 (m) P5 (m) P6 (m) P7 (m) P8 (m) pg (m) P1 O (m) 

床 面 110. 45 110. 46 110. 46 110. 53 110. 58 110. 44 110. 43 111. 12 110. 43 110. 42 

ピット底面 110. 29 110. 33 110. 00 110. 26 110. 23 110. 25 109. 87 110. 35 110. 22 110. 29 

ピット番号 P11 (m) P12 (m) 

床 面 110. 40 110.43 

ピット底面 110. 25 110. 17 

第9号住居跡

ピット番号 P1 (m) P2 (m) P3 (m) P4 (m) P5 (m) P6 (m) P7 (m) PB (m) P9 (rn) P10 (m) 
床 面 110. 00 111. 03 111. 03 111. 07 111. 15 111. 08 110. 07 111. 06 111.02 111.03 
ピット底面 110. 72 110. 91 110. 83 110. 61 110. 85 110. 97 109.82 110. 81 110. 84 110. 84 

ピット番号 P11 (m) P12 (m) Pl 3 (m) P14 (m) P15 (m) P16 (m) P1 7 (m) 

床 面 110. 99 111. 00 110. 83 110. 99 110. 99 111.00 111.00 
ピット底面 110. 61 110. 75 110. 57 110. 72 110. 69 110. 36 110. 79 

第13号住居跡

ピット番号 P1 (m) P2 (m) P3 (m) P4 (m) P5 (m) P6 (m) 
床 面 110.2 110. 23 110. 22 110. 35 110. 45 110. 55 
ピット底面 110. 01 110. 12 110. 07 110. 13 110. 09 110. 46 

第14号住居跡

ピット番号 P1 (m) P2 (m) P3 (m) P4 (m) P5 (m) 
床 面 111. 34 111. 27 111. 29 111. 53 111. 70 
ピット底面 111. 10 111.00 111.09 111. 27 111. 28 

第17号住居跡

ピット番号 P1 (m) P2 (m) P3 (m) P4 (m) P5 (m) P6 (m) P7 (m) P8(m) pg (m) P10 (m) 
床 面 110. 90 110. 87 111. 07 111. 03 110. 94 110. 95 110. 93 110. 01 111. 11 111.08 
ピット底面 110. 28 110. 47 110. 57 110. 40 110. 30 110. 62 110. 48 110. 55 110. 59 llO. 89 
ピット番号 P11 (m) P12 (m) P13 (m) P14 (m) 
床 面 111. 05 111. 00 110. 99 111. 01 
ピット底面 110. 57 110. 55 110. 61 110. 55 
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第19号住居跡

ピット番号 P1 (m) P2 (m) P3 (m) P4 (m) P5 (m) 

床 面 111. 60 111.68 111. 75 111. 64 111. 63 

ピット底面 111. 29 111. 43 111. 33 111. 38 111. 18 

第20号住居跡

ピット番号 P1 (m) P2 (m) P3 (m) P4 (m) 

床 面 110.93 111. 32 106.25 95. 40 

ピット底面 110.92 111. 10 103.65 94. 75 

第21号住居跡

ピット番号 P1 (m) P2 (m) P3 (m) P4 (m) P5 (m) P6 (m) P7 (m) P8 (m) pg (m) P10 (m) 

床 面 114. 29 114. 40 114. 51 114. 55 114. 54 114. 50 114. 18 114. 19 114. 30 114. 16 

ピット底面 114. 09 114. 14 114. 11 114. 03 114. 17 114. 29 113. 92 113. 85 114. 16 114.05 

ピット番号 P11 (m) 

床 面 114. 14 

ピット底面 113. 81 

第22号住居跡

ピット番号 Pl (m) P2 (m) P3 (m) P4 (m) P5 (m) P6 (m) P7 (m) PB (m) pg (m) P10 (m) 

床 面 114. 08 114. 08 114. 11 114. 04 113. 93 114. 08 114. 05 114. 16 114.04 113. 96 

ピット底面 113. 62 113. 64 113. 66 113. 8 113. 79 113. 56 113. 54 114. 00 113.63 113. 65 

ピット番号 P11 (m) P12 (m) P13 (m) P14 (m) P15 (m) 

床 面 114. 00 114. 01 114. 00 113. 87 113. 38 

ピット底面 113. 64 113. 5 113. 41 113. 51 113. 37 

第23号住居跡

ピット番号 P1 (m) P2 (m) P3 (m) P4 (m) P5 (m) P6 (m) 

床 面 114. 14 114. 14 114. 08 114. 04 114. 06 114. 12 

ピット底面 113. 73 113. 62 113. 71 113. 55 113. 82 113. 88 

第24号住居跡

ピット番号 P1 (m) P2 (m) P3 (m) P4 (m) P5 (m) P6 (m) P7 (m) P8 (m) 

床 面 113. 70 113. 61 114. 51 113. 75 113. 70 113. 62 113. 49 113. 52 

ピット底面 113. 31 113. 45 113. 57 113. 54 113. 31 113. 48 113. 11 113. 27 

第26号住居跡

ピット番号 P1 (m) P2 (m) P3 (m) 

床 面 113. 35 113. 28 113. 20 

ピット底面 113. 01 113. 02 113. 00 

第28号住居跡

ピット番号 P1 (m) P2 (m) P3 (m) P4 (m) P5 (m) P6 (m) P7 (m) P8 (m) pg (m) 

床 面 112. 18 112. 15 112. 12 112. 22 112. 08 112. 07 112. 15 112. 06 112.08 

ピット底面 111. 91 111. 93 111. 68 111. 99 111. 57 111. 66 111. 82 111. 57 111. 89 

第84号住居跡

ピット番号 P1 (m) P2 (m) 1 P3 (m) P4 (m) P5 (m) P6 (m) P7 (m) P8 (m) 

床 面 108.68 108. 88 108.83 108.02 108. 81 108. 76 108.67 108.64 

ピット底面 108. 24 108. 33 108. 18 108. 27 108. 37 108. 35 108. 21 108. 10 
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(2)土横 はなて‘‘ている。2本の隆帯間の地文は簡単に磨り消して

広木上宿遺跡から発見された土墟は165基て‘‘あった。 おり、地文がほとんど磨り残されている。地文は縦方

そのうち縄文時代の土堀は13基て‘ある。いずれも縄文 向に 0段多条の RLの縄文を施文する。 6~8、10は

時代の住居跡が検出されている調査区の北半部から発 地文のみが残る胴部の破片てある。 6、 7は同一個体

見されている。遺物は縄文時代中期中葉から後葉のも て地文は斜め方向に単節 LRの縄文を施文する。 8、

のが出土しており、土墟の時期もそれに相当すると考 10は縦方向に単節 LRの縄文を施文する。 11は底部の

えられる。 破片て‘‘ある。遺物は中期後葉の時期の土器が主体的に

第52号土堀（第59図）

D-20グリッドに位置する。調査区の北斜面が降りた

部分て検出された。形状や発掘の覆土の状況より縄文

時代とした。遺物は出土しなかった。

第53号土壊（第59図）

D-21グリッドに位置する。北側には第52号土堀が位

置する。遺物は出土しなかったが、形状や発掘の覆土

の状況から縄文時代とした。

第54号土堀（第59図）

D-21グリッドに位置する。西側に第53号土横が位置

する。形状や発掘の覆土の状況から縄文時代とした。

遺物は出土しなかった。

第71号土堀（第59図•第61 図）

E-25グリッドに位置する。第13号住居跡内に重複し

て検出された。第13号住居跡の覆土が削平されていた

ため、検出状況から新旧関係はわからなかった。

遺物は土器片が出土した。 1、2は勝坂系のやや外

反して開く無文の日縁部て‘ある。口唇は折り返し状に

内側に段を作る。 3~ 5、9は加曽利 E系または曽利

系と考えられる。 3は波状日縁部て丁l唇下に 2本の沈

線が巡り、胴部は綾杉状に細い短沈線を施文する。薄

い丁寧なつくりてある。 4は頸部て‘‘くびれ胴部が張る

ものて‘ヽ、頸部は隆帯て‘区画し胴部は輻広な結節沈線を

縦方向に施文する。 5は胴部を枠状に沈線て‘区画する。

地文は LRの縄文を斜め方向と縦方向に施文する。 9

は胴部の破片て‘‘2本隆帯の懸垂文を貼付し隆帯の両側
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出土している。

第72土堀（第59図、第61図）

F-25、G-25グリッドに位置する。

遺物は少量出土した。 1は口縁部を隆帯て｀区画して

施文するものて、区画内は縦方向に沈線が施文されて

いる。 2は沈線て` 懸垂文を浅く施文する胴部の破片て‘‘、

地文は LRの縄文を縦方向に施文する。 3、4は縦方

向や斜め方向の細かい条線を地文として施文する。

5 ~ 7は出土した石器て‘ある。 5、 6は打製石斧て‘‘

大きさは違うが平面形状がほぼ同じものて‘ヽ、剥離調整

も似通っている。 ともに基部を破損する。 8は石皿て‘‘

ある。裏面の一部が剥落する。表面が使用されていた。

遺物は加曽利 E系の土器が出土しており、時期は中期

後葉て‘ある。

第73号土堀（第59図、第61図）

G-25グリッドに位置する。北側には第72号土墟が検

出されている。

遺物は土製円盤を 1点出土した。胴部の破片を使用す

るものて‘ヽ、周縁を打ち欠いて形を作り出している。文

様は沈線による懸垂文と斜め方向の短沈線が残る。長

さは3.25cm、幅は3.12cm、厚さは1.12cm、重さは15.

03gてある。文様から上製円盤は曽利系の深鉢形土器

の胴部を使用しており、時期は中期後葉と考えられる。

第74号土壊（第59図、第62図）

F-26グリッドに位置する。第14号住居跡内に重複し

て検出された。住居跡の土層断面より先後関係は第74

号土壊が住居跡の覆土をこわして掘りこんており住居
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第60図 第81 • 82号土墳遺物出土状態
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第62図 土墳出土遺物(2)
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跡より祈しい。

遺物は 3個体が復元てきた。 1は直上に日唇部がつ

くと推定される筒状になる深鉢形土器て‘‘ある。日唇部、

底部は欠損する。施文は沈線によって行われている。

日縁部は沈線を連弧状に施文し、弧の項部は渦巻文を

施文する。胴部は細かい波状の1本沈線が斜め方向に頸

部から底部に垂下するものて‘ヽ、規則性はなく多数を密

に施文している。途中て切れる沈線の端部が渦巻状に

なるものもある。地文は細かい条線を斜め方向と縦方

向に施文する。 2は無文の鉢の形状に近い浅鉢形土器

てある。口縁部を欠損するものて‘‘、胴部には縦方向の

器面調整痕が残る。 3は浅鉢形土器て‘口縁部と胴下半

を欠損する。無文の口縁部から屈曲して肩部を作り出

している。肩部には文様を施文し、隆帯による楕円区

画が残されていた。区圃内は縦方向の沈線を施文する。

遺物は第14号住居跡より若干新しい。時期は中期後葉

てある。

第76号土壊（第59図）

F-27グリッドに位置する。第77号・第78号土壊が近

接して検出されている。覆土は暗荼褐色土てローム粒

子が多羅に混入していた。遺物は出土しなかったが、

形状や覆土から第78号土堀と時期は変わらないと考

えられる。時期は中期後葉て‘‘ある。

第77号土壊（第59図）

G-27グリッドに位置する。第76号・第78号土墟と近

接している。覆土は暗荼褐色土てローム粒子を多鼠に

混入していた。遺物は出土しなかったが、形状や覆土

から第78号土堀と時期は変わらないと考えられる。時

期は中期後葉て‘‘ある。

第78号土堀（第59図•第62図）

G-27グリッドに位置する。第76号・第77号土壊と近

接する。覆土は暗荼褐色土て‘‘ローム粒子を多星に混入

してし、た。

遺物は土器の破片と石器が数点出土した。 1は波状

日縁部て波項部に隆帯を突出させて円形に貼り付け、

中を円形に窪ませる。隆帯の上には刻みを施す。口縁

部を区画する隆帯には左右交互から輻広な刻みを施し

区画内は沈線て文様を施文する。 2は隆幣て‘‘区画した

内側に沈線て‘‘文様を施文ずる。地文は横方向に単節

LRの縄文を施文する。 3は日縁部の破片て‘‘隆帯て` 施

文する渦巻文の一部が残る。 4は頸部から胴部の破片

て‘3本の沈線によって頸部を区画する。沈線間は磨り消

さない。波状の沈線を日縁部から頸部の区画文の上を

通過して胴部まて‘垂下させている。地文は斜め方向に

単節 RLの縄文を施文する。 5は頸部を沈線て‘区画す

るものて沈線間は地文を磨り消している。地文は単節

RLの縄文を斜め方向に施文する。 6は胴下半の破片

て地文のみが残る。地文は斜め方向に施文した単節

RLの縄文てある。 7は浅鉢形土器の底部片て、残って

いる胴部分は無文てあった。

8、9は出土した石器て‘ある。 8は基部を欠損する

撥形の打製石斧て‘ヽ、表面には大きく自然面が残る。刃

部の調整は裏面からのみおこなわれる。 9は縦長の剥

片を利用した掻器て‘ある。剥片の長辺の一方に、簡単

な調整剥離て刃を作り出している。遺物から時期は中

期後葉て‘ある。

第80号土堀（第59図•第62図）

G-28グリッドに位置する。平安時代の第18号住居跡

と隣接する。覆土は荼褐色土て‘‘ハードロームを若干合

んて‘‘いた。

遺物は土器の破片が少量出土している。 1~3はい

ずれも杵利系の深鉢形土器て‘ある。 1は頸部て‘‘くびれ

日縁が開く器形の無文の日縁部てある。 2は頸部を隆

帯て‘区画する。隆帯の間には沈線を 2本施文し、 2本

の沈線上には雨だれ状の刺突を同じ方向に連続して施

文する。胴部は隆帯て‘‘文様を施文し渦巻文が残るが、

渦巻からのびる隆幣が大形の渦巻文になる可能性が高

い。地文は 0段多条の RLの縄文を縦方向に施文す

る。 1と2は接合はしなかったが、胎土や色調から同

一個体と考えられる。 3は胴部に隆帯て‘渦巻文などを
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第63図土壕出土遺物（3)
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第64図土壊出土遺物(4)
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施文する土店尉である。地文は単節 RLの縦方向の縄文

を施文する。遺物の時期は中期後葉て‘ある。

第81号土壊（第59図、第60図、第63図、第64図）

H-28、29グリッドに位置する。一部が攪乱をうけ

る。第82号土壊の北側に隣接している。

遺物は土器片を中心として多量に出土し、 3個体が

復元てきた。出上状態は第60図て‘示されるように土壊

の中央付近に集中して出土しており、 2層と 3層が主

に遺物を包合する層位てある。

1は本米は頸部無文帯のあるキャリパー形の深鉢形

土器てあったと考えられる。しかし 2段の隆帯を巡ら

せる日唇部となるべき場所に、胴部と考えられていた

破片が接合し上下が不明となってしまった。隆帯や沈

線が頸部無文帯部を下にした状態て］施文を行なって

いるため便宜的に無文部を下にした状態て‘図示した。

底部はなく土器の使用時の上下関係は不明てある。日

縁部は 2本隆帯によって区画され、区画内は沈線に

よって渦巻文や三叉文などが施文される。地文は単節

RLの縄文を斜め方向や横方向に施文する。日縁部上

部の 2本隆帯のうち、上の隆帯は地文を施文後に貼付

されている。隆帯間はなて‘‘て地文を消している。日縁

部の区画の中に沈線が施文されない狭い区画内は地文

を斜め方向や縦方向に施文して空間を埋めている。隆

帯上には地文を隆帯の方向にそって斜めや縦方向に施

文する。上部の器面に施文される地文は上半部の円筒

状部分は横方向に施文し、口縁文様帯にかけて角度を

持って広がる部分は斜め方向に施文している。

2は浅鉢形土器て‘口縁部が外に張り出して面を作り、

大きく屈曲して底部にいたる。エラ状に張り出したロ

縁部には隆幣によって楕円区画を作りだす。楕円内は

隆帯にそって丁寧ななぞりを入れ、隆帯の貼付部分は

斜めに落ちる段となっている。他こ施文はなく無文て‘

ある。

3は小形の深鉢形土器て‘底部を欠損する。日縁部は

無文て‘‘丸みを帯びて強く内湾し、胴部は円筒状となる。

頸部は 2本の沈線を巡らし胴部と区画される。胴部は

地文のみて‘Rの撚糸文を縦方向に、 3回に分けて施文

している。日縁部は一個所のみ隆帯を口唇から頸部に

垂下させて貼り付けている。端部は欠損しているが、

隆帯の形状は縦に伸びた S字状てあったと考えられ

る。隆帯上には刻みが施される。

4は橋状把手部分て、外而には隆帯によって円環状

の貼付がされている。内面には沈線の施文が残る。縁

はトサカ状にi皮打つように作り出されている。 5は日

縁部が無文の筒状の上器て‘、胴部には地文のみが施文

される。地文は Lの撚糸文が縦方向に施文される。

6、 9は日縁部がくびれた頸部から外側に広がる土器

て‘‘、 6は胴部に隆帯による渦巻文が残る。 9は口綜部

に縦方向の隆帯が乖下する。 7は底部の直上て‘‘胴部が

算盤王状に張り出した部分て、隆儒による楕円区画文

円環状の隆帯の貼り付けが残る。

8、10~15は深鉢形土器の胴部の文様帯部分てあ

る。 15以外は隆幣によって楕円に区画された文様帯が

残る。 8は楕円区画内に縦方向の沈線を施文する。楕

円区画の横の辺の隆帯上に円環状の隆帯を貼り付ける。

隆帯上には刻みがまばらに施される。 10は楕円区画内

は縦方向の沈線を施文する。 11は区画内に楕円の形の

沈線を 2重に施文する。隆幣上には浅く細い刻みを施

す。 12は円環状の隆帯を斜めに突出するように貼り付

けるものて、突出する側面部には沈線状に刻みを加え

る。 13は隆帯上に刻みを丁寧に施文する。 14は縦方向

の沈線て区画内を施文する。 15は区画内に渦巻状の隆

帯を貼り付けていたと考えられる。隆帯上には先が櫛

歯状の施文具て‘‘剌突を行なう。 16は胴部が張り出すも

のて‘隆帯上に15と同様な櫛歯状の剌突がある。また縦

方向に垂下して施文した沈線には左右交互からの剌突

が施されている。 17~19は内湾する口縁部分て‘‘17は沈

線を施文し間に単節 LRの縄文を施文する。 18、19は

隆帯によって区画され18は縦方向の沈線を区画内に

施文し、一個所二本の沈線上に左右交互の剌突を加え、

沈線間を波状に作り出す。 19は逆ハの字に短沈線を施

文する。 20は日縁部がそのまま開く土器て渭頁部に隆帯

を貼付する。日縁部には縦方向に沈線を施文する。
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21~26は胴部の破片て` ある。 21は渦巻状の隆帯を貼り

付けが残る。地文は斜め方向に単節 RLの縄文を施文

する。 22は縦方向の単節 LRとRLの縄文を交互に施

文して矢羽状に作り出す。 23は条線を不規則に縦方向

や斜め方向に施文している。 24~26は同一個体て‘‘底部

に近い破片て‘‘ある。単節 RLの縄文を横方向に施文す

るものて‘‘、 ]の土器と胎土や色調などが良く似ている

が、接合はしなかった。 27~29は浅鉢形土器て‘‘、 27は

日縁部が大きく屈曲する。日縁部の一部が盛りあがっ

ており、把手などが存在していた可能性がある。 28は

断面が角状の日唇部を持ち、日縁部下て‘大きく屈曲し

肩部を作りだす。肩部には RLの縄文が横方向に施文

される。 29は日唇は平坦て‘‘内外面に段を持つものて‘‘、

大きく開く口縁部から直線的に底部にいたる器形て‘あ

る。

30は打製石斧て‘刃部を欠損ずる。粗雑なつくりて‘‘、

刃部を欠損するとしても定形的に作られていない。表

面には大きく自然面が残る。遺物はほぼ同時期のもの

と考えられる。時寺期は中期後葉て‘‘ある。

第82号土壊（第59図、第60図、第64図）

H-29グリッドに位置する。第81号土墟の南側に隣

接する。

遺物は土横の中央付近から出上した。すべて土器の

破片て‘‘ある。 1~14は深鉢形土器て‘ある。 1は輻広な

面を日唇部に持つものて、筒状の器形になる。口唇の

一部には上下両方向からの剌突が加わる。日唇が破損

している部分には把手などが付く可能性がある。口唇

下から胴部には隆帯によって文様を施文する。隆帯の

端部は巻き込んて施文し、ボタン状の突起をつけるも

のもある。隆帯上には刻みを入れる。隆帯のうち 1本

に交互剌突を加え波状に作り出す。胴部は沈線を施文

して区画し、中に地文を残す。地文は単節 RLの縄文

を斜め方向に施文する。 2は隆帯を施文して胴部を区

画するものて‘‘ある。隆帯上に地文の縄文を施文した後、

隆帯の上に深く沈線を加えていく。隆帯によって区画

された胴部は、半裁竹管による沈線が日縁部と区画し

ながら隆幣の形に沿って施文される。区画内には地文

部分が残る。地文は単節 LRの縄文を縦方向に施文す

る。 3~ 6は日縁部が内湾して頸部がくびれるものて‘‘

ある。 3は口縁部を隆帯て区画し、隆帯上には刻みを

施す。区画内は深く沈線を縦方向に施文する。 4は輻

広に外に張り出した日唇部を持つものて、口唇直下は

沈線を巡らす。地文は日唇下は単節 RLの縄文が横方

向に 1段施文され、内湾して肉側に屈曲する部分は斜

め方向に施文する。 5は地文が無文の日縁部に隆帯を

貼り付けるものて‘ヽ、隆帯上は分割するように沈線を施

文し、沈線の両側に刻みを加える。 6は地文は単節 RL

の縄文が日縁部に横方向に施文され、降帯によって文

様を施文している。隆帯の上には結節沈線が断面が U

字状に挟れるように施文される。 7は隆帯て文様を施

文し区画していくものて、、隆帯上には刻みを施し一部

は交一互刺突を加える。曲線を描く隆帯の項部には円形

に隆帯を斜めに盛りあげて突起状に貼付し、隆帯上は

交直Ij突を加えて装飾する。区画内は沈線を施文し、

沈線の施文間には交互剌突や爪形文などが施文される。

8は隆帯によって日縁部を区画して施文していく。頸

部区画の隆帯の上に突起状に隆幣を貼付し、眼鏡状に

2つの穴を開けるが穿孔はしていない。隆帯上には刻

みを加えるが部分的に刺突や交互刺突が施文される。

区画内は沈線を施文する。 9は胴部文様帯の破片て‘あ

る。文様帯を隆帯によって区画施文していくものて‘‘、

隆帯の上には刻みを加え、区画内は沈線を施文する。

隆帯の端部は厚みを持って丸く巻き込んており、部分

的に隆帯側面に剌突を加える。 10は隆帯を楕円区画に

施文するものてある。隆帯上には刻みが施される。上

辺の隆帯下に沿って半裁竹管による半円の爪形文が残

る。楕円区画内は細い条線を施文する。 11は沈線によ

る区画が残されるものて‘、区画内は短沈線を施文する。

12、13は頸部から胴部の破片て、 12は隆帯て‘‘文様を施

文し区画していくものて、区画内は沈線を施文する。

頸部には区画の間には円環状の隆帯の貼り付けが残る。

隆帯の上には刻みを施すが、円環状の隆帯にはなにも

施文しない。地文は単節 LRの縄文を横方向に施文す
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る。 13は頸部を区画する隆帯の一部が残る。残存して

いる隆帯の上には沈線て‘‘分割し刻みを施文する部分と、

短沈線状の剌突を隆帯の上下交互から剌突し波状に作

り出す部分がある。地文は単節 RLの縄文を横方向や

斜め方向に施文する。 14は地文のみが残る胴部の破片

て、単節 RLの縄文が横方向と斜め方向に不規則に施

文される。 15、16は浅鉢形土器て‘ある。 15は大きく開

く日縁から直線的に底部にいたる器形て、、口唇部には

第 3表土壊一覧表

把手が円筒状に貼付される。面をつくる上面は渦状に

加工される。上面の稜線上には刻みが施文される。把

手の側面部には縦方向に沈線が施文される。 16は日縁

部から内湾しながら底部にいたる。日唇部は平坦面を

持ち端部の断面が四角になる。外面の日縁部部分は段

を持つ。出土している土器はほば同時期と考えられる。

時期は中期後葉て‘ある。

釆田 巧ロ グリッド 形状 長径 (m) 短径 (m) 深さ (m) 備 考

52 D-20 円 形 0 70 0.60 0 17 

53 D-21 楕円形 1.20 0 65 0.08 
54 D-21 円 形 0. 78 0.67 0 18 
71 E-25 円 形 1.25 1 15 0.35 第13号住居跡内

72 F,G-25 楕円形 1.12 0.74 0 25 
73 G~25 楕円形 1.55 1.06 0.16 

74 F~26 楕円形 1 14 0 92 0.15 第14号住居跡内

76 F-27 円 形 1.02 0.96 0.15 

77 G-27 円 形 1.10 0 95 0.23 

78 G-27 円 形 0.90 0.85 0.23 

80 G-28 楕円形 0.80 0.75 0 45 
81 H-28,29 楕円形 2.00 1 33 0.33 
82 H-29 楕円形 1 41 1.05 0.18 

第 4表 土墳出土石器一覧表

図版番号 器 種 長さ（cm) 幅（cm) 厚さ (cm) 重さ(g) 石 材

第60図第72号士握『 5 打製石斧 9 35 4.85 1.80 78.25 砂 岩

第60図第72号土墟— 6 打製石斧 15.80 6 73 2 80 283.77 ホルンフェルス

第60図第72号上漿ー 7 石 皿 23 97 14.27 7.80 316.00 点紋緑泥片岩

第61図第78丹土墟ー 8 打製石斧 10.93 7.08 2.38 157.61 砂 岩

第61図第78号土墟ー 9 掻 石 3.50 6 98 1.02 28.01 頁 ー凸ロ．L

第63図第81号土壊ー30 打製石斧 10.69 5.70 1. 70 103 82 ホルンフェルス
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第65図埋甕
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(3)埋甕（第65図）

G-25グリッドに位置する。広木上宿遺跡内て縄文時

代中期の住居跡が集中しているグリッドてある。遺構

は第72号土堀と第73号土堀の中間て検出された。一部

分が攪乱によってこわされている。平面形は楕円形て‘‘

長径1.3m、短径1.0m、深さは確認面より 0.35mて‘

あった。

遺物は正位置て‘‘2個体土器が埋設されていた。底部

を欠く深鉢形土器の中に胴上半を欠く深鉢形土器が入

る形て出土した。表面には自然礫が検出されている。

土器は遺構の底面よりもやや浮いた形て出土した。

1は外側の埋設土器てある。器形は日縁部が内湾し胴

上部てゆるやかにくびれ、胴下半て‘‘やや張り出して底

部にいたる。口唇下に 1本の沈線を巡らし沈線の上下

に円形剌突を横方向に巡らしていく。 4つの円形剌突

が胴部に張り出して方形に施文される部分を正面とし

た。胴部は沈線によって施文されるのみて地文はなく、

縦方向のけずりの痕跡が器面に残る。胴部の沈線は基

本的に懸垂文が大きく蛇行して垂下するものて、端部

は渦巻くものや、蕨手状のものや、折れ曲がるものな

どがある。日縁部ては横方向に沈線が施文され、端部

を向かいあって渦巻く文様が施文されるものや、波状

のものなどがある。

2は内側の埋設土器て‘‘ある。器形は胴が張り出して

底部にいたるものて‘‘1とくらべるとやや小形の深鉢形

土器て‘ある。胴部には沈線によって懸垂文を施文して

いる。直線的な 2本の沈線と、 2本の沈線が絡み合っ

て垂下するものが複数施文される。絡み合う沈線を蛇

行沈線としても、直線的な沈線とは規則性をもってい

ない。地文は沈線施文後に施文され、沈線間を磨り消

ず部分は直線的な懸垂文間だが規則的に磨り消し部分

を作ってはいない。地文は単節 RLの縄文を縦方向に

施文する。

遺物から時期は中期後葉て‘‘ある。
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第66図 不明遺構出土遺物(!)
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第67図 不明遺構出土遺物(2)
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(4) 不明遺構（第66図•第67図）

F-25グリッドに位置する。第6号住居跡と重複して

検出された。先後関係は住居跡の上層断面図て‘住居跡

の覆土を掘り込んて‘‘作られていることから、不明遺構

が住居跡よりも新しい。遺構は内側がこ｀く浅く段状に

窪むものて、、南側は攪乱によってこわされている。平

面形は円形て‘‘ある。長径が3.57m、短径が3.34mて深

さは確認面より 0.65mて‘‘ある。住居跡の可能性もある

が柱穴や炉跡などは検出されなかった。

遺物は土器を主体に出土しているが、第6号住居跡

の遺物が混入している可能性は高い。

の土器て‘‘隆帯によって区画された内側に渦巻文などを

沈線て施文する。 1は隆帯上に横方向に単節 RLの縄

文を施文する。 2は隆幣上には刻みが加えられる。

~8は加竹利 E系のキャリパー形の深鉢形土器てあ

る。 3~ 5は日縁部てありいずれも日唇直下に隆帯を

巡らす。 3は日唇下の隆帯の上下に細いナデ状の沈線

を施文する。頸部とは 2本の隆帯て‘‘区画し隆幣の上下

しこ、

文を横方向に施文ずる。

す。

ある。

1、 2は勝坂系

3
 

やや太い沈線を施文する。頸部には無文幣がある。

日縁には地文の単節 RLの縄文を横方向に施文する。

4は日縁部の隆幣は 2本てある。地文は単節 RLの縄

5は口唇下に隆帯を 1本巡ら

日縁部には 2本隆帯を連弧状に貼付する。弧項部

には隆帯を渦巻状に貼付してやや突出する。

文する。頸部は無文幣となる。

ロ唇―ドの

隆帯と渦巻文はつながらず、間に沈線状のなぞりが入

る。隆帯によって区画された中には沈線を縦方向に施

6 ~ 8は胴部の破片て‘‘

6は隆帯によって懸垂文が施文される。隆帯の

両側に沈線は施文されない。地文は単節 LRの縄文が

縦方向に施文される。 7は浮き彫り状の薄い 3本の隆

帯を施文して端部を渦巻状にする。地文は単節 RLの

縄文を縦方向に施文する。 8は地文の施文後に、半裁

竹管による沈線を間を空けて施文する。地文は単節

RLの縄文を斜め方向に施文する。

9、10は連弧文系の深鉢形土器て‘ある。 9は3本沈線

の連弧文の下の頸部のくびれる部分に、小さな波状の

2本沈線を巡らす。地文は条線てある。 10は3本の沈線

による連弧文が2段施文される。地文は Rの撚糸文を

縦方向に施文する。

11~16は曽利系の深鉢形土器てある。 11は頸部に 4

本の沈線を巡らす。沈線上には 4段にわたり交互に刺

突を加えて、沈線間を波状に作り出している。地文は

斜め方向に単節 RLの縄文を施文する。 12~16は胴部

の破片て‘‘14以外は隆帯によって懸垂文や渦巻文など

を施文するものてある。 12、13は降帯の施文間を短沈

線て埋める。 15、16は単節 RLとLRの縄文を縦方向

に交互に施文して、矢羽状に作り出している。 14は胴

部に2本の沈線を垂下させ沈線の施文の間に雨だれ状

の剌突を上から下に施文する。地文は Lの撚糸文を縦

方向に施文する。 17、18は浅鉢形土器て‘‘ある。開く無

文の日縁から頸部がくびれて肩部を作りだしている。

肩部は隆帯によって区画して文様を施文する。 17は区

画内に地文の単節 LRの縄文が横方向に施文される。

18は沈線を施文する。頸部の沈線間には剌突を加える。

19は鉢形土器の波状n縁部て縦方向の条線て地文が施

文される。 20は胴部から底部の破片てある。地文は条

線て‘ある。胴部に沈線による懸垂文が残されている。

出土遺物の時期は中期後葉てある。
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3 グリッド出土遺物

(1)グリッド出土土器（第68図～第74図）

グリッドからは早期から後期にかけての土器が出土

した。早期の土器は主に調査区の南斜面部から出士し

ている。前期後半から中期の土器は北斜面部から主体

的に出士している。中期の七器は南斜面からはほとん

ど出土していない。

第 l群土器（第68図 I~9)

早期の撚糸文系上器群を一括した。 1、 2は口縁部

の破片てある。 1は無文のものて‘ヽ、胎土に多贔の黒い

長石を含む。 2は日縁部がやや外反する。日唇下に狭

い無文部をあけて撚糸文を斜め方向に施文する。器面

状態が悪いため原体の撚りの方向は不明て‘‘ある。 3

~ 9は胴部の破片て‘ある。 3は外反して開く日縁部を

持つと考えられる。 Lの撚糸文が外反する部分より下

に縦方向に施文される。 4は底部に近い破片て‘‘、 Lの

撚糸文がやや斜め方向に施文される。 5はLの撚糸文

が斜め方向に粗く施文される。 6はRの撚糸文を縦方

向に施文する。 7はLの撚糸文を間隔を開けて縦方向

に施文する。ごく浅い施文て‘‘部分的に条痕状になる。

8は底部に近いものて‘‘Lの撚糸文を縦方向に施文す

る。 9は Rの撚糸文を密に縦方向に施文する。

第II群土器（第68図10~51)

早期の沈線文系土器群を一括した。田戸下層式にあ

たるものて、文様の施文の違いによって分類した。

第 1類（第68図I0) 

縄文を施文するものて‘、 1点のみが出土した。

10は日唇が肥厚せず先端が丸みを持つものて、、器形

はやや口縁が内湾し、浅く胴部て‘‘くびれて底部に至る

ものてある。文様の施文は、口縁部は細い沈線を口唇

下に横方向に巡らしたのち日唇部から斜め方向に、横

の沈線の上を通って施文していく。胴部には横方向に

単節 RLの縄文を施文する。胎土や施文などから、三

戸式て‘‘ある可能性もある。
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第 2類（第68図II~34)

沈線によって文様を施す土器群を一括した。 11、12

は口縁部て‘‘、 1]は口唇部がやや外傾して面を作り口縁

部が外反する。口唇上には細い沈線て‘刻みを入れる。

外反する日縁の下から、太い沈線が格子目状に施文さ

れる。 12は口唇部がやや外傾して面を作る。日縁から

やや外反して胴部にいたる。口唇上は摩滅が激しく施

文の痕跡は認められなかった。日唇直下には細い沈線

を狭い範囲て横方向に施文する。細い沈線の下から胴

部にかけて斜め方向に太い沈線が施文される。

13は細い沈線て‘‘横方向に、継ぎ足し状に多条に施文

するものて‘‘、一部格子目状に施文される。他よりも古

い様相を示すものて‘‘、三戸式て‘ある可能性もある。

14~25は胴部の破片て‘横方向に沈線が施文される

ものてある。 14~18は細い沈線て‘施文されるものて‘‘、

14~16は継ぎ足し状に多条に横方向に施文される。 17

は上部の沈線は継ぎ足し状て‘‘下部の沈線は 1本沈線状

に施文される。 18は横方向に1本沈線状に施文される。

19~25は太い沈線て‘継ぎ足し状に横方向に施文され

る。 25は底部に近いものてある。

26~34は斜めや縦方向に沈線を施文するものてあ

る。 26~28は太い沈線を斜めに施文するものて‘‘、 28は

底部近くの破片てある。 29は格子日状に沈線を施文す

る。 30、31は鋸歯状に沈線を施文する。 32、33は横方

向の沈線て‘区画しているものて‘ヽ、横の沈線にそって32

は長短の向きの違う斜方向の沈線を施文し、 33は鋸歯

状に施文する。 34は縦方向の沈線によって区画され、

縦の沈線にそって横方向の沈線や斜め方向の沈線を施

文する。沈線は30がやや細いが、他は太い沈線を施文

する。 32は区画する横の沈線がやや細いが器面が風化

しているため明確て‘‘はない。 33、34は同じ太さの沈線

て施文される。

第 3類（第69図35~40、42~45)

剌突文を施文する土器を一括した。

35は剌突文のみを施文している口縁部て‘ある。外傾



第68図 グリッド出土土器(I)

E24 

S62 

T62 

T62 

T62 
T62 

T63 

口

泣

馨□862 

返
畠□
 

呈言畠口
峰
咬

B
呵
痰

泣

慮

之

》

唸
令
暴
噸

[
〗
ヽ

5亀

1

2

 

ロ

頂

S・V61~6'o 5cm • T63 

1 :2 

-109-



第69図 グリッド出土土器(2)
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して面を持つ目唇部には細かく刻みを入れる。文様は

剌突文のみて、横方向に巡らした段を複数作っていく

ものてある。 35以外は刺突文と沈線文とがあわせて施

文されている土器て‘‘ある。

36~40、42は横方向に施文された沈線と剌突文を合

わせて施文している。 36~39は刺突文によって区画し

ていると考えられるもて‘‘、剌突文の上下に横の沈線文

が施文される。 36は角頭状の刺突文て‘ある。 38は二 2

段の剌突文が施文される。 40、42は施文された横方向

の沈線の間に剌突文が施文されるものてある。

43、44は細い沈線文と刺突文が並列して横方柏］に

巡って区両するものて‘‘、区画の上または下には太い沈

線によって文様を施文する。 43は鋸歯状に、 44は波状

に沈線を施文する。

45は剌突文の上ドを横方向の沈線て‘‘かこんて‘区画

し、 その上下を上は斜め方向の沈線、 ドは横方向の沈

線を施文する。

第 4類（第69図41、46~50)

貝殻腹縁文を施文する上器てある。

41は横方向に施文されている沈線文と剌突文の間

に斜めに施文している。 46、47は斜め方向や横方向に

施文された沈線の間に沈線文の形にそって施文してい

る。 48は貝殻腹縁文を横方向に何重にも巡らしたの

ち、縦方向に剌突文を施文し区両している。 49は沈線

文の施文の空いた部分に施文する。 50は2本の輻の狭

い沈線文の区圃内に斜めに連続して施文する。 46、47

は比較的大きめの貝殻腹縁文てある。

第 5類（第69図51)

無文の底部の破片てある。尖底となるものてある。

第Ill群土器（第69図52~69)

前期前半の胎上に多量に繊維を合む土器群を一括し

た。

第 1類（第69図52~66)

胎土に多量に繊維を含むものて‘ヽ、胎土や整形などが

古い様相のものを一括した。花積下陪式に相当すると

考えられる。

52、53は胴部の破片て条痕文が器面に斜め方1,LI］に施

文されるものて‘ある。

54~61はいずれも胴部の破片て‘‘ある。 54~56、

62~64は羽状縄文を施文する。 54、62は0段多条の縄文

を施文している。 64は無節の Lと0段多条の RLが施

文される。他は単節の縄文を施文する。 57~59、61、

65、66は横方向に施文された縄文が残されるものて‘‘、

57、58、65、66は単節 RLの縄文、 59、61は0段多条

の RLの縄文を施文する。

第2類（第69図67~71)

胎土に繊維を多量に含むものて、黒浜式に相当する

ものと考えられる。

67は胴上部て‘‘くびれて日縁部が外反する器形と考

えられる胴上部の破片て‘ある。内面をなてて丁寧に整

形する。地文は単節 LRの縄文を横方向に施文する。

68~71は胴部―卜半にかけての破片てある。 68は羽状縄

文を施文するものて‘‘、 0段多条0)縄文て‘施文する。内

面は横方向に丁寧になてて整形している。 69~71は無

節の縄文を施文するものて‘‘、 69、70は無節 R、71は無

節 Lてある。

第IV群土器（第70図72~IOI) 

前期後半の上器群を一括した。諸磯 b式と諸磯c式

に大別てきる。

第 1類（第70図72~84)

諸磯 b式の土器を一括した。 72、73は爪形文が施文

される。胴部上半て‘‘屈曲して [l縁部が開く器形の屈曲

する部分と考えられる。 2列の爪形文が施文されてい

る。 72は爪形文の下の胴部に横方向に単節 RLの縄文

を施文する。

74~82は浮線文を施文するものて‘‘、 74~77は地文施

文後にやや幅の広い浮線文を横方向に施文する。施文

後に上からなて‘つけられており、原みはほとんどない。

浮線文上には斜め方向の刻みが施され、浮線文が複数

列の場合は同きを変えて施文する。 75の上方の浮線文

はほとんど乎らになて‘‘られており、刻みは施されない。

地文はすべて単節 RLの縄文て‘‘横方向に施文する。
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78~82は細い浮線文を施文するものてある。浮線文は

上からなて‘‘つけてはおらず、刻みなどによって押さえ

ていると考えられ、幅広のものに比べ立体的になるが

剖落も激しい。 78は波状日縁部て‘‘大きく日縁が内湾し

ている。浮線文は単節 RLの縄文を横方向に施文後

に、 4列横方向に施文しているが4列日は剥落してい

る。 79は横方向に施文した浮線文の間に剌突列が施文

されている。地文は横方向の単節 RLの縄文てある。

80は横方向に浮線文を施文し、地文は横方向の単節

RLの縄文を施文する。 81は浮線文を施文後に地文を

施文するため、浮線文上に縄文が残る。地文は単節 RL

の縄文を横方向に施文ずる。 82はこ｀く細い浮線文を文

様を作り出して施文するが、文様構成は剥落のため小

明て‘ある。浮線文上には刻みの他に、剌突を施す。地

文は無節の Lの縄文を横方向に粗雑に施文する。

83は底部て‘ヽ、胴部部分には撚りの細かい単節 LRの

縄文が横方向に施文されている。 84は地文のみが残る

ものて‘ヽ 、単節 RLの縄文を横方向に施文する。

第 2類（第70図85~|0I) 

諸磯 C式を一括する。 85、86は地文の集合沈線のみ

を残す深鉢形土器てある。日縁部は横方向に施文し、

胴部は縦方向に施文する。 87は波状日縁部て‘、日唇部に

刻みをいれ、日唇下に巡らす2本沈線の間には爪形文を

施文する。胴部は集合沈線が施文される。

88~98、101は地文に半裁竹管による集合沈線を施

文するものて、貼付文を施文するものが多い。 88~93

は口唇部の残る口縁部の破片てある。 88は口唇部に

そって貼付文が施文され、間には円形の小さい貼付文

を施したのち、円形の上から刺突する。 89~9]は内外

面にかけて貼付文を施文するものて、肉原な縦長や円

筒状の貼付文の間に偏平な円形の貼付文を施す。 90、

91の器面には貼付文の剥落した痕跡がある。 93も貼付

文は剥落しているが、 89~91と同様て‘‘あったと考えら

れる。 92は口唇部が内側に段をつけないて細く立つも

のて‘ヽ、口唇直下に半裁竹管によって斜めに刺突を施さ

れる。日縁部は92以外は内面に折れて段を作り出して

おり、地文の集合沈線は内面の段の上まて‘施文される。

地文の集合沈線は88、89、93は口唇部は内外面とも斜

め方向、そのドは横方向に施文する。 90、91は内面は

斜め方向、外面は横方向に施文する。 92は内面は施文

されず、外面は横方向に施文される。

94~98、101は口縁部から胴部にかけての破片てあ

る。 94は口縁部の屈曲する部分て、、縦長と円形の貼付

文が施文される。円形の中心は円形に剌突される。地

文は斜め方向に施文される。 95は胴部の破片て‘‘縦長や

中心を円形に剌突される円形の貼付文を施文する。地

文は縦方向に施文した聞を矢羽状に施文していく。

96、101は口縁部が内湾する部分て‘、 96は円形、 101は

縦長の貼付文を施文する。地文は96は内湾部分に斜め

方向て‘‘、屈曲する部分は横方向に施文する。 101は矢羽

状に施文する。 97は地文を浅く横方向に施文するもの

て‘‘、小さい円形の貼付文を施文する。 98はゆるやかに

屈曲する胴部て縦方向の施文の横に矢羽状の施文が残

る。

99は無文の土器て底部に近いものて、内面は縦方向

のなてた痕跡がある。 100は面を持つ日唇上に櫛歯状

の施文具て刺突を行なうものて‘ヽ、貼付文の上にも同様

に剌突を行なう。

第V群土器（第71図102~142、第74図212)

中期中葉の勝坂系、阿玉台系の土器を一括する。

第 1類（第71図102~I13) 

古い様相を示すものを一括した。藤内段階のものや

阿玉台 I~II式のものが含まれる。

102~104は阿玉台系のものて‘‘、 102、103は口縁部の

破片てある。胎土には金雲母が多鼠に含まれる。隆帯

の間に結節沈線文が施文される。 104は2列の爪形文が

施文される胴部の破片てある。

105~112、114~116は勝坂系て‘‘ある。 105は口縁部

て横方向に細かい角押文を施文し、その下に細かい爪

形文を施文する。 106は口縁部の楕円区画文の下に2列

の爪形文を施文する。地文は横方向と斜め方向に単節

RLの縄文を施文する。 107は細かく施文する爪形文列

を4列残す。 108は隆幣の両側に角押文を施文する。角
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第70図 グリッド出土土器(3)
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第71図 グリッド出土土器(4)
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押文に沿って爪形文が 1列残る。降帯卜には刻みが施

される。 109は隆盟上に刻みを施す。隆僻の間には半裁

竹管を、縦方向に連続して抑し引きした後刺突によっ

てC字状に縁取っている。 llOは縦方向に隆帯を施文

し、両側に角押文を施文する。区画された内側には爪

形文が施文される。 lllは爪形文を縦方向に施文し両

側を C字状に半裁竹管によって刺突を施す。区圃され

た内側は細い施文具て‘爪形文を波状に縦方向に施文す

る。 ll2は隆帯による区圃円に波状沈線を施文する。

ll4は沈線によって区画された内側を爪形文て縁取る。

ll5、ll6は隆帯によって区圃された内側に爪形文を施

文する。

ll3は焼町系の上器の日縁部て‘ある。口唇は内側に

折れて、日縁はやや内湾する。文様は隆帯によって立

体的に施文され、隆帯の両側は深く沈線を施文する。

隆帯による楕円区画内は列点状の刺突を施文する。

第2類（第71図ll8~142、第74図212)

勝坂系の井戸尻から中峠段階の土器を一拮する。区

両する隆帯上には刻みが加えられ、両側に沈線が引か

れるようになる。

ll7は内湾する無文の日縁部を持つものて、、頸部は

隆帯て‘区両する降僻上には深い刺突状の刻みを施ず。

ll8、212は直線的に無文の口縁部が立つものて、、沈線

によって頸部は区画され、胴部に沈線て‘渦巻文などを

施文する。地文はll8は横方向に単節 RLの縄文を施

文し、 212は斜め方向に単節 RLの縄文を施文する。

ll9は日縁は内湾する。日唇部から隆幣を施文し、沈線

によって 2分割され一方の隆帯上に刻みを施ず。地文

は横方向に単節 LRの縄文を施文する。 120、121は外

反する狭い無文の日縁部を持つものて‘‘、 120の胴部文

様は沈線を施文し、間に爪形文を施文する。 12]は隆帯

によって区画し間は沈線を施文する。 122~132は円筒

状の胴部の文様帯とガえられる。文様は隆帯によって

区画され、その内側は沈線や爪形文などを施文する。

122~124、127、128は隆僻上の刻みが細かく密に施文

される。 122は区画内に円環状の隆幣を施文し、降帯上

に刻みとまわりは縁取りを施文する。 125、129~132は

隆帯卜の刻みが太く、机く施文される。 125は区画内は

沈線て‘縁取られたのち列点状の剌突を施文ずる。 131、

132は降帯上の刻みが矢羽状に施文されるものて‘‘、 132

は沈線の間の爪形文も矢羽状に施文される。 126は隆

帯がないが、爪形文が矢羽状てあることから隆魯上に

矢羽状の刻みのあった可能性がある。

133~136はキャリパー形の深鉢形上器の日縁部と

考えられる。いずれも隆帯によって区画された内側に

沈線文や爪形文を施文する。 135は半円筒状の隆幣か

ら2本の隆帯を乖下させ、 2本の降幣上には矢羽状に刻

みを施ず。

137~141は頸部から胴部の破片て‘‘、 137、138は頸部

虞条帯が残る。地文は137は複節 LRLの縄文を横方向

に施文ずる。 138は横方向に単節 RLの縄文を施文す

る。 139は降帯の両側の沈線にそって爪形文と半裁竹

管の刺突を加える。 140、141は胴部の破片て絨方向に

刻みを持つ降帯が乖下する。どちらも地文は単節 RL

の縄文て‘ヽ、横方向と縦方向に変えて施文している。

142は有孔鍔付土器て‘‘、鍔の部分を穿孔している。無

文て‘‘赤彩の痰跡はわからなかった。

第 VI群土器（第71図 143~|46、第72図、第73図

178~201、213、214)

中期後葉の上器を一括する。加曽利 EI~EIII式に

あたるが、口縁部の破片が少なく細かく区分しなかっ

た。連弧文系、竹利系の土器も一括して合めた。広木

上宿遺跡の住居跡のt体となるt器群てある。

第 1類（第71図143~|46、第72図147~|68)

加曽利 E系のキャリパー形の深鉢形土器を一括し

た。 143~156は日縁部の破片てある。 143~146は日縁

部を2本隆帯て‘‘文様を施文するものて、加曽利 EIに

相当するものと思われる。地文はいずれも Lの撚糸文

て‘‘、 143、146は縦方向に144、145は横方向に施文す

る。 147、 148は頸部が残る破片て、 147は頸部無文帯•が

残る。 148は頸部無文帯の部分も隆帯に重ねて地文を

施文する。地文は147は横方向の単節 RL、148は日綜

部、頸部とも縦方向の単節 RLの縄文を施文する。

-115-



麟
鬱
冒
璧

土

ロ

ロ

147129

ドッ
＇ー，’グ図2

 
7
 

第

9

7

 

灯-

)

i

l
ゎ

r
r

函

一

賛

―

》

]

,

、

一

5i

6

]

[

48]

『
:
I
1／

□

《

』

152028

』

ー

三

□□
口31

□パ
囮

閾

冒

一
一
｀
り
~
悶
止
り

-

・

-

)

"

3

,

§

g
`
i
 

旱ロ

□:

瞑

ー

ロ

國

150

ロ
ロ
ロ
悶

T

}

召五祁・
5
1
:
,
.
,
l
k

f
J
.
 

168
叩

173

百

□ロ

ロ

]

疇

l
l
»

ヽ
~
ぃ
l
i
"
い

f
疇
瓢
~
]

贔
1

1

1

3

0

ロ1

3

0

9

,

`

“

匂
心
グ
喜

一□
亨

5

c

m

心

7
a
1
3
0ロロ
ロ
〖
叫
0
ー

-~<-

： 別

虚

’

□|
|
/
1
6
5声

H28 

鬱
-116 



第73図 グリッド出土土器(6)
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第74図 グリッド出土土器(7)

□ /2  

213 

149~156、160は口縁部の破片て‘、1本の隆僻によって渦

巻文や楕1リ区両文を施文するものて、日縁部文様のく

ずれていない149、150は加曽利 EII、文様がくずれた

り、輻広の沈線が隆帯に沿う 151、152、154~156は加

曽利 EIIIに相当すると考えられる。 149は地文は横方

向の単節 RLの縄文てある。 151は下に見えている小

楕円区両内は結節沈線を施文する。地文は縦方向の単

節 RLを施文する。 152は地文は縦方向の単節 RLの

縄文を施文ずるものて｀、沈線は大きく隆帯をけずり、

隆帯は微隆起状になる。 154、155の地文は単節 RLの

縄文て横方向に、 155の胴部は縦方向に施文する。 156

は斜め方向に単節 RLの縄文を施文する。 153は狭い

日縁部文様帯を持つものて‘‘、波状日縁部てある。口縁

部は隆帯によって区両され区国内は縦方向の沈線を施

文ずる。胴部は地文 Rの撚糸文を縦方向に施文し、沈

線を枠状に施文する。 160は区画内を雨だれ状の短沈

線て‘矢羽状に施文する。

157~159、161~168は胴部の破片て‘、 157、158は頸

部無文帯が残る。胴部の区画は157は隆帯て‘158は沈線

て施文する。地文はどちらも単節 RLの縄文を縦方向

に施文する。 159、161~163は胴部の文様を隆帯によっ

て施文するものてある。地文は159は縦方向に施文す

る単節 RLとLR縄文を交互に施文して矢羽状に作

り出している。 161~163はLの撚糸文を縦方向や斜め

方向に施文する。 164~168は胴部に沈線て‘‘懸垂文を施

文するものて‘‘、 164、165は磨り消しを行なわない。 164

の地文は条線て‘‘、 165は縦方1川の単節 RLの縄文だが

165は卜＾部を欠損後に擬日縁を作り出し再利用してい

る。 166~168は沈線間を丁寧な磨り消しを行なう。地

¥4  
0 10cm 

1• l ---41:5 

文はいずれも単節 LRの縄文を縦方向に施文する。

第 2類土器（第72図169~177)

連弧文系土器を一括した。 2本または 3本の沈線に

よって連弧文を施文ずるものて‘、 169、170、171、174

は項部が丸みを持つものて‘波状に施文される。 175は

弧の 3本目の沈線を結んて枠状施文する。地文は169、

170、176はLの撚糸文を縦方向に施文する。 174は斜

め方向に単節 RLの縄文を施文する。他は条線だが、

173は連弧文を施文後に地文を施文する。

第 3類土器（第73図178~19I) 

曽利系の土器を一括した。 178はやや内傾する日縁

から直線的に底部にいたる器形て、胴部は隆帯に沿っ

て沈線が枠状に施文される。地文は条線て‘‘ある。 179は

頸部から口縁部が大きく開くものて‘ヽ、口縁部には沈線

によって渦巻文が施文される。地文は単節 LRの縄文

を横方向と縦方向に施文する。 180は波状口縁を持ち

日縁部から内湾して底部にいたるものて‘ヽ、隆帯の区画

内は沈線を施文する。 181、182は沈線の渦巻文内を列

点状の刺突を施文するものてある。 183~191は胴部の

破片て、隆幣や沈線て‘懸垂文や渦巻文などを施文する。

183、186は大形の渦巻文を施文する。 183~189は区画

内を短沈線て施文する。 184、185は綾杉状になる。 190

は単節 RLの縄文を斜め方向に施文する。 191は沈線

によって大形の渦巻文が施文される。地文は流水状の

条線て‘ある。

第 4類土器（第73図192~20|、第74図213、214)

深導形土器以外の器形の土器を一括した。

192~194、213、214は浅鉢形土器て‘192、193は肩部

に文様を施文する。 213は胴部が内湾するものて‘沈線
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第75図 グリッド出土土製品・石製品
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 によって楕Pl区回文などを施文する。赤彩の脹跡があ

る。 195~200は訂部の張る壺形の七器て湾曲する胴部

には渦巻文が施文される。 195~198は同一個体と考え

られる。 201は胴部が内湾する鉢形l：器て‘沈線によっ

て区圃された内側に条線を施文する。

第 5類土器（第73図209、210)

底部の破片を一括した。底部に綱代拍夏）残るものて‘‘

広木上宿遺跡の中期の遺構内からも同様に網代痕の残

る底部があるため中期後葉とした。

第V群土器（第73図202~208)

中期末葉から後期初頭の土器を一括した。 202は日

唇直下に巡らした沈線から沈線の蛇行懸乖文が垂ドし

ている。地文は単節 LRの縄文を日唇下の一部は横方

向に、胴部は縦方向に施文する。 203は波状い縁部を持

ち、微隆起状の隆儒によって区回される。口縁部を区

画する隆帯は波項部て‘、日唇部とつながる。区匝内は無

節の Rの縄文を施文する。 204は微隆起状の降帯が日

縁部を区画するものて‘ヽ、胴部は縦方向に区回される。

地文は単節 RLの縄文を胴部は斜め方向に、日縁部の

隆帯直下の一部は横方向に施文する。 205は徴隆起状

の隆帯が胴部に施文されるものて‘'、地文は単節 RLの

縄文を縦方向に施文する。 206、207は沈線て‘区画され

たあと、区囲内を形にそって地文を施文する。 206は単

節 LRの縄文を斜め方向に、 207は単節 LRの縄文を

渦巻文内に形にあわせて施文する。 208は両耳壺の破

片てある。胴部は沈線によって施文され、区皿の内側

は磨り消される。地文は単節 LRの縄文を編方向に施

文する。

第VI群土器（第73図21I) 

後期の堀之内成の深鉢形士器の把手部分てある。把

手の卜暉を沈線て‘‘施文し、沈線の両端にドlfしを施文す

る。中央には深く円孔を施文する。把手の左右の面に

は円孔を施す。

(2)グリッド出上上製品・石製品（第75図）

l ~ 5は土製円聾てある。いずれも胴部の破片を使

用し、打ち欠いて形を整えている。周縁は良く磨られ

て丸みを幣びる。］は単節 RLの縄文を縦方向に施文

し沈線の懸垂文が器向に残される。 2は縦方向の沈線

文が残る。 3~ 5は無文部を使用している。時期は中

期中葉から後葉と考えられる。 7は袂状耳飾て‘‘ある。

左側を欠損するものて不純物が入っており石質は良く

ない。 6は土鈴て‘ある。第 8号住居跡と重複していた

第7号住居跡内より出上した。完形品て側面は方形に

近く 4面を作り出す。上面に 2本と側面の 2面に 1本

ずつ隆帯を貼付する。施文は細い沈線て‘、土面をのぞく

5血に施文される。側面は鋸歯状文など直線的に施文

し下面は渦巻文を施文する。 X線写真（図版43) によ

ると内部には20数個に及ぶ小石がつまっており、ふる

と音がする。時期は中期後葉と考えられる。
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(3)グリッド出土石器

広木上宿遺跡からは石器が多鼠に出土している。早

期から前期の土器が出土ている 62グリッド付近から

も、打製石斧や礫器などの石器が出土している。

らの石器の中には中期の石器と異なるものもあり、

れらは早期から前期の石器群として、

てきる。また頁岩やホルンフェルス製の剥片類が遺跡

全体から多輩に出土していることも特徴的て‘‘、

の剥片は掻器などとして、

多くあったと思われる。

示することとする。

ここては完形品を中心に、図

1.石鏃（第76図 I~|0) 

10点を出土した。基部は無茎て、、平基のものはなく

挟りが入るものてある。1~3は基部の挟りが比較的浅

い。側縁は 1はやや鋸歯状になるものて‘‘、直線的に開

く。 2は側縁がゆるやかに外湾する。

状になるものて‘‘、

第76図

そのまま使用されたものも

やや挟りが入る。

グリッド出土石器(I)
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曜石製て透明な石質て‘ある。
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損する。調整は粗い。

のてある。

5は三角

6は基部を欠損するもの

8~10は未製品と考えられるも

8は表面に大きく自然面を残す。 9はおお

まかな二次剥離が施される段階て‘ヽ、形は整っていない。

10は第一次剥離面が大きく残るものて、二次判離の痕

跡がある。いずれも他の出土している製品よりも小形

のものて‘‘、

2.石錐（第76図II) 

1点のみ出土した。製作工程は石鏃と変わらないが、

刃部部分は厚みを持って作りだしている。

3.磨製石斧（第76図 12~16)

5点出土した。 12以外は精緻な小形のものてある。
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第77図 グリッド出土石器(2)
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第80図 グリッド出土石器(5)
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第81図 グリッド出土石器（6)
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研磨を器面全面に施す。基部先端と刃部先端を欠損す

る。刃部は欠損後も使用されたらしく端部が歯潰し状

になる。 14は13と比べると刃部輻が広くなるものて‘、

基部先端と刃部が欠損する。刃部は再利用のため調整

剥離が残るが、使用はされていない。 15、16は幅が細

く縦長のものて‘‘、 15は基部と刃部の幅に差はほとんど

なく、直線的に側縁が作り出されている。側縁は定角

式状に角張り、先端部に両刃の刃部を作る。刃部はT

寧な研磨により鋭く作り出しており、刃こばれ状の痕

跡がある。 16は刃部に最大幅のくるものて、側縁は横

方向の研磨痕が残り面を作り出す。刃部は明確に作り

出されていないが、器面全体に擦痕状に研磨の痕跡が

みられることから、製作途中のものとも考えられる。

12以外は中期の遺構や土器が検出されるグリッドから

出土しているが、撚糸文系の土器もこ｀く少量だが出土

しており、 15、16が形状から早期のものてある可能性

は高い。

3.打製石斧（第77図～第80図、第81図77~82)

広木上宿遺跡出土の石器の中て多鼠に出土するもの

の一器種てある。打製石斧は平坦な装着側に自然面を

利用するものと、表面に曲面を持つ自然面が米て第一

次剥離面が平坦な装着側となるものとに二分される。

刃部は前者は片刃状て後者は両刃状てある。前者のは

とんどが出土する 62グリッド周辺は早期から前期の

土器が出土する部分と重なる。また後者のほとんどが

中期の遺構が検出されるグリッドより出土している。

これらのことから、前者は早期から前期の時期て‘‘後者

は前期後半から中期の時期と考えられる。

第1類（第77図、第78図、第79図46~53)

平坦な装着側に自然面が残るものてある。剥離調整

は自然面側にはほとんど行われない。表面側にのみ刃

部が作られる片刃のものて‘‘ある。厚みのある石器と

なっている。また、それらのことから母岩から剥離し

て索材を得たとは考えにくく、平らな面を持つ偏平な

自然礫を利用したと考えられる。そのため礫器との区

別が困難なものもある。早期を中心とした時期と考え

られる。また石材は主としてホルンフェルスを使用し

ており、次に頁岩を使用する。第 3類と違い砂岩はほ

とんど使用されない。

側縁部は刃潰し状に細かい調整はあるが、麿滅して

おらず鋭いままてある。また、刃部も磨滅していない

ものが多い。磨滅して鋭さをなくすものも、石全体が

風化しているため、使用のためのものかは不明てある。

17~23は基部輻と刃部幅が変わらないやや縦長の

ものて‘‘ある。基部先端は丸みを帯びる。刃部先端は、

17、18は尖頭状になり、 19~23は丸みを帯びる。剥離

調整は裏面から角度をつけておこなっており、厚みの

ある石器となる。自然面側には剥離調整の痕跡はほと

んどなく、表面側の調整剥離は粗く施されている。

24、25も基部、刃部輻の変わらないものだが、形は正

方形に近く刃部の角度が鈍いものて‘‘、礫器に近い。 24

は基部から裏面にまわりこんて自然面が残るものて‘‘、

25は側縁周辺に自然面が残る打製石斧て‘‘この残りかた

は遺跡内て‘‘はほとんどみられないものて‘‘ある。

26~45は刃部幅に最大幅のあるものて‘‘、いわゆる撥

形て‘ある。 26~34は刃部が丸刃となるものてある。 26

は基部が尖頭状になる。 27は両面に自然面を残すもの

て｀、調整剥離はほとんど行われていない。索材に偏平

な自然礫を利用している。 28、32は両面とも自然面は

なく、 34は基部の側縁部の一部に自然面の残るものだ

が、形状などからこの類に含めた。刃部の先端を欠損

する。 29は表面に大きく一次剥離を施し、その周縁を

調整剥離を行なうものて他にも同様な手法て｀作られて

いるものがある。 36~41は刃部が平刃となるものて‘‘、

35、36以外は側縁部分が短くなり、短い幅広な形状と

なる。 42~45は基部や側縁部、刃部などを大きく欠損

するものだが、残存部から刃部に最大輻がくるものと

考えられる。

46~53は内湾する側縁と外湾する側縁を持つ非対

称的となる石器て‘‘、そのために刃部が偏るものてある。

46~50は右側縁が内湾し、 51~53は左側縁が内湾す

る。 46、47は基部、刃部ともに先端が丸くなるもの

て‘ヽ、幅が変わらないものてある。 48~51は基部を欠損

する。 48~50は刃部に最大幅がある。 51は刃部の角度
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が90゚ に近いものて‘‘、刃部は側縁から真上方向に向かっ

て剥離がなされている。礫器との判別が難しいものだ

が、厚さや大きさなどから打製石斧とした。 52は刃

部、左側縁が欠損するものてある。 53は最大幅が基部

側にあるものて、基部、刃部の先端は丸くなる。

第 2類（第79図54)

両側縁に大きく挟りの入るいわゆる分銅形のものて‘‘

ある。大形のものて‘‘、自然礫の索材の形を生かして最

小限の調整を加えている。刃部はやや偏るものて平刃

となり、基部の先端は丸く最大輻は基部側にある。こ

の形状のものは広木上宿遺跡からは第84号住居跡か

ら1点のみ出土している。形状や剥離調整などから、

中期のものて‘‘はないと考えられる。また後期以降に出

土する分銅形の打製石斧とも言えない。i業器状て｀ある

ことなどから、早真月から前期のものて‘ある可能性があ

る。

第 3類（第79図55~60、第80図、第81図77~82)

自然面が表面にくるものて‘ヽ、裏面は一次剥離面を大

きく残す。ほとんどの石器に自然面が残存する第1類に

比較すると、自然面が残らないものも多い。剥離調整

は両面に施され、表面のみ施した第 1類とは大きく違

い、刃部は両刃状となり側縁や刃部の角度が鋭くなる。

側縁部は刃潰し状の調整を行い、ほとんどの側縁部の

先端は鈍く磨滅している。刃部の先端も磨滅するもの

が多い。これらは76、79の2点を除くと、中期の遺構が

検出されたグリッドて出土している。時期は遺構と変

わらないと考えられ、中期を主体とする打製石斧と考

えられる。石材は第1類とは逆て‘ヽ、砂岩が多用され、次

にホ）レンフェルスを使用する。

55~60は基部輻と刃部幅の変わらないものて‘‘、いわ

ゆる短冊形て‘‘ある。 55は大形てあったものて‘‘、基部側

の半分を欠損する。側縁は直線的て‘両面に一次剥離面

を大きく残す。 56、57は刃部がやや丸みを持つ。 58、

60は刃部を破損するものて‘、 60は厚みを持ち、側縁が

やや外湾する。 59は基部、刃部ともに欠損するが、刃

部は再調整を加えて再利用している。 56~58は表面に

自然面を残すものて、他は自然面が残らないものてあ

る。

61~79は刃部に最大幅がある撥形のものてある。刃

部はやや偏るものもあるが、丸みを持つものが多い。

61~73、77は刃部が丸みを持つものてある。 74、75、

76、79は刃部が平らに近いものて‘‘ある。 61は断面が裏

面に大きく反るものて‘‘、自然面はほとんど調整剥離は

されていない。 62は風化が激しい。 64は自然面が残ら

ないものて‘‘、})部の調整は裏側にのみ残る。 65は刃部

欠損後に割れ日を再調整して再利用している。 67は刃

部の先端がやや尖頭状になる。 69は自然面が残らない

ものて‘ヽ、刃部の加工は裏側に簡単な調整があるのみて‘‘

ある。 70は刃部が欠損ずるものだが、割れ口をそのま

ま刃部として再利用しており、刃部に刃こぼれ状の痕

跡が残る。 72、73は挟りは入らないが、側縁が刃部の

直上て｀外反するものてある。 72は側縁の刃潰し状の細

かな調整以外は、自然面のある表面に調整剥離などは

施されない。 74、75の平らに近い刃部は、刃部欠損後

に調整剥離を行って再利用しているものて‘ヽ、原形の刃

部の形状はわからない。 76、77は側縁部にゆるやかな

挟りの入るものて‘‘、 76は刃部を欠損する。 77は一次剥

離によって、目的の形をほとんど作り出しており、刃

部の細かな調整と側縁の挟りのための細かな調整以外

は、二次剥離などの工程がなされていない。 78、79は

側縁にやや深めの挟りが入るものて、長さに対して幅

が広いものて、表面に自然面が残る。刃部は粗く調整

剥離を行い、丁寧に作り出されていない。

80~82は非対称的な内湾する側縁と外湾する側縁

を持つものてある。そのため刃部が偏る形となってい

る。 80、81は左側縁が内湾するものて‘‘、 82は右側縁が

内湾する。刃部は80、81は平刃て‘、 82は尖頭状てあ

る。いずれも自然面を表面に残すものてある。

打製石斧の平面形態は第 1類と第 3類とは共通して

いて、いわゆる短冊形、撥形、また側縁が非対称的な

ものなど平面形には時期差があまりあらわれていない

ことがわかる。

4.礫器（第81図83~87、第82図、第83図99~I04) 

礫器も打製石斧と同様に多最に出土している。主に
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第82図 グリッド出土石器(7)
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第83図 グリッド出土石器(8)
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第84図 グリッド出土石器(9)
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自然礫の一部に刃部を作り出すものてある。ほとんど

が表面のみて刃部を作り出す片刃のものてある。打製

石斧の 1類と区別が困難なものもある。刃部の形状は

礫の形状に合わせて丸みがあるものが多く、平らなも

のはほとんどない。

83~91は自然礫の一部に刃部を作り出すものて‘‘、刃

部以外は剥離を施さず、裏面と表面にも自然面が残る

ものてある。 83~88は自然礫を横長に使いj]部を作る

ものてある。 84~86は裏面から刃部がはぱ直角に近く

作られるものてある。 86はやや小形のものて‘ヽ、裏面に

剥離痕が見られる。 87は大形のものて刃部の中央部分

に細かな調整を加え、刃こぱれ状の痕跡がある。 88は

横長の自然礫の右側の一部を打ち欠いている。 90は両

側を打ち欠いて方形状に作り出している。 89、91は自

然礫を縦長に使用するものて‘‘、基部の項部は自然礫の

一角を用いて角状になる。 89は裏面からほぱ直に刃部

を作るが、 91は45゚ 程度の角度て‘刃部を作り出す。

92~98、101は表面に大きく一次剥離面が残るもの

て‘‘、自然面が表面側には残らないものて‘‘ある。刃は表

面側にのみ作り出され片刃のものてある。 92、94、96

は横長のものて、一次剥離によって形状を整え刃部に

調整剥離を加える。 92の刃部はやや平らに近いものて‘‘

ある。 93、95、97は平面形が三角に近いものて‘ヽ、表面

は一次剥離後に二次剥離を周縁から施して形を整える。

やや小形のものて‘‘、 97は第 1類の打製石斧と区別が難

しい。 98、101は裏面にも側縁からの二次剖離を加えて

形状を整えるものて‘‘、 98は方形に近く 101はやや横長

のものてある。 98は自然面が基部の頂部にも残るもの

てある。

99、100は両面とも調整剖離を加えるものて‘‘、自然面

がほとんど残らないものてある。 99は裏面に横方向か

らの剥離面が大きく残るものて、、刃部は剥離によって

鋭く作り出されている。 100は裏面は形を整える調整

を施すだけて、細かい調整剥離は刃部側にのみ施す。

102は裏面に一次剥離面のみを残すものて‘ある。縦

長に礫を使用するものて‘‘、刃部を欠損する。側面は細

かい刃潰し状の調整を加えるが、形は整っていない。

103、104は裏面からも刃部の調整剥離を行うもの

て‘、両月のものて‘ある。 103は基部側に面を作り調整を

加えて、刃部状に作り出している。礫器としたが用途

などは不明てある。 104は基部を欠損するものて‘‘ある。

礫器の時期は104は形状や刃部の調整などから中期

と考えられるものて‘‘ある。他の礎器については片刃て‘

あることや石材はホルンフェルスを多用するなど、打

製石斧の第 1類と使用する石材が共通すること、また

主に出土するグリッドが早期、前期の出土したグリッ

ドと重なることから、早期から前期の礫器て‘、あると考

えられる。

5.掻器（第83図105~|09、第84図）

母岩から割りとった剥片に刃部をつけるものて‘‘、横

刃のものてある。広木上宿遺跡からは多量の剥片が遺

跡の全体から出土している。大きさも様々て‘‘砕片状の

ものもある。割りとっただけて使用にたえるものが多

く、そのような剥片も掻器とするならば打製石斧や礫

器よりはるかに多く出土していることになる。実際に

使用されたかどうかは判別は困難て‘‘ある。そこて‘‘ここ

ては刃こばれ状の使用が明確な剥片や、刃部を作り出

す調整を加えているものを、掻器として図示すること

とした。

105~119は礫から剥離した剥片の鋭利な端部を刃

部として利用しているものて、刃部や基部には調整剥

離を簡単に施す。 105~107、111、113~119は表面ま

たは裏面に自然面を残すものて‘‘、 106、114、116は自然

面に剥離調整は加えられない。 108~110、112は側縁部

に自然面を残すものてある。 114、115、117~119は刃

部が剥離のまま使用されたものて‘‘、刃こぼれ状の細か

い剥離が残る。他は簡単な剥離調整を刃部に施してい

る。剥片はほとんどが横長に用いるが、 119は縦長に用

い側縁に調整を加え形を整えている。

120~122は自然面が残らないものて‘‘、剥離の後に側

縁より調整剥離を加えて形を整えている。 121、122は

形状は石匙状のものて＼つまみ状に基部が作り出され

る。

123~127は刃部が側縁に沿って周縁を巡るものて‘‘、
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127以外は表面または裏面に自然面を大きく残すもの

てある。 123、124、126は片刃のものて‘‘、自然面に調整

は施されない。 123、124、126は刃部の調整剥離のみが

表面に残るものて、調整順序や平面形状が似通ってい

る。 125は両面から刃部調整を行い、｝］部に両刃を付け

るものて‘ある。 126は上下に刃部を付けるものて‘、上下

の刃部は面を変えて一面ずつ付ける。

128は横長剥片の長辺の一方に月部をつけるものて＼

自然面が残る基部には刃潰しを行う。刃部はゆるやか

に内湾する。中期の横刃形石器て‘‘ある。

掻器は剥片利用の調整が粗雑なものと、丁寧に調整

するものとにおおまかには分けられるが、それが時期

差て‘‘あるか機能差て‘あるかはわからない。また掻器は

遺跡全体にわたって出土しており、その時期は確定て‘‘

きない。

6.砥石（第86図146)

砂岩製のものて濯氏石の一部が出土した。表面の中央

付近は使用のためか厚さが薄くなっている。裏面も使

用している。被熟のため器面が変色しており赤色化し

ている。

7.磨石（第85図、第86図138~145、147~|49、第87

図150~153)

磨石も広木上宿遺跡から多量に出土する石器てある。

磨石は磨面のみ残るものはなく、敲打痕の残るものや

器面に凹部の残るものがあり敲石や凹石との分類が困

難なものてある。そこてここては大きく磨石と凹石と

に分け、使用痕については個々に説明を加えることと

する。

129~136は比較的偏平な自然礫を使用するものて‘‘

ある。平面形状は円形または楕円形になるものてある。

129、130は磨面は表裏2面て‘ヽ、周縁部分には敲打の痕跡

が残る。 131は表裏の 2面に麿面があるものて‘‘、中央部

分は敲打により浅い凹部が作り出されている。 132は

丁寧な磨面が残るものて、、周縁の一部には敲打の痕跡

がある。 133~136は欠損しているものて‘‘、 133以外は表

裏の2面の磨面を持つ。 133は面を作る側縁を持ち磨面

とする。周縁には敲打痕があり、 136は特に顕著てあっ

た。 134、136は中央付近に敲打のためやや浅い凹部を

持つ。

137~145は厚みをもつものて‘、 I求状に近い形になる

ものもある。 137~141は厚みを持ち表裏面の曲面に磨

面を持つ。 138は周縁の一部と表面の中央付近に敲打

痕がある。器面全体が被熱のため変色し赤くなる。 139

は周縁が激しい敲打によって形の変わるものて＼敲石

に近いものと考えられる。 140、141は軽石製のものて‘

ある。 142~145は小形のものてある。 142は平坦面に磨

面が残る。 143、144は軽石製て‘‘曲面全面に麿面が残

る。 145は周縁の一部に敲打痕がある。

147~153は縦長の枠状になるものてある。 147~149

は両側縁を四角に面を取るものてある。磨面は両側面

も加え、 4面を作り出す。 148、149は両側縁も四角＜

面を取る、立方体状のものてある。 148は両端部に著し

＜敲打痕が残り、また4面の磨面の中央部付近は敲打の

ための凹部が残る。 149も端部に著しい敲打痕が残る。

敲石としての機能が主体なのか、磨石としての機能が

主体なのかは不明のため磨石として分類した。

150~153は側面は丸みのあるものてある。 150は円

筒状のものて‘‘、全体が磨面として使用されている。右

側縁の一部に敲打痕が残る。被熱のため赤色に変色し

ている。 151は右側面に面が取られている。両端部と両

側縁と表裏面の中央付近には敲打の痕跡がある。 152

は磨面は全周するものて‘ヽ、表裏面の中央付近に敲打に

よる凹部が残る。また側縁が狭くやや尖る左側縁には

敲打痕が残る。 153は右側縁を形が崩れる程敲打を加

えているものて‘ヽ、表裏面の中央付近には凹部が残る。

8.凹石（第87図154~|58、第89図164、|66) 

磨石と区別は難しいが、凹部が深くしっかりとつく

ものて、断面にも明確に窪みがつくものを凹石とした。

石材も磨石は安山岩や閃緑岩が多いのに比べ、凹石は

絹雲母片岩などの片岩類を使用することが多い。

154~158は比較的小形のものて‘‘、 164、166は大形のも

のて‘‘ある。摩石と同様に敲打痕が側縁を中心に残る。

154~156は厚みが薄い偏平なものて、、平面形は楕円

状てある。表裏面には磨面が残る。 154は裏面が大きく
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第85図 グリッド出土石器(I0) 
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第86図 グリッド出土石器(II)
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第87図 グリッド出土石器(12)
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第88図 グリッド出土石器(13)
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第89図 グリッド出土石器(14)
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第90図 グリッド出土石器(15)
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剥落する。 155は側縁は敲打によって一部が欠けてい

る。 168は裏面の一部が剥落する。表裏面とも深い凹部

を持つ。裏面の筋状の窪み部分は砥石のように縦方向

に磨かれて窪むものて‘ある。 157は平面形が正方形に

近いものて‘ヽ、両側面に浅い凹部が残る。 158は表面に大

きく深い凹部があるものて‘ある。裏面が剥落した後、

調整を加えており、両側面には刃潰し状の磨滅が残り、

端部も刃部のように作り出し先端が使用による磨滅が

見られるものて‘、[1_f]石を打製石斧として転用して使用

していた可能性がある。 159は表面が剥落している。面

を持つ側縁部分にも磨面がある。 160は両面と左側面

に磨面があり、面のない左側縁の稜線上には敲打痕が

残る。凹部は 1個所のみて、暦石かどうかは区別がむ

ずかしい。 164、166は大形のものてある。 164は表面の

中央に深い凹部を縦にならべるものて、半分を欠損し

ている。裏面は 1個の凹部が残る。被熱のため赤い変

色が全体に見られる。 166は表に複数の凹部があるも

のて、裏面は大きく剥落している。側面には自然面が

残る。 166は石皿て‘あった可能性がある。

凹石は小形のものと大形のものとに分けられ、小形

のものは、縦長て‘‘偏平なものが多く、持ち運びに容易

てある。凹部は一つの面に 1個所か 2個所て面iのほぼ

中央付近にあり、複数個所つくものはない。それに比

べ大形のものは凹部が複数個所つけられ、 166のよう

に不規則に多数の凹部を付けるものもある。

出土範囲は磨石と同様に遺跡全体に及び、時期差は

捉えられなかった。

9.石皿（第88図16|、162、第89図163、165、第90図

167~171) 

グリッド出土石器ては中央が窪む定形的な石皿は

171のみてあった。他は円形または方形の平坦面に磨面

を持つものて‘‘、持ち運びに不適当な大形のものて‘‘ある。

窪みはほとんどなく、形状は円形のものは磨石によく

似ている。方形のものは形状は不定形て‘‘ある。石材は、

片岩類や安山岩などが多く、磨石や凹石と使用する石

材は共通している。

また大形になると考えられる破片についてもここに

含めることとした。

161、162は円形の偏平なものて、表裏の 2面が使用

されている。使用面はよく磨かれ、平滑なものてある。

161の表面はやや窪む。 161、162ともに周縁に敲打の痕

跡がある。 161は中央部にも敲打の痕跡がある。 163は

表面が平らに良く磨かれており、光沢も持つ。側面か

ら裏面は使用はされておらず自然面のままてある。使

用面の周縁は敲打痕が顕著て‘、周縁の形が変形する部

分がある。全体の半分を欠損すると考えられる。 165は

形の安定しないものてある。上部を欠損している。表

面の中央に縦方向に溝状の窪みが残る。窪み部分は良

く使用されていて、特に中央付近は良く磨かれている。

溝の両側の平坦な 2面にも使用面が残る。側縁と裏面

は自然面て‘ある。表面と裏面に凹部がいくつか残る。

167は方形に近い大形のものて、表面は良く使用され、

下半部は使用のためこ｀く浅い窪み状になっている。表

面には凹部が4個所ほど残る。また中央付近は敲打に

よる細かな孔が多く残っている。裏面には凹部が多量

に残るが、みな同じ深さて不規則に並ぶものてある。

裏面の一部が剥落するが、形状は完形のものてある。

168、169は磨面を持つ大形の破片て‘‘一面に磨面が残

り、他は破損している面てある。 170も側面の一部と表

面の一部のみが残存する破片てある。使用面は表面て‘‘、

横方向の擦った痕跡がある。 171は表面の中央部が窪

むものて、窪みのまわりは縁取るように高くなる。形

状は裾が広がる楕円形になるものてある。裏面の平坦

面に自然面を残すものて、他は整形している。
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第 5表 グリッド出土石製品・土製品一覧表

図版番号 出土地点 器種 長さ (cm) 幅 (cm) 厚さ (cm) 重さ(g) 備考

第75図 1 H-28 土製円盤 3 33 3 42 1 35 14.79 

第75図 2 F-26 七製円盤 2.08 2.00 1.00 5 07 

第75図 3 表採 土製円盤 3 32 2.92 1 22 10. 70 

第75図 4 H-28 土製円盤 2.87 3.12 0 78 8.29 

第75図 5 I-30 土製円盤 2.81 3.04 1.10 11. 90 

第75図 6 SJ-7 土 鈴 2 45 2.65 2.45 12 32 

第75図 7 H-27 挟状耳飾 2.97 2 50 9.50 6.94 

第 6表 グリッド出土石器一覧表

図版番舟 出七地点 器種 長さ (cm) 輻（cm) 厚さ (cm) 重さ(g) 石 材 備考

第76図 1 T-64 石 鏃 2.09 1.62 0 46 0.99 チャー 卜

第76図 2 表彩 石 鏃 2.29 1.35 0.40 0.97 チャー 卜

第76図 3 J-34 石 鏃 2.59 1. 91 0.38 0.99 チャー 卜

第76図 4 U-63 石 鏃 2.54 1. 74 0 52 1.26 黒 曜 石

第76図 5 PQ-46~49 石 鏃 2.10 1.42 0 38 0.64 黒 曜 石

第76図 6 表彩 石 鏃 1. 70 1.43 0 37 0.71 チャー 卜

第76図 7 SV-61~66 石 鏃 1.83 1.22 0.42 0.66 黒 曜 石

第76図 8 U-64 石 鏃 2.00 1.68 0.75 2.14 チャー 卜 SJ-46・47 

第76図 9 Q-56 石 鏃 2.20 1. 95 0.65 3.26 チャー 卜

第76図 10 T-64 石 鏃 1.81 1.28 0 38 0.68 黒 曜 石 SJ-52・55 

第76図 11 表彩 石 錐 1.97 1 62 0.38 0.83 チャー 卜

第76図 12 R~57 磨製石斧 12.76 4.53 2 53 166.35 凝 灰 石山~ 

第76図 13 I-30 磨製石斧 8.00 3.23 1.40 62.27 凝 灰 岩

第76図 14 F-24 磨製石斧 7.31 4.22 1.45 74.39 凝 灰 石＂ SJ-7 

第76図 15 F忍7 磨製石斧 10.22 1.87 1 36 48.91 蛇 紋 岩

第76図 16 H-27 磨製石斧 8.30 2.20 1.40 41.61 蛇 紋 岩

第77図 17 T-62 打製石斧 10 20 4.65 2.38 128.74 ホルンフェルス SD-21 

第77図 18 S-62 打製石斧 8.68 4 40 2.11 86.06 ホルンフェルス

第77図 19 1-30 打製石斧 10 85 5.50 2.75 184.22 ホルンフェルス

第77図 20 T~63 打製石斧 7.70 4.90 1 65 70.46 ホルンフェルス

第77図 21 T-63 打製石斧 8.11 4.62 1.58 60.99 ホルンフェルス

第77図 22 T-62 打製石斧 8.29 5.22 2 24 100.17 頁 石山~ SD-21 

第77図 23 T~62 打製石斧 7 10 4 35 2.05 64.96 ホルンフェルス SD-21 

第77図 24 T-62 打製石斧 7.50 6.19 3.30 152.14 頁 岩 SD-21 

第77図 25 T-62 打製石斧 7.00 5 48 2.95 108.60 ホルンフェルス SD-21 

第77図 26 T-62 打製石斧 9 21 4.48 2.55 100.90 ホルンフェルス SD-21 

第77図 27 SV-61~66 打製石斧 10.15 5 35 1. 95 120.05 点紋緑泥片岩

第77図 28 T-62 打製石斧 8.10 5 30 2.10 69.65 ホルンフェルス SD-21 

第77図 29 T-62 打製石斧 9.45 5.10 2.48 129.38 ホルンフェルス SD-21 

第77図 30 T-64 打製石斧 8.28 5 01 1.95 85.98 ホルンフェルス SJ-52 

第77図 31 T-62 打製石斧 8 80 6.00 2.30 143.60 ホルンフェルス SD-21 

第78図 32 U-64 打製石斧 9 79 6.40 1.82 97.44 砂 岩 SJ-46・47 

第78図 33 T-62 打製石斧 7.36 4.30 2.20 62.40 ホルンフェルス SD-21 

第78図 34 T-62 打製石斧 9.45 5 65 2.30 108.78 ホルンフェルス SD-21 

第78図 35 T-62 打製石斧 8.11 5 05 2.50 102.21 ホルンフェルス

第78図 36 S-62 打製石斧 9.58 5.85 3.30 174.07 ホルンフェルス

第78図 37 T-62 打製石斧 6.35 5 80 1.85 56.76 ホルンフェルス SD-21 

第78図 38 U-63 打製石斧 7.50 6 52 2.81 165.50 ホルンフェルス

第78図 39 S-62 打製石斧 6 10 6.47 2.10 97.63 ホルンフェルス

第78図 40 T-62 打製石斧 7.21 5 02 1.50 74.96 ホルンフェルス SD心1

第78図 41 T-62 打製石斧 6.86 5 40 2.05 87.69 ホルンフェルス SD-21 

第78図 42 T-63 打製石斧 7.02 5.00 1. 92 61.03 ホルンフェルス SD-21 

第78図 43 T-62 打製石斧 7.25 4.50 1. 90 60 18 ホルンフェルス SD-21 

第78図 44 T-62 打製石斧 8.15 8.89 2.26 188.05 ホルンフェルス SD-21 

第78図 45 T-62 打製石斧 6.15 5.30 1.80 69.16 ホルンフェルス SD-21 

-140-



図版番号 出土地点 器種 長さ (cm) 輻（cm) 厚さ (cm) 重さ(g) 石 材 備考

第79図 46 U-63 打製石斧 7.78 4.30 2.15 74.26 ホルンフェルス

第79図 47 T-62 打製石斧 9.40 4 78 1.65 88 46 ホルンフェルス SD-21 

第79図 48 T-62 打製石斧 8.39 4.96 1 70 72 58 ホルンフェルス SD-21 

第79図 49 I-30 打製石斧 8.02 4.81 2 12 73.61 ホルンフェルス

第79図 50 0-42 打製石斧 6.91 4.82 1.50 54.21 絹雲母片岩

第79図 51 S-62 打製石斧 6.63 5 63 2 25 98 71 ホルンフェルス

第79図 52 T-62 打製石斧 7 60 4.00 2 10 64.21 ホルンフェルス SD-21 

第79図 53 PQ-46・ 47 打製石斧 8.50 5.38 2.30 113.05 ホルンフェルス SD-21 

第79図 54 PQ~46・47 打製石斧 15.20 9.33 3.10 539 01 絹雲母片岩 SQ-2 

第79図 55 G-27 打製石斧 9 51 7.25 2.50 236.25 ホルンフェルス SQ-2 

第79図 56 I-30 打製石斧 11.10 4.70 1.60 109 21 砂 岩

第79図 57 J-32 打製石斧 10.11 3.80 2.05 92.45 砂 右山

第79図 58 F-26 打製石斧 8.80 4.20 2.20 97.80 砂 伍・ロー

第79図 59 F-26 打製石斧 7.98 3.98 1.40 54.25 ホルンフェルス SJ-10 

第79図 60 H-30 打製石斧 9.60 3 98 2 60 117 27 砂 右山 SJ-27 

第80図 61 F-24 打製石斧 11 30 5.90 2.40 150.86 砂 岩

第80図 62 G-26 打製石斧 10.90 4.90 2.10 139.00 ホルンフェルス

第80図 63 H-29 打製石斧 10 30 5.10 2.10 118. 86 砂 岩

第80図 64 H-30 打製石斧 12 62 5.10 2.20 152.25 ホルンフェルス SJ-27 

第80図 65 J-30 打製石斧 9.32 4.39 1.80 80 54 砂 岩

第80図 66 I -30 打製石斧 11.90 7.30 2.40 224.87 砂 岩

第80図 67 F-26 打製石斧 10.20 5.30 2.20 127.30 ホルンフェルス

第80図 68 I-30 打製石斧 8.76 4.55 1.35 57.48 砂 岩

第80図 69 E-24 打製石斧 8.31 4 41 1.25 46 58 ホルンフェルス

第80図 70 G-27 打製石斧 6.75 3.82 1. 78 47.75 砂 岩

第80図 71 E-24・ 25 打製石斧 10 45 5.30 1. 75 117 10 砂 石山

第80図 72 F-26 打製石斧 9.10 5.58 1.48 85.17 砂 岩 SJ-10 

第80図 73 H-28 打製石斧 7.72 5.60 1.35 55.05 ホルンフェルス

第80図 74 H-30 打製石斧 8.20 4.50 1 60 59 71 砂 右山 SJ~27 

第80図 75 H-28 打製石斧 8.10 4.75 1.50 65.03 ホルンフェルス

第80図 76 表採 打製石斧 8.45 4 65 2.10 99 25 砂 岩

第81図 77 H-30 打製石斧 11.20 4.35 1.20 69.75 ホルンフェルス

第81図 78 H-28 打製石斧 9.80 6 10 2 10 138.05 ホルンフェルス

第81図79 SV-61~66 打製石斧 107.00 7.60 2.65 203.27 砂 岩

第81図 80 E-23 打製石斧 12.90 4.50 2.20 157.05 砂 岩

第81図 81 G-29 打製石斧 12.60 6.40 2.80 219.90 ホルンフェルス

第81図 82 F-26 打製石斧 10. 90 4.90 1. 41 77.55 砂 '凸"" SJ~lO 

第81図 83 Q-56 礫 器 5.20 8 90 3.00 150 29 ホルンフェルス SJ~64 

第81図 84 U~63 礫 器 4 12 9.80 4 00 188.55 頁 岩

第81図 85 E-23 礫 器 4.81 10.80 4.90 254.55 頁 凸＇只

第81図 86 SV-61~66 礫 器 3.50 7.20 3 00 83.22 ホルンフェルス

第81図 87 P-42~44 礫 器 8.31 16.25 5.20 857.20 ホルンフェルス

第82図 88 T-62 礫 器 6.18 9 30 4.00 256 26 ホルンフェルス SD-21 

第82図 89 S-62 礫 器 7.20 7.80 4 70 242 49 ホルンフェルス

第82図 90 s-62 礫 器 8.00 8.70 5.70 502 97 ホルンフェルス

第82図 91 P-42 礫 器 8.30 6.60 3.35 198 43 ホルンフェルス SD-2 

第82図 92 G-24 礫 器 4.80 10.59 3.60 231 12 点紋緑泥片岩

第82図 93 T-62 礫 器 6.12 4 90 2.75 78 17 頁 右山 SD-21 

第82図 94 P-48 礫 器 6.30 10.10 3 40 208.97 ホルンフェルス SJ-36 

第82図 95 T-62 礫 器 6.08 7 40 2.55 121. 98 ホルンフェルス

第82図 96 S-62 礫 器 7 15 12 90 2 30 190.94 ホルンフェルス

第82図 97 S-62 礫 器 7 25 7.00 2.80 169.98 ホルンフェルス

第82図 98 T-62 礫 器 9.12 8.30 4.05 421. 43 ホルンフェルス SD-21 

第83図 99 T-62 礫 器 6.30 12.70 3 50 243.19 頁 岩

第83図 100 T-62 礫 器 6.18 7.45 2.45 127.99 ホルンフェルス

第83図 101 T-63 礫 器 7 18 10.63 4 85 436.15 ホルンフェルス SD-21 

第83図 102 T-62 礫 器 10.70 7 00 3.55 263.56 ホルンフェルス SD-21 
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図版番号 出上地点 器種 長さ (cm) 幅 (cm) 厚さ (cm) 重さ(g) 石 材 備芳

第83図 103 S-62 礫 器 4 60 9.11 4.60 180.99 ホルンフェルス

第83図 104 H-30 礫 器 11 00 9.28 3.88 542 37 安 山 1 卓

第83図 105 F-24 掻 器 5.03 6.97 1.50 53.87 ホルンフェルス

第83図 106 T-62 掻 器 5 30 6.55 1.40 58.93 頁 岩

第83図 107 T-62 掻 器 4.69 7.00 1.60 38.29 ホルンフェルス SD-21 

第83図 108 T~62 掻 器 3.80 8.15 l 41 45.54 ホルンフェルス SD-21 

第84図 109 G-24 掻 器 5 00 8.00 1. 90 70.12 ホルンフェルス

第84図 110 Q-55 掻 器 2.92 8.80 1. 70 37.17 ホルンフェルス

第84図 111 T-62 掻 岱 3 80 8 25 2.00 43.96 ホルンフェルス SD-21 

第84図 112 l_)-48 掻 器 6 76 9 62 2.15 140 77 ホルンフェルス SJ-37 

第84図 113 T-64 掻 監 7.41 9.18 2.00 138.18 ホルンフェルス

第84図 114 F-25 掻 喘 5 35 7 70 1 80 54.38 頁 岩

第84図 115 G-26 掻 器 3.80 6 31 1 50 27 24 ホルンフェルス SJ-15 

第84図 116 Q-56 掻 器 5.21 5 20 2 00 43.12 頁 岩 SJ-64 

第84図 117 P-38 掻 器 6 75 8 78 2.60 148.21 頁 岩

第84図 118 T-62 掻 器 5 23 6 76 1 80 70 40 ホルンフェルス SD-21 

第84図 119 R-48 掻 器 5.45 5 03 1 12 36.99 ホルンフェルス

第84図 120 I -31 掻 器 5 80 7 52 1 80 82 61 ホルンフェルス

第84図 121 T-62 掻 器 4 68 6 03 1 62 38 35 頁 岩

第84図 122 T-62 掻 器 5.50 6 58 1 68 56.80 ホルンフェルス SD-21 

第84図 123 T-62 掻 器 6 00 8 30 1 80 83 74 ホルンフェルス

第84図 124 U-64 掻 器 4 55 7.25 1 05 31 84 ホルンフェルス SJ-46・47 

第84図 125 PQ-49 掻 器 5.40 7 26 1 70 63 17 砂 岩 SD-15 

第84図 126 G-24 掻 器 4 95 6.85 1 10 43 53 砂 不屯

第84図 127 T-62 掻 器 4 29 7 35 0.90 35 54 点紋緑泥片岩 SD21 

第84図 128 H-28 掻 器 4 52 9 20 1.50 77 92 砂 岩

第85図 129 PQ-49 磨 石 9 66 8 05 3 18 358 42 安 山 岩 SD-15 

第85図 130 U-63 磨 石 11 00 10.15 3.70 565.12 安 山 岩

第85図 131 T-62 磨 石 8 00 8.30 3 00 274.44 安 l l / 岩 SD-21 

節85図 132 PQ~46~49 磨 石 7 96 6.71 3 40 269 85 安 山 岩 SQ-2 
第85図 133 PQ-46~49 磨 石 7 11 2.63 2.55 57.30 安 山 岩 SQ-2 
第85図 134 T-62 磨 石 7.52 6.60 2 80 139 42 安 山 -心"'- SD-21 

第85図 135 G-25 磨 石 7 80 8 63 3.92 446 97 閃 緑 岩

第85図 136 U-63 磨 石 7 93 9.60 2 92 351 65 閃 緑 -石"' SJ-46・47 

第85図 137 PQ-46~49 窮 石 9 18 7 50 5.25 482.38 安 山 不’’i’ SQ-2 
第86図 138 SV-61~66 磨 石 9 70 8 20 5.29 501 28 安 | l _1 岩

第86図 139 PQ-46~49 磨 石 11.21 8.60 5 43 729 73 閃 緑 石"'・ SQ-2 
第86図 140 T-62 磨 右 11 26 6 80 5.85 249.98 軽 石 SD-21 

第86図 141 Q-54 磨 石 9 95 7 50 4.70 228 24 軽 石 SJ-73・74 

第86図 142 PQ-46~49 磨 石 5 32 5.50 3 23 121 52 安 山 岩 SQ-2 
第86図 143 G-28 磨 石 5 90 5.60 3 40 92 13 軽 石

第86図 144 Q-54 磨 石 5 41 4.60 3.48 46 14 軽 石 SJ-73・74 

第86図 145 T-62 磨 石 4 22 4.45 3 10 58.64 閃 緑 ]凸•" SD-21 

第86図 146 表彩 砥 石 5 00 5 74 1.65 41 36 砂 岩

第86図 147 T-62 磨 石 7.10 7.20 3 50 249 90 閃 緑 岩 SD-21 

第86図 148 H-28 磨 石 11. 70 6.60 4 70 577 55 安 l l l 岩

第86図 149 J-30 磨 石 8.52 6.90 4.65 498.51 閃 緑
凸,,, 

第87図 150 G-27 磨 石 11 83 5 76 4.32 486 50 絹雲母片 岩

第87図 151 P-24 磨 石 15 30 6.45 3 50 615 63 砂 岩

第87図 152 T-62 磨 石 10 89 6.38 3.75 380.46 閃 緑 岩 SD~21・22

第87図 153 T-62 磨 石 9 40 6 03 4.98 379 04 安 山 岩 SD-21 

第87図 154 I -31 凹 石 13.32 5.30 2.50 258 74 絹雲母片岩

第87図 155 E-25 凹 石 9 02 5.53 1 73 119 93 点紋緑泥片岩

第87図 156 表彩 凹 石 13 20 6.33 2.53 247 27 点紋緑泥片岩

第87図 157 J-32 凹 石 8 19 8.60 5 20 520 38 絹雲母片岩

第87図 158 0-43 凹 石 15. 72 8.80 3 60 653 56 砂 岩 SB-9 

第88図 159 H-28 凹 石 17 90 7 32 2 80 511. 36 絹雲母片 岩
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図版番号 出土地点 器種 長さ (cm) 輻（cm) 原さ (cm) 重さ(g) 石 材 備考

第88図 160 T-62 凹 石 15.60 6.40 3.72 562.70 点紋緑泥片岩 SD-21 

第88図 161 F-25 石 皿 18.20 16 18 4.90 2196 50 閃 緑 岩 SJ-10・14 

第88図 162 T~62 石 皿 18.90 15.82 4.70 227.84 安 I ̀l」 右山 SD-21 

第89図 163 E-24 石 皿 13.10 11.18 6, 10 1390.49 砂 岩

第89図 164 表彩 凹 石 21 35 15 15 4.20 1656 41 絹雲母片岩

第89図 165 G~27 石 皿 20.90 19.36 8.50 4510. 00 絹雲母片岩

第89図 166 J-33 凹 石 18.22 22 70 6.05 3006 87 絹雲母片岩

第90図 167 G-26 石 皿 35.20 20 10 5 80 7210 00 点紋緑泥片岩

第90図 168 E-24 石 皿 10.00 10. 75 8 05 1123. 54 安 山 岩

第90図 169 E-24 石 皿 8.72 9 90 8.00 1004 91 安 山 仁'•見

第90図 170 H-28 石 皿 12. 72 17 55 4 20 1185 55 緑泥片岩

第90図 171 M-39 石 皿 19 78 15.23 4.10 1507. 77 点紋緑泥片岩
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4 その他の遺物

第91図に図示した遺物は、古代・中世編へ未掲載の

ものて‘‘、追加資料として本書に掲載した。

1 • 2とも第01号1主居出土遺物て‘‘、いずれも須恵器

杯て‘‘ある。

1は外面に墨書が認められる。風化により器面が荒

れているために文字は不鮮明てあるが、「弓」と読め

る。ただし縦長てきわめて大きな文字て‘あり、数文字

が書かれている可能性も否めない。大きさは口径13.8

cm・底径5.2cm• 高さ 3. 7cmてある。調整は不明瞭て‘‘

あるが、内外面ともに庫鹿輯によるナデが施されている。

底部は糸切りされ、周囲にケズリなどの調整は施され

ていない。胎土には白色粒子・黒色粒子・片岩が含ま

第91図 その他の遺物

れ、焼成は普通てある。色調は灰色て、残存率は85%

罰支てある。注記番号は1148て‘ヽ 、床面直上から出土し

ている。

2 の大きさは口径12.4cm・底径5.4cm• 高さ 3.6cm

てある。器面は風化によって荒れており、調整は不明

腺て‘‘あるが、内外面ともに庫鹿轄によるナデが施されて

いる。底部は糸切りされ、周囲にケズリなどの調整は

施されていない。胎土には白色粒子・片岩が含まれ、

焼成は普通て‘ある。色調は灰色て、、残存率は80％程度

てある。注記番号は1149て、床面直上から出土してい

る。

¥¥  

゜
10cm 
1 :4 
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第 7表遺構新旧対照表

報告番号 発掘番号 報告番号 発掘番号 報告番号 発掘番号 報告番号 発掘番号

第83号住居跡 第A号住居跡 第45号土墟 第46号土堀 第 97号土墟 第100号土墟 第148号土墟 第157号土壊

第84号住居跡 第B号住居跡 第46号土壊 第47丹士堀 第 98号土漿 第101号土槻 第149号土墟 第158号土痰

第07号掘立柱 第47号土墟 第49号土墟 第 99号土堀 第102号土壊 第150号土堀 第159号土壊

建物跡 第48号土猥 第48号土壊 第100号土堀 第103号土墟 第151号土横

SB07-Pit09 第90号土壊 第49号土堀 第50号土猥 第101号土城 第104号土墟 第152号上墟

SB07-Pit13 第89号土壊 第50号土城 第51号土墟 第102号土横 第105号土堀 第153号土堀

SB07-Pit14 第91号土猥 第51号土墟 第52号土墟 第103号土漿 第106号土墟 第154号土壊 第 12号墓墟

SB07-Pitl5 第93号土猥 第52号土壊 第53号土墟 第104号土堀 第107号土壊 第155号土墟 第 13号墓横

第01号土墟 第01号土横 第53号土猥 第54号土墟 第105号土墟 第108号上墟 第156号土墟 第 14号墓横

第02号土墟 第02号土墟 第54号土堀 第55号土横 第106号土墟 第109舟土墟 第157号土墟 第 15号墓壊

第03号土墟 第03号土墟 第55号土堀 第56号上墟 第107号土墟 第110男土堀 第158号土漿 第 16号墓堀

第04号土横 第04号上堀 第56号土壊 第57号土墟 第108号土墟 第111号土堀 第159号土墟 第 17号墓壊

第05号土墟 第05号土堀 第57号土横 第58号土横 第109号土堀 第112号土墟 第160号土横 第 01号墓渡

第06号土墟 第06号土墟 第58号土墟 第59号土壊 第llO号土墟 第113号土墟 第161号土壊 第 02号墓墟

第07号土墟 第07丹土墟 第59号土墟 第60号上横 第111号土壊 第114号土墟 第162号土横 第 03号墓墟

第08号土壊 第08号土墟 第60号土墟 第61号上墟 第112号土塘 第115号土堀 第163号土墟 第 04号墓堀

第09号土壊 第09号土堀 第61号土横 第62号土墟 第113号土壊 第116号土壊 第164号土堀 第 06号墓墟

第10号土壊 第10号土墟 第62号土墟 第63号土壊 第114号土墟 第117号土堀 第165号土墟 第 09号墓壊

第11号土堀 第11号土墟 第63号土堀 第64号土堀 第115号土壊 第118号土墟 第 01号溝跡 第 01号溝跡

第12号土墟 第12号土墟 第64号土堀 第65号土墟 第116号土塘 第119号土墟 第 02号溝跡 第 02局溝跡

第13号土壊 第13号土墟 第65号土横 第66号土墟 第117号土墟 第120号土墟 第 03号溝跡 第 03号溝跡

第14号土壊 第14号土堀 第66号土堀 第67号土堀 第118号土堀 第121号土墟 第 04号溝跡 第 04号溝跡

第15局土堀 第15号土壊 第67号土墟 第68号土壊 第119号土墟 第122号土堀 第 05号溝跡 第 05号溝跡

第16号土堀 第16局土墟 第68号土墟 第69号土墟 第120号土壊 第123号土壊 第 06号溝跡 第 06号溝跡

第17号土堀 第17号土墟 第69号土墟 第70号土堀 第121号土壊 第124号土墟 第 07号溝跡 第 07号溝跡

第18号土墟 第18号土墟 第70号土墟 第71号土猥 第122号土墟 第125号土墟 第 08号溝跡 第 08号溝跡

第19号土堀 第19号土檀 第71号土横 第72号土堀 第123号土壊 第126号土堀 第 09号溝跡 第 09局溝跡

第20号土墟 第20号土堀 第72号土横 第73号土壊 第124号土墟 第127号土猥 第 10号溝跡 第 10号溝跡

第21号土墟 第21号土堀 第73号土堀 第74号土墟 第125号土壊 第128号土横 第 11号溝跡 第 11号溝跡

第22号土堀 第22号土堀 第74号土墟 第75号土堀 第126号土墟 第129号土堀 第 12号溝跡 第 12号溝跡

第23号土撰 第23号土墟 第75号土堀 第76号土墟 第127号土横 第130号土墟 第 13号溝跡 第 13号溝跡

第24号土堀 第24号土堀 第76号土墟 第77号土墟 第128号土堀 第131号土城 第 14号溝跡

第25号土墟 第25号土墟 第77号土墟 第78号土猥 第129号土壊 第132号土壊 第 15号溝跡 第 15号溝跡

第26号土墟 第26号土墟 第78号土墟 第79号土痰 第130号土壊 第133号土横 第 16号溝跡

第27号土横 第27号土墟 第79号土墟 第80号土墟 第131号土堀 第134号土壊 第 17号溝跡

第28号土壊 第28丹土墟 第80号土堀 第81号土墟 第132号土堀 第135号土横 第 18号溝跡

第29号土堀 第29号土檀 第81号土壊 第82号土堀 第133号土墟 第139号土渡 第 19号溝跡 第 19号溝跡

第30号土墟 第30局土墟 第82号土壊 第83号土壊 第134号土堀 第142号土墟 第 20号溝跡 第 20号溝跡

第31号土横 第31号土墟 第83号t墟 第84号土堀 第135号土墟 第143号土壊 第 21号溝跡 第 21号溝跡

第32号土壊 第32号土壊 第84号土堀 第85号土壊 第136号土横 第144号土横 第 22号溝跡 第 22号溝跡

第33与土猥 第33局土墟 第85号土堀 第86号土墟 第137号土堀 第145号土墟 第 23号溝跡 第 23号溝跡

第34号土壊 第34号土墟 第86号土堀 第87号土墟 第138号土壊 第146号土墟 第 24号溝跡 第 10号溝跡

第35号土漿 第35号土墟 第87号土墟 第88号土堀 第139号土堀 第147号土壊 第 25号溝跡

第36号土墟 第37号土墟 第88号土横 第89舟土壊 第140号土墟 第148/149号 第 26号溝跡

第37号土横 第38号土壊 第89号土堀 第91号土墟 土壊 第01与基壇状 第 01号平場

第38号土墟 第39号土壊 第90号土墟 第92号土壊 第141号土渡 第150号土壊 遺構

第39号土猥 第40号土墟 第91号土墟 第94号土堀 第142号土墟 第151号土塘 第01号配石 第 01号集石

第40号土堀 第41号土壊 第92号土壊 第95号土壊 第143号土墟 第152号土猥 遺構

第41号土壊 第42号土墟 第93号土堀 第96号土堀 第144号土壊 第153号土墟 第 01号埋甕 第 01号埋甕

第42号土壊 第43号土墟 第94号土城 第97号土壊 第145号土墟 第154号土堀

第43号土猥 第44号土横 第95号土横 第98号土墟 第146号土堀 第155号土壊

第44号土墟 第45号土墟 第96号土壊 第99号土墟 第147号土墟 第156号土壊
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V 結 語
1 縄文時代中期の遺構と土器について

広木上宿遺跡は北東方向に向かってゆるやかに降り

ていく丘陵上に立地している。縄文時代中期の遺構は，

調査区の北半部から住居跡17軒，上墟13基，埋甕 1基

が検出されている。集落は検出された住居跡から標高

110~120mの間の比較的平坦な斤陵の中段を利用し，

先端部分に向かって弧を描くように広がっていくと考

えられる（第92図）。周辺の縄文時代中期の遺構て‘は同

じ丘陵上の，広木上宿遺跡の約300m北東方向に位置

している瓶蔚神杜前遺跡（中村 1980)から，阿玉台

II式の住居跡が 1軒検出されている（第92図）。同じ時

期の住居跡は広木上宿遺跡からも検出されている。

遺構は密集して検出され，一部重複している住居跡

や土壊もあることから，いくつかの時期にわたって集

落が営まれていたことがわかる。そこて遺構の重複関

係および，遺構内出土の土器からその変遷を時期こ之

に分類したところ， I ～VI期の時期に分けることがて‘

きた。

とくにIII期～VL其月に関しては今囮検出された広木上

宿遺跡の集落の中心となった加柏利EII式から加曽利

EIII式にかけての時期て］近年県内て再検討がなされ

ている時期て‘、もある。そこてここては金子直行氏の大

山遺跡てし）加曽利E式土器の分類（金子 1997)にお

いて，基準の一つとなった連弧文土器や磨消懸垂文に

注目し時期こ、、とに分類してみた。

I期（第93図）

第28号住居跡がこの時期にあたる。 1は住居跡の床

面からつぶれるような形て‘‘出土した土器て‘ヽ ， 口縁部は

やや外反し頸部て‘括れ，胴部が膨らむ形状をしている。

口縁部の楕円区画文内には角押文が区画に沿って， 2 

列施されている。胴部には輪積痕が 1段残っているが，

文様などから阿玉台II式と考えられる。周辺の遺跡て‘‘

は前述したように，同じ丘陵上に位置する瓶蔚神社前

遺跡の34号住居跡は阿玉台II式とされている。出上し

ている土器は胴部の輪積痕以外は色調や文様など似

通っており，同時期と考えられる。

II期（第93図）

II期は勝坂式の終末期に相当する時期て‘ある。住居

跡ては第20,23, 24号住居跡の 3軒，土墟て` は81号土

漿第82号土堀0)2基がこの時期と考えられた。隆帯

上に刻み日のかわりに縄文を施文する土器（第24号住

居跡 2, 第81号土墟 1)や，外側に大きく張り出すロ

縁部に文様帯を持つ浅鉢形土器（第23号住居跡 l，第

81号土壊 2) などが特徴としてあげられる。土器の上

下関係が不明てあった第81号土墟 1は本来は開く口

縁部をもち胴上部が膨らみ底部に到るt器と考えられ

るものて］周辺の遺跡ては児玉町新宮遺跡（恋河内

1996)の第14号土墟出十立）深鉢形土器が本来の形に近

いと考えられる。

III期（第93図）

第9号住居跡がこの時期に相当する。連弧文土器，

磨消懸垂文ともに出現しない時期て‘ある。 1, 2, 4 

のように頸部に無文帯を残す土器が多い。地文は撚糸

文のものが多く，沈線や隆帯によって胴部に懸垂文が

施文される。曽利II式土器が共伴して出土している。

IV期（第93図）

連弧文土器は出現するが，磨消懸垂文のない時期て‘‘

ある。広木上宿遺跡においては胴部渦巻文土器が出現

し（第 6号住居跡 5),住居跡によっては地文に羽縄縄

文が施文される土器（第 6号住居跡 6, 8)が多く出

土する時期て‘‘ある。この時期には第 5号住居跡，第 6

号住居跡，第14号住居跡，第22号住居跡が相当する。

第 5号住居跡 1は頸部に無文帯が残る深鉢形土器て‘

あるが，同様の土器は周辺ては花園町台耕地遺跡（鈴

木他 1983)第29号住居跡や児玉町将監塚遺跡（石塚

1986)第34号住居跡などから出土しており，連弧文土

器や口縁部つなぎ弧文土器などが伴って出土している。

また第 5号住居跡からは連弧文土器片（第 5号住居跡

6, 7) も出土し，頸部に無文幣が残る土器が連弧文
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第92図 中期の住居跡と遺跡周辺の地形
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第93図 広木上宿遺跡出土の縄文中期土器(I)
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第94図 広木上宿遺跡出土の縄文中期土器(2)
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¥-J, 
土器の出現期にも存在すると言えることからIV期とし

た。第 6号住居跡 2は台付土器て‘‘あることから，混入

したものとも考えられたが頸部から胴部に施文される

文様の構成は，第 6号住居跡6と同様て他にも同じ文

様が多数出土していることから同時期とした。周辺の

遺跡ては深谷市島之上遺跡第 3号住居跡から同様の土

器が出土している。底部は破損のため不明だが開く口

縁部から頸部て‘‘括れる土器て、，胴部を枠状に沈線て‘区

画しその間に渦巻文を施文しており，第 6号住居跡 2

とほぼ変わらないものてある。連弧文土器が伴出して
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いるが磨消懸乖文はみられない。第14号住居跡 2の上

器は形状は連弧文土器だが，日緑部，胴部ともに連弧

文様は省略されている。他の出士している土器からIV

期とした。第22号住居跡は炉体土器の 1以外は小破片

が数点出土したのみて‘ヽ，時期の分類は困難てあったが，

1の連弧文土器の器形て浮頁部区画のみて連弧文様が施

文されないのは，第14号住居跡出土の 2と同様て‘ある

ことから， IV期とした。

V期（第94図）

施文された沈線文間を磨り消す，磨消懸垂文を持つ

土器が出現する時期て｀ある。連弧文土器や口縁部つな

ぎ弧文土器の文様は崩れがみられ， 日縁部と胴部の区

画がなくなっているものもある（第 8号住居跡 2, 第

17号住居跡6,第26号住居跡 2,第74号土堀6)。キャ

リパー形土器は日縁部文様の隆帯には輻広の沈線が隆

帯を削るように両側に施文されるのが特徴的てある

（第 8号住居跡 1，第19号住居跡1, 2, 第21号住~居跡

2,第26号住居跡 1)。この時期に相当する遺構は第8

号住居跡，第13号住居跡，第17号住居跡，第19号住居

跡，第21号住居跡，第26号住居跡，第74号土壊て‘あ

る。

第17号住居跡からは加曽利E系のキャリバー形土

器は小破片しか出土しておらず，磨消縄文を持つ復元

可能な土器も出土していない。炉体土器てある 1や入

り日部埋甕の 4は，雨だね伏の短沈線の使用や文様の

くずれなどから V期に相当すると考えられるものの，

他の土器群については時期は明確て‘はなかった。 しか

しIV期とした第 6号住居跡と一部重複しており，新し

い時期て‘‘ある第17号住居跡に復元可能な古い土器が

混入するとは考えにくいことから住居跡に伴う土器て‘‘

あると考えられた。そこて同様の土器群が出土してい

る周辺の遺跡の遺構と比較したところ，児玉町の将監

塚遺跡第71号住居跡の土器群をあげることがてきた

（第95図10~14)。第17号住居跡 4と第95図12は，器形

はほとんど同じ土器て地文も撚糸文てある。文様は第

17号住居跡4はくずれが日立つ。第17号住居跡6と第

95図13は，日縁部に隆帯によってつなぎ弧文が施文さ
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れるものて‘]地文は日唇部から連続して縦方向に条線

が施文される。胴部の文様は違うもののほぼ同時期と

考えられる。将監塚遺跡て‘はこれらの土器に伴い，磨

消懸垂文を持つ加曽利E系のキャリパー形土器が出土

している（第95図11)。また第95図11は器形のみを見れ

ば，第17号住居跡 6とはとんど変わらない。これらの

ことから，将監塚遺跡第71号住居跡と同じ土器群を持

つ第17号住居跡も磨消懸垂文が出現する時期て‘‘ある

ということがてきる。また第13号住居跡は第 6号住居

跡と近接しており，時期差が考えられた。唯一出土し

ている炉体土器て‘‘ある 1は，第95図12の将監塚遺跡第

71号住居跡出上の土器と同じ連弧文のモチーフを持つ

ものて‘ヽ，器形も同様と考えられることから， IV期の第

6号住居跡よりも新しいV期とした。 IV期の第14号住

居跡の中に重複して検出された第74号土墟は，土層か

ら第14号住居跡よりも新しい時期てあった。磨消懸垂

文を持つ土器は出土していないが，第74号土墟6と第

26号1打苦跡4の胴部には縦方向の波状の沈線文が複数

施文される土器が出土しており，また第74号土壊7と

第26号住居跡 5は屈曲した肩部に文様幣を持つ浅鉢

形土器て、，文様などほぼ同時期のものと考えられ，同

様の浅鉢形土器は第 8号住居跡からも出土しており，

V期とすることがてきた。

VI期（第94図）

この時期としたのは単独て検出された埋甕遺構出土

の2個体て‘ある。器形や文様のモチーフなどから V期

よりも新しいa寺期としてVI期として区分した。 1主居跡

はなく，今回の報告の広木土宿遺跡の集落はV期て‘終

了していることになる。

以tの分類から，広木上宿遺跡の集落は I期の阿玉

台II式にはじまり， II期の勝坂終末期まて‘‘は連続し，

その後II期とIII期の間にはその連続性が窺えず， IV期

から V期にかけて再び集落はピークを迎え， v棋月には

住居跡が検出されていない。しかしながら今後の調査

によっては集落の様相が変わる可能性も考えられる。

ところて金子氏の分類を参考に，連弧文土器や磨消

懸垂文に注目したIII期からVI期の分類てあるが，連弧



第95図 周辺遺跡出土の縄文中期土器
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文土器は本遺跡からは出現期から多醤に出土しており，

盛行する時期との差が明確て‘‘はない。一方磨消懸垂文

についても，胴部に磨消懸垂文を持ち日縁部の崩れな

どから時填月の目安となる加曽利E系のキャリパー形土

器は出土の割合が少ない。また出土していても小破片

しか出土しない遺構も多い。以上よりすれば本遺跡に

おいては連弧文土器や磨消懸垂文は分類基準とはなり

にくいことがわかった。そこて新たな目安として，広

木上宿遺跡て‘も出土し， また県北西部に多く出土する

唐草文土器など中部地方の土器との関連性が考えられ

る無文の開く口縁部を持つ胴部大形渦巻文土器を参考

に再度分類し直したい。 ところて‘‘この土器は集落を全

面的に検出した児玉町の古井戸遺跡（宮井 1989),将

監塚遺跡等から出土しており， それらをまとめ作成し

たのが第95図て‘‘ある。それてはこれらを参考にIII期

~V閲について考えていきたい。

第1段階（第95図 1~9)

胴部に渦巻文が施文される土器が出現する段階てあ

る。 4は頸部の区画から垂下するように渦巻文を施文

するものてある。 1は谷井彪氏によって大木式系土器

として論じられた土器てある（谷井 1991)。沈線によ

る施文や口縁部の形態などの差はあるが，胴部は同じ

形状を示し胴部の渦巻文様も 4は下半分を欠損するも

のの同じ文様構成になると考えられ， また 1と同じ沈

線によって施文された同じモチーフの胴部破片 (5)

が出土していることから，同時期とした。広木上宿遺

跡の第93図第 6号住居跡 5も隆帯によって同じ文様

が施文されている。頸部から垂下した胴部渦巻文の他

に7のように胴部に横方向に渦巻文を連続して施文す

るものもある。この段階ては渦巻文の連結部分は 1カ

所のみて他は連結しない。伴出する土器は連弧文土器

(2, 6)や口縁部つなぎ弧線文土器 (3, 9)て‘, 日

縁部と胴部の区画がしっかりとされるものて‘ある。ま

た頸部に無文帯を持つキャリパー形土器（ 8) や，地

文に羽状縄文が施文される土器（ 8)が伴って出土し

ている。

第2段階（第95図10~24)

1段階の 1と7の文様のモチーフを折衷し，様々な

文様を施文していく段階て‘ある。 15に見られる様に渦

巻文間の連結部分が1カ所てはなく数力所に及び，連

結する部分の隆帯上に沈線て｀渦巻文を施文するものが

多い。広木上宿遺跡ては第94図の第17号住居跡3の胴

部渦巻文土器がこの特徴を持つ。 20は胴部の文様の特

徴からこの段階に合めた。日縁部は複数の突起を持ち

一部橋状になるものて‘‘, 1や8との関連も考えられる

が，突起の間を弧状の隆帯て結び区画内を縦方向の沈

線を施文するなど，日縁部つなぎ弧線文との関連も考

えられる。 10は20と類似する土器だが，口縁部の突起

に橋状部分はなく胴部の沈線て｀施文された渦巻文はや

や崩れた文様となっている。伴う土器は加曽利E系の

口縁部は文様の崩れ（18)がみられるようになり，磨

消懸垂文を持つ土器が出現する(11, 24)。連弧文土器

はいろいろな形状した連弧文が土器に施文され，一部

文様に崩れがみられる (12~14, 19, 21)。

第3段階（第95図25~33)

頸部の括れや胴部の張り出しが緩やかになり，文様

も大きく崩れる段階て‘ある。頸部の区画は雨垂れ状の

短沈線によって施文され(25,30),連結部分に施文さ

れた隆帯上の渦巻文は輻広になり (25), ボタン状に丸

く施文される土器もある。伴う士器は加曽利E系の

キャリパー形土器は日縁部の湾曲が緩やかになり， 口

縁部文様帯は崩れながらも残り，胴部の懸垂文は日縁

部文様と整合しなくなる (26,29, 31)。27や32などは

大宮台地ては谷井・細田氏（谷井・細田 1995) らの

加曽利EIII式の類型て‘ある吉井城山類や梶山類と伴出

する土器て‘ある。しかしながら26,29, 31などキャリ

パー類の日縁部文様帯が残る土器が多く，吉井城山類

系も 28のように同じ文様構成を持つ連弧文土器は出

土するものの，主体的てはない。

以上周辺の遺跡における胴部渦巻文土器の変遷と広

木上宿遺跡の変遷を比較してきた。その結果この地域

においては，胴部渦巻文土器は連弧文土器とほぱ同時

期幅て‘存在し，連弧文土器と違い段階こマとに変遷する

ことが確認、てきた。つまり出現する段階，盛行する段
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階，文様に崩れがみられる段階へという変化て‘‘ある。

これは連弧文上器からの出現，盛行，崩れの段階が明

確て‘はない広木上宿遺跡などにおいては，胴部渦巻文

土器が一つの分類の目安として，有効性を持つと言え

よう。以上胴部渦巻文土器の変遷を参考にすると，連

弧文上器や磨消懸垂文から分類した広木上宿遺跡IV期

は第 1段階に， v期は第 2段階， VI期は第 3段階に相

当すると思われる（第95図）。 VI期については資料が少

ないため，最後て‘‘位置づけてみたい。 ところて‘この胴

部渦巻文土器の文様の変化に関しては，大木式土器や

唐草文土器や曽利式土器などさまざまな要索が含まれ

ると考えられる。また梶山類との関連性も考えられる。

それらについては今後の課題としたい。

最後に時期的な問題を整理すると本遺跡のVllt月，胴

部渦巻文土器からの分類ては第 3段階にあたる時期は

吉井城山類が出現する時期て‘ヽ，谷井彪・細田勝両氏に

よって加曽利EIII式古段階とされた時期と思われる

2 出土石器について

(1) グリッド出土石器について

広木上宿遺跡の調査区南端の60~66グリッド間て‘‘

は，早期の沈線文系土器の田戸下層式が集中して検出

されていることから，同じグリッド間から出土してい

る石器群（第96図）についてもほぼ同時期て‘‘あると考

えられるが，鼠的には少ないものの他時期の土器も出

土している。そこて‘‘ここてはほとんどの時期て出土し

他の石器と比べると変化が追える打製石斧の時期につ

いて簡単にふれることとする。出土した打製石斧は特

徴的な形状をしており，偏平な自然礫の片面のみを加

工する礫器に近いものて‘‘ある。これらの形状の打製石

斧については早期後葉の条痕文系土器に伴うことが知

られている（小薬 1983)。県内の遺跡て‘、も条痕文系土

器に伴って出土する例は多い。 しかし同じ美里町の甘

粕山遺跡群の東山遺跡（水村他 1980)や浦和市の梅

所遺跡（青木他 1984), 北宿西遺跡（青木他 1986) 

ては沈線文系土器から条痕文系土器にかけての包含層

（谷井・細田 1995)。また金子直行氏の分類ては加骨

利EIII式新段階とされており（金子 1997),区分の名

称が定まっていない時期てある。広木上宿遺跡および

閲辺地域に関し若干この問題についていえば，吉井城

山類や梶山類は主体的に出土しておらず，器形や文様

の崩れた連弧文土器や胴部渦巻文土器や加曽利E系の

キャリパー形土器が出土しており，新しい様相は見ら

れず， 1つの時期のはじまりに設定しにくい状況てあ

る。磨消懸垂文の出現にも注目し地域的な胴部渦巻文

土器や連弧文上器の変遷など総合的に分類し，時期設

定すべきてあると考えられる。

まとめると広木上宿遺跡のIII期～V国は， III期は頸

部無文帯の残る加曽利EI式直後の加曽利Ell式古段

階の時期， IV期は加曽利Ell式新段階て‘連弧文土器が

出現しこの地域ては胴部渦巻文土器が出現する時期，

V期は加曽利EIII式古段階て‘磨消懸垂文が出現する時

期， v国は加曽利EIII式新段階の時期と考えられよう。

から同様の打製石斧が出土している。また沈線文系土

器に先行する撚糸文系土器に伴う打製石斧の形状は，

神奈川県の大丸遺跡（芹沢 1957)から出土した100を

超える打製石斧によると，長楕円形の自然礫の端部を

片面加工して刃部を作り出しているものて‘ある。県内

ては川本町の四反歩遺跡（金子 1993)から大丸遺跡

と同様の形状の打製石斧が撚糸文系土器に伴って検出

されている。それらからいえば広木上宿遺跡出土の打

製石斧の形状は撚糸文系土器の時期て‘‘は，主体を占め

ていないようてある。以」こ少ない類例てはあるが広木

上宿遺跡の60~66グリッド出土の形状の打製石斧の

時期は，沈線文系土器から条痕文系土器の時期に多く

出土することがわかった。広木上宿遺跡からは条痕文

系土器が出土していないことから，打製石斧は田戸下

層式時に伴う時期て‘あると考えられ他の出土石器も概

ね同時期と考えることがてきる。

広木上宿遺跡の60~66グリッド出土の早期の打製
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第96図 グリット出土土器石器

60~66グリッド内出土土器
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60~66グリッド内出土打製石斧石材比率 l 
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石斧と中期の打製石斧の違いに関しては，形状の違い

の他に使用された石材の差が特徴的てあった。石材比

率グラフに見られる様に， 60~66グリッド出土の打製

石斧の石材がホルンフェルスが大部分てあるのに対し，

中期の住居跡内出土の打製石斧は砂岩の使用がホルン

フェルスを上回っている。 この使用石材の違いは，使

用目的の違いによる製作工程の差などが石材をあらか

じめ選択しているとも考えられる。

以上簡単に打製石斧について記したが，時期や石材

に関しては他の遺跡出土のものとも比較しなければ不

明な点も多く， それらに関しては今後の課題としたい。

(2) 剥片について

広木上宿遺跡の遺構内やグリッドからは多量の剖片

が出土した。その中には縁辺の一部が簡単な刃部を作

り出していたり、刃こばれ状になるものが多く見られ

た。明らかに刃部を作り出すものは掻器として図示し

たが、使用された可能性のある剥片のごく一部に過ぎ

ないと思われる。本来ならばそれらの剥片も掻器類と

して分類すべきてあるが、使用に関しては不明確て｀あ

りここては剥片と呼ぶこととする。

町甘粕山遺跡群の東山遺跡（水村他

これらのような剥

片を使用する掻器類は広木上宿遺跡の周辺ては、美里

1980)、岡部町東

光寺裏遺跡（中島他 1980)、寄居町甘粕原遺跡、 ゴシ
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ン遺跡（並木他 1978)、児玉町古井戸遺跡（宮井

1982)などから出上して‘‘いる。時期は早期から中期に

まて‘‘わたり、時期的には限られないようてある。不定

形な剥片の一部分をほとんど加工せずにそのまま使用

する性格上、その認議が難しく、図示されてないもの

も多いと考えられる。量的には打製石斧などの石器を

十屈る可能性が高い。また使用段階については明確て‘‘

はなく、剥片に関しても石器製作時に発生したものを

利用するのか、使用する目的て‘‘剥片を作り出していた

かは不明てある。広木上宿遺跡ては細かい剥片や砕片

も多鼠に出土しており、これらは早期の楔器や打製石

斧が出上しているグリッド60~66間の出土がほとん

どて‘‘、石器製作時に発生したものて使用はされないと

考えられるが、大きめの刹片は使用の可能性もある。

石器製作時に発生した大きめの剥片を使用するのか、

目的に応じて剥片を作り出したかは不明て‘あるが、両

方の可能性も考えられる。

広木上宿遺跡出土の使用されたと考えられる剥片を

形態こ、とに分類し、いくつかのグリッドに分割してま

とめたのがグリッド別出土剥片形態表て‘‘ある（第 8

表）。形態の分類は以下のようにした。

A 表面または裏面に自然面を残すもの（第83図105)

B 側縁部に自然面を残すもの（第83図108)

C 自然面を残さないもの（第84図120、127)

I 剥片を縦長に使用するもの

II 剥片を横長に使用するもの

① 長 さ 4cm以上7cm未満

② 長さ 2cm以上4cm未満

③ 長さ 1cm以上2cm未満

A、B、Cは自然面の残存部を表すものて‘ヽ 、 （ ）内

は図示した掻器の番号てある。 I、IIは剥片の使用さ

れた刃部と考えられる縁辺を下に向けた時の剥片の形

状て｀ある。また剥片は三角形状をするものが多い。①

～③は刃部を下に向けた時の長さてある。縦長に利用

するものに①が多いのはそのためて、剥片自体の大き

さは大差ない。③はチャート製のもののみて‘‘、他の石

材は使用が不明確なため入れなかった。石材の内訳は
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グリッド別出土剥片石材表に示した。圧倒的にホルン

フェルスが多いが、これは鋭い縁辺を作り出す石材を

使用するためと考えられる。分類した表からは、形態

差は不明確て‘ある。これは剥片を作り出した時点て、

鋭くなった縁辺部をそのまま利用しているためて‘‘これ

らの剥片が、打製石斧や礫器などのように一定期間の

使用を目的として作り出されていないことを表してい

るとも考えられる。

また剥片を自然面の残存部によって A、B、Cに分類

したが、それらの数鼠をグリッド別出土剥片自然面別

分類グラフに示した。グラフから、 Cの数量は60~69

グリッド間て‘‘は圧倒的に多い。前述のようにこのグ

リッド間は小泉lj片も多星に出土しており、石器の製作

時に発生した剖片て‘‘ある可能性も高い。他のグリッド

出土の判片は A、B、Cともに鼠的な差はない。 60~69

グリッド内出土の石器群は早期を主体とすると考えら

れることから、この差は時期的な差の可能性もある。

しかし中期の遺構内や中期の遺構が検出されるグリッ

ド間からも、これらの泉ll片が検出されることから周辺

の遺跡て‘‘見られるようにこの剥片利用の石器が中期に

至ることは確実だと言える。水村孝行氏は甘粕山遺跡

群の東山遺跡出土の使用痕のある剥片について目的的

剖片として、一定の技術によって剥離されたものとし、

2通りの剥片剥離工程を示している（水村 1980)。広

木上宿遺跡の剥片は自然面の残存部より、東山遺跡の

剥片剥離工程に当たるものもあると考えられるが、 A、

B、Cの自然面の残存部位による最的な差はなく明確

てはない。

以上から広木上宿遺跡出土の剥片については、形態

など不定形て｀あり、剥片の鋭い縁辺部分があればそれ

を便宜的に使用しているようて‘ある。また石器製作時

に作り出された泉I」片も使用していた可能性もある。多

量に残る剥片からの使用は一時的なものに過ぎないよ

うて‘‘必要に応じてその都度作り出しているようてあり、

そういう意味ては目的的剥片として作り出されたもの

もあったといえる。 しかしながら打製石斧や礫器など

の石器の製作とは、明らかな相違がある。



第 8表剣片分類表

グリッド別出土剥片形態表

形態＼グリッド 19~29 30~39 40~49 50~59 

A-I -(f) 7 5 1 2 

A-I―② 1 2 

゜
4 

A-Il-(t 6 1 

゜ ゜A-II―② 6 6 3 3 

B-I―① 3 

゜
1 4 

B-I -(2) 2 2 1 6 

B-II -(i) 2 1 3 

゜B-II-(2) 3 

゜
2 8 

C-I -(1] 2 

゜ ゜
1 

C-I -(2) 7 

゜ ゜
8 

C-I -3) 

゜ ゜ ゜ ゜C-II -]) 

゜
3 1 

゜c-n -(2) 10 3 1 3 

C-II -(3) 

゜ ゜ ゜ ゜グリッド別出土剥片石材表

石材＼グリッド 19~29 30~39 40~49 50~59 

ホルンフェルス 28 13 6 23 

砂岩 7 6 1 5 

頁岩 6 2 3 4 

安山岩

゜ ゜
1 

゜チャート 13 3 

゜
7 

グリッド別出土剥片自然面別分類グラフ

120 

L-- ---• 

C 
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60~69 
50~59 

40~49 

60~69 

13 

6 

14 

10 

22 

1 2 

6 

25 

22 

57 

3 

4 

21 

4 

60~69 

173 

28 

5 

2 

6 
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附 篇

広木上宿遣跡出土土器胎土分析鑑定報告

H
 

次

1 実験条件

2 実験結果の取扱

3 X線回析試験結果

3 -1 タイプ分類

3 -2 石英一斜長石の相関について

4 化学分析結果

4 -1 Si02-Al203の相関について

4 -2 Fe203-MgOの相関について

4-3 K20-Ca0の相関について

5 まとめ

図表目次

第1図三角ダイヤグラム位置分類図

第2図 菱形ダイヤグラム位置分類図

第3図 Mo-Mi-Hb三角ダイヤグラム

第4図 Mo-Ch、Mi-Hb菱形ダイヤグラム

第5図 Qt-Pl図

第6図 Si02-Al203図

第7図 Fe203-Mg0図

第8図 K20-Ca0図

第1表胎土性状表

第2表化学分析表

第3表タイプ分類一覧表

X線回析試験チャート（巻末）

化学分析表（巻末）

写真集

土器及び断面写真

BEI（反射電子）写真

（株）第四紀地質研究所井上巖

X線回析試験及び化学分析試験

1 実験条件

1-1 試料

分析に供した試料は第 1表胎土性状表に示す通りてあ

る。

X線阿析試険に供する遺物試料は洗浄し、乾燥したの

ちに、メノウ乳鉢にて粉砕し、粉末試料として実験に

供した。

化学分析は土器をダイヤモンドカッターて小片に切断

し、表面を洗浄し、乾燥後、試料表訓をコーティング

しないて‘‘、直按電子顕微錢の鏡筒内に挿入し、分析し

た。

1-2 X線回析試験

土器胎土に含まれる粘士鉱物及び造岩鉱物の同定は

X線回析試験によった。測定には日本屯—f製JDX

-8020X線阿析装置を用い、次の実験条件て実験した。

Target : Cu, Filter : Ni, Voltage : 40k V, Cur-

rent: 30mA,ステップ角度： 0.02°

Jt娑姓寺間： 0.5秒。

1-3 化学分析

元素分析は日本電—f製5300LV 型霊子顕微鏡に 2001

刑エネルギー分散型洪光 X線分析装置をセットし、実

験条件は加速電圧： 15KV、分析法：スプリント法、分

析信率： 2001脊、分析行効時間： 100秒、分析指定元索

10元索て‘行った。

2 X線回析試験結果の取扱い

実験結果は第 1表胎土性状表にぷす通りてある。

第 1表右側には X線囮析試験に悲づく帖t鉱物及び

造岩鉱物の組織が示してあり、左側には、各胎土に対

する分類を行った結果を示している。

X線囮析試験結果に基づく帖上鉱物及び造岩鉱物の

各々に記載される数字はチャートの中に現われる各鉱

物に特有のピークの強度を記載したものてある。
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電子顕微鏡によって得られたガラス量と X線回析試

験て‘‘得られたムライト (Mullite)、クリストバライト

(Cristo bali te)等の組成上の組合せとによって焼成ラ

ンクを決定した。

2-1 組成分類

1) Mont-Mica-Hb三角ダイアグラム

第 1図に示すように三角ダイアグラムを 1~13に分

割し、位置分類を各胎十について行い、各胎土の位置

を数字て表した。

Mont, Mica, Hbの三成分の含まれない胎土は記載

不能として14にいれ、別に検討した。三角ダイアグラ

ムはモンモリロナイト (Mont)、雲母類 (Mica)、角

閃石(Hb)の X線回析試験におけるチャートのピーク

強度をパーセント（％）て表示する。

モンモリロナイトは Mont/Mont+Mica+ Hb*lOO 

てパーセントとして求め、同様に Mica,Hbも計筒

し、三角ダイヤグラムに記載する。

三角ダイアグラム内の 1~4はMont,Mica, Hbの

3成分を合み、各辺は 2成分、各項点は 1成分よりなっ

ていることを表している。

位置分類についての基本原則は第 1図に示す通りてあ

る。

2) Mont-Ch, Mica-Hb菱形ダイアグラム

第 2図に示すように菱形ダイアグラムを 1~19に区

分し、位置分類を数字て記載した。記載不能は20とし

て別に検討した。

モンモリロナイト (Mont)、雲母類 (Mica)、角閃石

(Hb)、緑泥石 (Ch)の内、

a) 3成分以上合まれない

b) Mont, Chの2成分が含まれない

c) Mica, Hbの2成分が合まれない、の 3例があ

る。

菱形ダイアグラムは Mont-Ch,Mica-Hbの組合せ

を表示するものてある。 Mont-Ch,Mica-Hbのそれ

ぞれの X線回析試験のチャートの強度を各々の組合

せ毎にパーセントて‘‘表すものて、、例えば Mont/

Mont+ Mica+Ch*lOOと計算し Mica,Hb, Chも

各々同様に計算し、記載する。

菱形ダイアグラム内にある 1~ 7はMont,Mica, 

Hb, Ch 4成分を含み、各辺は Mont,Mica, Hb, Ch 

のうち 3成分、各項点は 2成分を含んて‘｀いることを示

す。

位置分類についての基本原則は第 2図に示すとおりて‘‘

ある。

2-2 焼成ランク

焼成ランクの区分はX線回析試験による鉱物組成と、

電子顕徴鏡観察によるガラス量によって行った。

ムライト (Mullite)は、磁器、陶器など高温て焼かれ

た状態て‘初めて生成する鉱物てあり、クリストバライ

ト(Cristobalite)はムライトより低い温度、ガラスは

クリストバライトより更に低い温度て｀生成する。これ

らの事実に基づき、 X線回析試験結果と電子顕微鏡観

察結果から、土器胎上の焼成ランクを I~Vの5段階

に区分した。

a) 焼成ランク I:ムライトが多く生成はガラス

の単位面積が広く、ガラスは発泡している。

b) 焼成ランク II:ムライトとクリストバライト

が共存し、ガラスは短冊状になり、面積は狭く

なる。

C) 焼成ランクIII・．ガラスのなかにクリストバラ

イトが生成し、ガラスの単位面積が狭く、葉状

断面をし、ガラスのつながりに欠ける。

d) 焼成ランクIV:ガラスのみが生成し、原土（索

地土）の組織をかなり残している。ガラスは徴

小な葉状を呈する。

e) 焼成ランクv:原土に近い組織を有し、ガラス

は殆どてきていない。

以上の I~Vの分類は原則てあるが、胎土の材質、す

なわち、粘土の良悪によってガラスの生成量は異なる

のて‘‘、電子顕微鏡によるガラス量も分類に大きな比重

占める。このため、ムライト、クリストバライトなど

の組合せといくぶん晃なる焼成ランクが出現すること

になるが、この点については第 1表の右端の備考に理

由を記した。
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第 1図三角ダイヤグラム

位置分類図 14言己＂＂と二 Fこ有E
b 

ー

第 2図菱形ダイヤグラム

位置分類図
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2-3 化学分析結果の取り扱い

化学分析結果は酸化物として、ノーマル法（10元素全

体て‘‘100％になる）て計算し、化学分析法を作成した。

化学分析表に基づいて Sio2-Al203,Fe203-Mg0, 

K20-Ca0の各図を作成した。これらの図をもとに、

土器類を元素の面から分類した。

3 分析結果

3-1 X線回析試験結果

3-1-1 タイプ分類

第1表胎土性状表には既分析の将監塚遺跡と共に広木

上宿遺跡の土器を記載してある。タイプ分類はこれら

2遺跡の土器て新たにおこない、第 3表タイプ分類一

覧表を作成した。

第3表に示すように土器胎土は A~Kの11タイプに

分類された。

Aタイプ： Mont,Mica, Hb, Chの4成分を含む。

Bタイプ： Hb,Chの2成分を含み、 Mont,Micaの

2成分に欠ける。

Cタイプ： Hb1成分を合み、 Mont,Mica, Chの3

成分に欠ける。

Dタイプ： Mica,Hb, Chの3成分を含み、 Mont1 

成分に欠ける。

Eタイプ： Hb,Chの2成分を合み、 Mont,Micaの

2成分に欠ける。

Fタイプ： Mica,Hb, Chの3成分を合み、 Mont1 

成分に欠ける。組成的には Dタイプと同じ

てあるが、検出強度が異なる為に、タイプ

が異なる。

Gタイプ： Mica,Hbの2成分を含み、 Mont,Chの

2成分に欠ける。組成的には Eタイプと同

じてあるが、検出強度が異なる為に、タイ

プが異なる。

Hタイプ： Mica,Chの2成分を含み、 Mont,Hbの

2成分に欠ける。

Iタイプ： Mica1成分を含み、 Mont,Hb, Chの3

成分に欠ける。

Jタイフ0 : Mont, Mica, Chの3成分を含み、 Hb1 

162 

成分に欠ける。

kタイプ： Mont,Mica, Hb, Chの4成分に欠ける。

主に、 nA1203• mSi02 • 1H20（アルミゲ

ル）て構成される。

最も多いタイプは Dタイプて‘‘、 14個の土器のうち広木

上宿遺跡の土器が5個、将監塚遺跡の土器9個が該当

する。次いて‘、 Fタイプの12個て‘、広木上宿遺跡と将

監塚遺跡の土器各6個が該当する。 Eタイプと Gタイ

プの各7個、 Cタイプの 5個、 Bタイプの 3個、 Aタ

イプの 2個、 H、I、J、 Kの各 1個となる。

3-2-2 石英(Qt)—斜長石 (Pl) の相関について

土器胎土中に合まれる砂の粘上に対する混合比は粘土

の材質、土器の焼成温度と大きな関わりがある。土器

を製作する過程て‘、ある粘土にある量の砂を混合して

索地土を造るということは個々の集団が持つ士器製作

上の固有の技術て‘‘あると考えられる。

自然の状態における各地の砂は固有の石英と斜長石比

を有している。この比は後背地の地質条件によって

各々奥なってくるものてあり、言い換えれば、各地の

砂は各々固有の石英と斜長石比を有していると言える。

第5図Qt-Pl図に示すように I~IXの9グループに

分類された。

Iグループ：将監塚遺跡の加苦利 Eの連孤文土器が

集中する。

IIグループ：広木土宿遺跡の加曽利 E、勝坂、阿玉台

の上器が混在する。

IIIグループ：将監塚遺跡の加曽利 Eが集中し、唐草文

と連孤分土器、広木上宿遺跡の加曽利 E

直前と加曽利 Eの上器が混在する。

IVグループ：広木上宿遺跡の加曽利 Eが集中し、将監

塚遺跡の曽利系の土器が共存する

Vグループ：広木上宿遺跡の加曽利 Eが集中し、将監

塚遺跡の曽利系、連孤文の上器が混在す

る。

VIグループ：将監塚遺跡の加曽利 Eが集中し、唐草文

系の土器が混在する。

VIIグループ：広木上宿遺跡の加曽利 Eが集中し、将監



第 1表胎土性状表

拭科 ダイブ 挽咸 祉成分頂 枯上砿物および造岩鉱物

Nn 分問 ランクMo-Mi-Ht Mo·Q .Mi•Ht Mon MIC Hb Cll(Fc Ch(Mg) Qt Pl Cnsl Mullit1 k・fch Hal!O¥ Kao Pyrite Au ガラス 俯与

広木上宿・l E 6 20 133 166 2431 1294 107 深体 褐文中間］り閻iPIE

広木上宿2 A I I 250 152 89 256 89 2007 1054 慄体 乳文中間肌曽月IE

広木上宿・J D 6 10 128 130 195 2527 I 148 慄体 縄文中問捕曽~IE

広木上宿4 A I I 196 118 100 221 2395 1239 慄体 縄文中間捕曽~IE

広木上宿・5 G 7 20 127 90 1949 295 154 採体 絹文中JIJl hl曽 ~IE

広木上宿4 G 1 20 128 121 2006 514 慄体 員文中問佃曽月IE

広木上宿．7 F 7 ， 102 85 167 23卯 632 慄体 縄文中問皿曽~IE

広木上宿-8 J 10 19 219 149 226 72 2112 482 採体 褐文中開加曽~IE

広木上宿9 B 5 II 93 170 1993 399 慄鉢 縄文中剛0曽 ~IE

広木上宿•10 F 7 ， 146 109 288 59 2178 639 慄休 縄文中月加曽~IE

広木上宿-II F 7 ， 125 81 141 68 2479 499 涙鉢 縄文中問肌曽用IE

広木上宿12 D 6 10 % 116 218 47 2880 lfXi9 慄休 員文中開捕普利E

広木上宿・Il F 7 ， 146 105 179 2540 985 甜t員文中問皿曾刊E

広木上届14 H 8 8 136 194 1584 486 118 慄体 縄文中附0曽利E

広木上宿-15 E 6 20 !05 165 2216 801 慄体 紺文中開加曽、~IE

広木上宿16 F 7 ， 170 94 182 86 2182 474 深体 員文中問ho曽 ~IE

広木上宿．17 B l II 262 136 1140 743 涙体 縄文中問捕曽刊E

広木上宿18 I 8 20 112 3084 620 涙鉢 縄文中開加曽利E

広木上宿．19 C 5 20 79 2903 732 126 慄鉢 縄文中期加曽利E

広木上宿20 G 7 20 93 88 2432 491 涙鉢 縄文中期加曽flE

広木上宿-21 G 7 20 114 76 2228 309 246 慄体 縄文中問加曽用IE

広木上宿22 C 5 20 97 2214 477 渕t縄文中期捕曽PIE

広木上宿-23 C 5 20 89 2423 524 慄鉢 縄文中罰佃曽用IE

広木上宿•24 F 7 ， 147 131 186 984 4-08 慄体 縄文中剛0曽刊E

広木上宿-25 D 6 10 94 101 169 49 1230 510 深体 碍文中期勝坂

広木上宿26 D 6 10 115 248 283 1255 473 慄体 縄文中1i1l阿玉台

広木上宿•27 C 5 20 183 1563 622 71 深鉢 員文中問柵曽~)E 直前

広木上宿．28 G 7 20 186 100 2]]6 1189 深体 縄文中朋伽曽刊E

広木上宿29 D 6 lO I 18 204 254 69 2289 SlO 採休 縄文中問佃曽刊E

符昏坂・I D 6 IO 193 271 164 1542 l050 118 慄体 乳文中期捕曾 ~IE-Il 加曽月IE

符麿坂．2 E 6 20 111 140 1819 691 慄休 笥文中期伽薯~IE 』 io炉IIE 

符竪J呆．J D 6 10 181 245 172 2626 727 深体 祠文中問hl曽 ~I E-Il 唐韮文

卑土．． D 6 10 200 210 290 200 254 I JOO 探体 縄文中期肌曽fIE.I 加籾IE
符竪坑．5 K 14 20 155 31()<)2 採体 褐文中問捕曽~IE』 加管11/E
符竪坂4 D 6 10 223 260 223 77 1429 512 137 涙体 碍文中問ha曽nIE-ll 開普刊E

符監塚7 C 5 20 l46 260 I 781 慄体 縄文中期肌憎~IE』 開曽刊E
符劉坑•8 F 7 ， 166 II 3 205 271 6 539 探体 碍文中問捕曽刊E.I 開曽¥IE
符竪届9 D 6 10 136 19 9 152 2165 1168 慄体 員文中Jill佃曾利IE.Il 曽刊

符呈坂-IO F 7 ， 167 166 232 1447 1082 慄体 捐文中期閲賃fIE.I 唐草文

符竪坂II E 6 20 Ill 178 1314 181 J 166 慄体 縄文中問伽魯nIE-l 連孤文
将竪恥12 E 6 20 IOI 117 285 2 702 165 涙体 縄文中問肌曾 ~IE-Il 唐草文
将竪坂13 F 7 ， 167 13 9 270 I 15 2695 636 涙体 縄文中問開魯月IE-ll 切曽flJE
符監坂14 G 7 20 247 194 2J5 4 1158 慄体 縄文中劇in曽HlE.Il 曾刊

将藍駐15 F 7 ， 261 23 0 276 222 2722 2082 慄体 縄文中問捕曾利IE.I 佃曽fl!E
将監坂16 B 5 II 154 220 2242 579 渓体 縄文中期開曽月IE』 曽刊
将監坂．17 D 6 10 162 21 9 200 1086 63 3 136 涙体 柑文中開加曽利E.l 連孤文
将竪坂18 D 6 10 14o 19 3 192 l052 l030 涙体 縄文中問開曾flE』 連孤文
将竪坂．19 G 7 20 166 143 1753 94) 渓休 縄文中期加曽刊E.a 茄曽刊E
坦訊・20 E 6 20 99 129 3129 128 I 146 採体 礼文中期ho曽刊E』 退孤文
符監坂・21 F 7 ， 167 12 5 268 88 212 3 620 深体 捐文中月佃普刊E-Il 連孤文
符竪坂．22 D 6 10 140 17 5 166 1705 47 l 162 探体 縄文中期肌曽~IE』 連孤文
符監坂23 F 7 ， 278 13 4 257 167 274 l 1249 採体 乳文中期ho曾fIE.Il 唐草文
符竪坂．24 D 6 10 184 18 5 375 191 18 20 1852 深体 碍文中期加管刊E.I 曽刊
将監ぽ．25 E 6 20 156 202 1223 1327 深体 縄文中期開曽月IE』 連孤文
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第 2表化学分析表

試H肝リ・ Na20 MgO Al203 Si02 K20 Cao Ti02 MnO Fe203 N10 Total 備考・

Ii、木．Llii-1 1.05 1.32 29.72 54.09 2.96 0.98 1.78 0.00 7.80 0.31 100.01 深鉢 縄文中期）JII曽fljE 

＇］、木 l:1fi -2 0.64 0.83 27.85 60.08 1.24 0.86 1.36 0.05 7.09 0.00 100.00 深f本 縄文中期／jll曽flJIi

／火木l.iti-3 I.II 1.26 27.67 58.83 1.73 1.00 1.60 0.00 6.56 0.23 99、99深鉢 縄文中！~J/Jll\"J1 "f lj E 

9}、木 l:iti-4 0.77 0.40 25.33 58.22 1.41 0.81 0.96 1.00 11.10 0.(X) 100.00 深体 縄文中期｝JII曽FIll:

Ii、木＿L!ri-5 0.55 G.17 29.04 59.20 l.oo 0.37 1.74 0.00 7.55 0.40 100.02 深§木 縄文中期JJu曽刊 E

広木 L1打-6 0.87 0.20 31.58 56.20 1.05 0.45 1.61 0.02 7.98 0.03 99.99 深林 縄文中！りJ}JIJ曽刊 l’‘

広木」；1h-7 1.15 0.56 25.13 61.54 1.16 0.59 1.17 0.00 8.70 0.00 100.00 深鉢 縄文中期）JU曽刊 E

広木J1H-8 0.46 0.23 32.57 57.29 I 02 0.59 1.53 0.00 5.97 0.34 100.00 深休 縄文叫VJ/JU竹fljl~ 
It木一l; 1 H-9 0.83 0.60 27.62 59 59 1.17 0.43 1.52 0.00 7.99 0.26 100.01 深鉢 縄文中川］／JI]曽flll:

広木Jこ1廿-10 0.99 2.20 24 92 58.95 1.66 1.06 1.38 0.00 8.76 0.08 100.00 深鉢 縄文中！り/Ji!,fmll:

li、木l.lii-11 U.95 2.26 24.01 59.97 3.12 0.85 1.33 000 7.50 0.(J() 99.99 深林 縄文中期）Jll曽fIJE 

Ii、木L1廿-12 1.45 2.07 23.49 61 15 1.80 1.04 1.68 0.00 7.24 0.08 100.00 深鉢 縄文中！！JIJII曽f!JE 

広木l:.1廿-13 1.47 2.31 22.02 59.08 1.65 1.02 1.28 0.00 11.17 0.(J(J 100.00 深鉢 縄文中期｝Ju曽刊 E

広木上lri-14 0.66 0.54 33.95 53.91 I.II 0.54 1.47 0.25 7.38 0.19 l(J().(J() 深鉢 縄文中期/J[I曽fl]E 

広木l..1廿-15 1.03 2.84 28.27 51.69 1.79 0.61 1.20 0.16 12.40 0.()() 99.99 深鉢 縄文中期}JU'i行Ill,'、

広木．l：1廿ー16 0.61 0.57 3(129 58.23 1.26 0.51 1.41 0.00 7.13 0.00 100.01 深鉢 縄文中期lJII曽刊 1£

li、木．lこ柑-17 1.04 4.09 25.22 48.17 1.43 1.89 1.88 0.00 16.28 0.00 100.00 深鉢 縄文中期）JIli粁lll:

広木上1月ー18 1.28 0.09 23.65 59.66 2.12 0.53 0.73 I.II 10.82 O.(JO 99.99 深休 縄文叩りj/JJW/llJE
I]、木 1•韮i -19 0.96 1.07 25.33 59.15 2.53 1.01 1.36 0.00 8.52 0. 0 7 100.00 深鉢 縄文中期 1J11 曽刊 I~
LL、オ,_l:.宿-20 0.89 0.34 24.09 62.98 1.51 0.78 1.49 0.06 7.81 0.06 100.01 深鉢 縄文中期｝Ju竹利 E

広木U1i-21 0.84 0.58 25.76 57.19 1.86 0.45 1.45 0.00 11.65 0.24 100.02 深3木 縄文中期IJIl竹刊じ

広オ；；＿l＿1ti-22 0.84 1.01 32.97 49,24 I. I 3 1.16 1.28 000 12.37 0.00 100.00 深§木 縄文中期）JIl¥fげljl:

広木Jこla-23 0.77 0.24 29.25 59.IO 0.80 0.61 1.44 0.00 7.79 0.00 l(J().oo 深鉢 縄文中期IJIlVげlJI: 

広木L宿-24 1.12 2.34 23.92 50.39 1.71 1.21 1.07 0.00 17.58 0、65 99.99 深§木 縄文中期/Ju曽利 E

広木L1甘-25 1.48 2.10 27.35 52.26 I 24 2.05 1.06 0.00 12.33 0.13 100.00 深鉢 縄文中期勝坂

広木I.1月-26 0.72 5.52 22.95 50.07 1.86 1.39 1.43 0.00 15.81 0.26 100.01 深§ト 縄文中期阿 I:．．台

li、木l二i仕27 0.50 4.10 28.49 44.30 0.94 0 93 1.72 0.24 18.53 0.25 100.00 深鉢 縄文中期）JI]'[1flJI・:直前

広木 l.1廿-28 1.16 0.72 27.07 58.53 1.78 0 87 1.17 0.00 8.52 0.18 100.00 深ik 縄文中！YJJJU(nlJI•: 
,1、木」こ1廿-29 0 97 3.33 22.86 58.50 2.11 1.27 1.31 0.00 9.66 0.00 1()().01 深鉢 縄文9|9lU])JuW刊1£

0.(J() 
:|i監}呆-I 0.70 2.95 26.68 49.14 2.07 1.19 1.28 0.38 15.51 0.09 99.99 深鉢 縄文中期）JIl竹刊 E、-II IJll',¥'TIJ I~ 
l]監｝呆2 0.75 l. 3 8 32.41 45.55 1.07 1.03 1.54 0.08 16.19 0.(JO 100.00 深鉢 縄文中！り］）JII曽刊 E-Il /JI]',vi ffJ I: 

1]監塚-3 0.89 3.57 24.06 53.66 2.40 1.01 1.32 0.11 12.74 0 24 l()().00 深鉢 縄文中期｝Jll曽flJじ II 店• f,t又

将監塚4 1.02 3.84 24.00 54.68 2.29 1.18 1.12 0.00 11.79 0.09 100.01 深§本 縄文中期｝Ju曽利 E-11 加曽flJI£

将監}呆-5 0.76 0.69 34.30 49.25 0.80 l.OO 1.42 0.00 11.68 0.11 l()().01 深鉢 縄文中期9JIl曽flJE-11 /JU'f:iflJE 

:1]監塚-6 1.07 3 44 25.81 49.54 2.00 1.37 1.27 0.14 15.34 0.(JO 99.98 深鉢 縄文中期/JU曽刊 I:-ll IJu曽fljE 

11監}j_-7 0.96 I 44 28.56 51.21 1.45 1.28 1.13 0.00 13.97 0•OO l(J().00 深鉢 縄文中期／JIl曽刊 E-Il /Jilt'/flJ E 
:I1監}呆-8 0.48 0.4 I 28.73 60.52 1.39 0.87 1.18 0.10 6.06 0.27 100.01 深外 縄文中期｝Jll曽flJE-II /JU'i'.i'flJ I,: 

1]監屎-9 0.65 1.74 27.70 51.30 1.58 1.04 1.18 0.01 14.47 0.32 99.99 深外 縄文中期IJll飼jE』 曽flJ

打監壌-10 0. 5 8 2.42 28.81 49.84 1.74 1.06 1.27 0 38 13.90 0.00 100.00 深鉢 縄文中期/Jl)曽fljE-11 唐序文
行監）呆II 0.71 1.18 31.18 46.39 1.35 1.34 1.49 0,00 16.21 0.15 100.00 深鉢 縄文中期/JU曽fIJI:-U 湘孤文

村監}呆-12 0.97 0.95 25.13 57.IO 2.50 0.65 1.36 0.00 11.22 0.13 100.01 深鉢 縄文中期加曽刊 E-11 唐草文
1]監塚-13 0.82 1.12 28.70 58.25 1.58 0.88 1.51 0.00 6.70 0.44 100.00 深鉢 縄文中期）Jll曽flJlLII IJll'i1 flJ I・： 
村監塚-14 0.60 1.43 31.43 48.80 1.91 0.78 1.40 0.21 13.22 0.23 100.01 深林 縄文中期/JU曽刊 E-ll 曽刊
91]監Jj.-15 0.97 2.69 24.24 54.19 2.37 1.36 1.18 0.34 12.38 0.28 l()().00 深鉢 縄文中期lJll曽FlJE-LI 加曽FlJI£

将監塚-16 0.41 I.()0 27.53 46.35 1.54 0.75 1.71 0.20 20.52 0.00 100.01 深鉢 縄文中期/JU竹刊 E-11 曽PJ
将監}呆-17 0.95 2.44 27.32 49.71 I 70 1.32 1.16 0.36 15.02 0.02 100.00 深鉢 縄文中期/JU曽fl]IふII 渾孤文~
行監壌-18 0.77 2.72 28.66 49.18 1.83 I 03 1.15 0.23 14.42 0.02 100.01 深林 縄文中期JJll曽刊じ II 沌孤文

打監屎-19 0.52 1.39 30.06 50.25 1.73 0.84 1.45 0.00 13.75 0.01 100.00 深鉢 縄文中期）Ju曽fljE-II }Ju曽刊 E

行監｝呆20 1.24 0.70 31.21 49.93 1.23 1.04 2.01 0.34 11.99 0.31 100.00 深林 縄文中期｝JO曽rlJE-11 湘孤文

打監塚-21 0.77 2.26 27.21 50.24 2.12 0,76 1.44 0.28 14.93 0.oo l(J().01 深鉢 縄文中期/Ji]曽刊 [:-ll 湘孤文

将監塚-22 0.50 2 14 25.80 50.51 1.64 1.37 1.62 0.39 15.37 0 65 99.99 深外 縄文中期IJIl曽刊 E-ll 湘孤文

9|1監ほ-23 0.77 081 30.99 58.59 1.OO 0.58 1.27 0.09 5.49 0.42 l(J(J.01 深鉢 縄文中期/Ji噌flJI£-lI lli• I,1t文
将監JA(-24 0.46 3.22 26.04 52.20 2.15 I 17 1.29 0.16 13.19 0.10 99.98 深鉢 縄文中期｝JIl曽刊 E-11 曽Fll
:11監塚-25 0.72 1.71 30.40 47.03 1.72 I 28 1.09 0.58 15.36 0.11 100.00 深休 縄文中期/J¥噌1'1Jr~ -11 池孤文

0.()() 
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塚遺跡の唐草文系の土器が混在する。

VIIIグループ：将監塚遺跡の加曽利 Eと曽利系の土器

て構成される。斜長石の強度が高いこと

が特徴てある。

IXグループ：将監塚遺跡の唐草文と連孤文系の上謡て‘‘

構成される。

広木上宿追跡の加曽利系の土器はV、VI、VIIに集中し、

一部はIIとIIIグループに分散する。将監塚遺跡の上器

のうち加杓利 E系の1：器はIIIとVIの2グループに集

中ずる。連孤文系の土器は Iグループに集中し、明ら

かに加曽利系の土器とは嬰なる。唐卓文系の土器は加

薗利系の土器と共存する。

広木上宿追跡の加曽利 E直前、勝坂、阿玉台の土器は

Qtの強度の低いIIとIIIグループに混在し、加枠利系の

土監とは嬰なる。

4 化学分析結果

第2表化学分析表に示すように、広木上宿遺跡の土器

と将監塚遺跡の土器を化学分析した。

分析結果に基づいて第 6図 Si02-Al203図、第 7図

Fe203-Mg0図、第 8図K20-Ca0図を作成した。

4-1 Si02-Al203の相関について

第6図 Si02-Al203図に示すように広木上宿遺跡と

将監塚遺跡の上器は A-A'線を境として明瞭に分れる。

A-A'線より左側の Si02の値の低い領域には将監塚

遺跡の土器が集中し、 I ~IIIの3グループに分れる。

右側の Si02の値の高い領域には広木上宿遺跡の土器

が集中し、 IVとVの2グループを形成する。広木上宿

遺跡の加曽利 E直前の土器と勝坂、阿王台系の土器は

将監塚遺跡の領域にあり、Qt-Plの分類と同じ傾向を

示す。

4-2 Fe203-Mg0の相関について

第 7図 Fe203-Mg0図に示すように A-A'線を境と

して Fe203の値が低い領域には広木上宿遺跡の土器

が集中し、 I ~IIIの3グループを形成する。

A-A'線を境として Fe203の値が高い領域には将監塚

遺跡の土器が集中し、 IV~VIIのグループを形成する。

広木上宿遺跡の加着利 E直前、勝坂、阿玉台の土器は

将監塚遺跡の領域にあり、広木上宿遺跡の土器とは晃

質てある。将監塚退跡の連孤文系のt器と加悼利 Eと

曽利系の上料は屎なるグループを形成するのが特徴て‘‘

ある。

4-3 K20-Ca0の相関について

第8図 K20-Ca0図にポすように、広木上宿遺跡と将

監塚遣跡の上器は I~VIIIの8グループに分散する。広

木上宿遺跡の土器はII、V、VI、VIIIの4グループに集

中する。将監塚退跡の土器のうち加曽利 Eと棺利系の

土器はVとVIIに集中し、連孤文系の土器はIVグループ

に集中し、明らかに異なるグループを形成しているの

が特徴てある。広木上宿遺跡の上器のうち加情利 E直

前、勝坂、阿玉台は将監塚遺跡の上器と同じグループ

に属し、明らかに臭質てある。

5 まとめ

1) 土器胎tは A~Kの11タイプに分類され、 Dタイ

プは14個、 Fタイプは12個、 EとGタイプは各 7個

て‘‘、これら 4タイプて‘54個のうち40{悼］が該当し、 70%

い上を占める。

2) X線回析試験に基づくQt-Pl相関て‘は広木上宿

遺跡の土器はV、VI、VIIの3グループに集中し、将監

塚遺跡の七器とは明らかに異質て‘｀ある。将監塚遺跡の

七器のうち加曽利 E連孤文系の土器は異なるグルー

プを形成し、明らかに児なる。広木上宿遺跡の加曽利

E直前、勝坂、阿王台の士器は将監塚遺跡の上器と共存

ずる傾向が認められる。

3) 化学分析結果て‘‘は広木上宿遺跡の土器は Si02、

Fe203の1直が高く、 CaOの値が低い。これに対して将

監塚逍跡の七器は Si02,Fe203の値が低く、 CaOの

値が高い。広木上術遺跡の加曽利 E直前、勝坂、阿玉

台系の上器は将監塚遺跡の土器の領域にあり、将監塚

遺跡の土器との関連性が1司われる。将監塚遺跡の土器

のうち連孤文系の土器は加曽利 Eや柏利系の上器と

は臭なるグループを形成し、異質てある。
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第 3図 Mo-Mi-Hb
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第 5図 Qt-Pl図
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第 7図 Fe203-Mg0図
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第 8図 K30-Ca0図
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第3表 タイプ分類一覧表

試料No タイプ分類 時期 試料NO タイプ分類 時期

広木上宿ー 2 A 縄文中期加曽利E 将監塚ー11 E 縄文中期加曽利Ell

広木上宿ー 4 A 縄文中期加曽利E 将監塚ー12 E 縄文中期加曽利EII 

広木上宿ー 9 B 縄文中期加曽利E 将監塚ー20 E 縄文中期加曽利EII 

広木上宿―17 B 縄文中期加曽利E 将監塚ー25 E 縄文中期加曽利Ell

将監塚ー16 B 縄文中期加曽利EII 広木上宿ー 7 F 縄文中期加曽利E

広木上宿ー19 C 縄文中期加曽利E 広木上宿ー10 F 縄文中期加曽利E

広木上宿ー22 C 縄文中期加曽利E 広木上宿ー11 F 縄文中期加曽利E

広木上宿ー23 C 縄文中期加曽利E 広木上宿ー13 F 縄文中期加曽利E

広木上宿ー27 C 縄文中期加曽利E直前 広木上宿ー16 F 縄文中期加曽利E

将監塚ー 7 C 縄文中期加曽利Ell 広木上宿ー24 F 縄文中期加曽利E

広木上宿ー 3 D 縄文中期加曽利E 将監塚ー 8 F 縄文中期加曽利Ell

広木上宿ー12 D 縄文中期加曽利E 将監塚ー10 F 縄文中期加曽利Ell

広木上宿ー25 D 縄文中期勝坂 将監塚ー13 F 縄文中期加曽利EII 

広木上宿—26 D 縄文中期阿玉台 将監塚ー15 F 縄文中期加曽利Ell

広木上宿ー29 D 縄文中期加曽利E 将監塚ー21 F 縄文中期加曽利Ell

将監塚ー l D 縄文中期加曽利EII 将監塚ー23 F 縄文中期加曽利Ell

将監塚ー 3 D 縄文中期加曽利EII 広木上宿ー 5 G 縄文中期加曽利E

将監塚ー 4 D 縄文中期加曽利EII 広木上宿ー 6 G 縄文中期加曽利E

将監塚ー 6 D 縄文中期加曽利EII 広木上宿ー20 G 縄文中期加曽利E

将監塚ー 9 D 縄文中期加曽利EII 広木上宿ー21 G 縄文中期加曽利E

将監塚ー17 D 縄文中期加曽利Ell 広木上宿ー28 G 縄文中期加曽利E

将監塚ー18 D 縄文中期加曽利Ell 将監塚ー14 G 縄文中期加曽利EII 

将監塚ー22 D 縄文中期加曽利EII 将監塚ー19 G 縄文中期加曽利Ell

将監塚ー24 D 縄文中期加曽利Ell 広木上宿―14 H 縄文中期加曽利E

広木上宿― l E 縄文中期加曽利E 広木上宿ー18 I 縄文中期加曽利E

広木上宿ー15 E 縄文中期加曽利E 広木上宿― 8 J 縄文中期加曽利E

将監塚— 2 E 縄文中期加曽利EII 将監塚ー 5 K 縄文中期加曽利Ell
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第 4表 広木上宿遺跡胎土分析土器一覧表

番号 図版番号 出土地点 器種 備考 番号 図版番号 出土地点 器種 備 考

1 第12図 5 第6号住居跡 深鉢 炉体 16 第29図 l 第13号住居跡 深鉢 炉体

「3玉1第拉l2図図 3iー第6号住居跡頁鉢
17，第36図 l 第17号住居跡 深鉢

第6号住居跡深鉢 18 第36図 3 第17号住居跡 深鉢

4 i第12図ー」し第6号住居跡 深鉢ー ＇ 19 第36図 5 第17号住居跡 深鉢 炉体
,―  

← 5 I第14図7町第6号住居跡深鉢 20 第36図 2 第17号住居跡 深鉢 埋甕

←--]第14図67 第6号住居跡深鉢 21 第37図 9 第17号住居跡 深鉢

7 第14図52 第6号住居跡 深鉢 22 第42図 l 第19号住居跡 深鉢 埋甕

8 第15図88 第6号住居跡 深鉢 23 第42図 2 第19号住居跡 深鉢 柱穴内
l ---←  

＇ ， 第15図97 第6号住居跡 深鉢 24 第43図 l 第21号住居跡 深鉢 炉体

10 第21図引第8号住居跡 深鉢 25 第48図 l 第24号住居跡 深鉢 炉体

11 第20図が第8号住居跡 1深鉢 炉体 26 第52図 l 第28号住居跡 深鉢

12 第20図 5I 第8号住居跡 深鉢 27 第63図 l 第81号土壌 深鉢

9 13 第21図 8I 第-•98号住居跡 深鉢 28 第65図 l 第1号埋甕 深鉢

14 第20図 2I第8号住居跡 深鉢 29 第65図 2 第1号埋甕 深鉢

1 5 第20図 3 第8号住居跡 深鉢
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第 9図 広木上宿遺跡胎土分析土器
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写真図版
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